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序

県営ほ場整備事業殿城地区の実施に伴い大規模な林之郷遺跡・八千原遺跡緊急発掘調査が終了

し、ここに調査報告書の発行ができますことは、誠に喜びにたえないところであります。

このたび発掘調査された林之郷遺跡・八千原遺跡をはじめ、上田市には数多くの埋蔵文化財があ

ります。それらはすなわち、市域が古くからの人々の生活の場となっていたことの証であり、い

かに私たちの郷土が豊かな水や緑や大地などの、高度な文化を育み支えるための自然的条件を有

した素晴らしい地域であるかを意味するものであります。

21世紀を目前にし、今日の日本は、経済やテクノロジーの分野において世界有数の大国と称せ

られ、産業や生活基盤は大きく変貌しています。私たちの上田市においても、商工業の発展や農

業の近代化により、街や農村の風景も日を追うごとに激しく変わっています。

しかし、一方で産業等の発展を図りながら、国民共通の財産である文化財を保護し、後世に正

しく伝えていくことも今日に生きる私たちに課せられている義務といえましょう。

かつてのどん底の終戦直後から見れば、今日の日本の姿はまさに夢のようです。しかし、戦後

から今日までの間に、知らず知らずのうちに切り捨ててしまったものや失ったもの、また、後ま

わしにした問題等は図らずも少なくありません。経済大国になった今、本当の豊かさを求めて私

たちは進むべき方向性を新たに考える時がきています。

文化財は私たちに多くのことを教え、また、私たちに郷土を愛する心を芽生えさせてくれます。

人間が社会の向上を求める限り、文化財から与えられるものは尽きないといっていいでしょう。

最後となりましたが、このたびの調査では地元のほ場整備実行委員会の皆さん、並びに関係自

治会の皆さん、調査対象地区の地権者の皆さんに深い御理解と御協力をいただきました。また、

作業員の皆さんには猛暑の中たいへんな御尽力をいただきました。ここに心より御礼申し上げ、

はじめの言葉といたします。

平成3年 3月

上田市教育委員会教育長 内 ,藤  尚



例

1 本書は長野県上田市大字殿城字漆戸における県営ほ場整備事業殿城地区に伴う、平成元年度

～2年度林之郷遺跡ほか発掘調査の報告書である。

2 調査は、上田市教育委員会が赤羽奈を調査団長として、林之郷遺跡ほか発掘調査団を編成

し、調査を委託して実施した。なお、事務局は上田市教育委員会社会教育課が担当した。

3 発掘調査は現場での調査を平成元年 5月 15日 から11月 2日 まで実施した。この間の調査は調

査団の指導のもと、主に久保田が担当した。

4 遺構の実測は久保田・倉沢・猪熊・中沢・荒井かぎ子・川崎康子・神林松子が行い、一部を

(有)写真測図研究所、新日本航業 (株)に委託した。 トレースは窪田幸子・小林由美子・田

中弥重子 。小野沢恵美子・唐沢裕子が行った。

5 遺物の実測とトレースは一部を中沢・倉沢・坂巻ケン子が行い、久保田の指導の下に窪田 。

小林 。田中・小野沢・唐沢が行った。

6 本文の執筆は、主に久保田 。中沢が行った。

7 版組は荒井・窪田・小林・田中 。大井敬子・市村みつ子が行った。

8 遺構・遺物の写真撮影は中沢・久保田が行い、縄文土器と石器は小サ|1忠博に委託して行っ

た。

9 本調査に係る基準点測量は (有)写真測図研究所に委託した。

10 遺物の接合作業は猪熊 。荒井・窪田 。小林・田中 。小日久仁子 。中山文子 。米窪千鶴が行

い、石膏復元は清水閲二・樋日員知子が行った。

11 本調査に係る資料は上田市教育委員会の責任下、上田市信濃国分寺資料館に保管してある。

12 本書の編集刊行は事務局が担当した。

13 本調査にあたり次の皆さんにご協力、ご助言を賜った。記して感謝する次第である。 0贋不

同、敬称略)漆戸・林之郷・下郷自治会、ほ場整備実行委員会、森島稔、赤塩一巳、望月町教

育委員会学芸員福島邦男、′Iり II忠博、坂井美嗣、堀田雄二、翠川泰弘、長野県教育委員会文化

課、シルバー人材センター、上田市農村整備課、上田市農村改善センター、上田市立清明小学

校

14 本調査に係る林之郷遺跡ほか発掘調査団の組織は次のとおりである。

顧   間 五十嵐幹雄 (日本考古学協会員、上田市文化財保護審議会委員)

顧   問 小林 幹男 (日本考古学協会員)

調 査 主 任 岩佐今朝人 (日 本考古学協会員、上田小県誌考古編編纂副主任)

団   長 赤羽  寮 (上田市教育委員会教育長・平成 2年 10月 10日退任後も引続き行った)

副 団 長 中島 孝― (上田市教育委員会教育次長・平成 2年 3月 31日 退任)

田



副 団 長 小林陽三 (上田市教育委員会教育次長・平成 2年 4月 1日着任)

調 査 員 塩入秀敏 (日 本考古学協会員、上田女子短期大学助教授)

調 査 員 猪熊啓司 (長野県長野高等学校教諭)

調 査 員 川上元 (日 本考古学協会員、社会教育課課長補佐兼文化係長)

調 査 員 倉沢正幸 (上田市立信濃国分寺資料館学芸員)

調 査 員 塩崎幸夫 (社会教育課主事)

調 査 員 中沢徳士 (社会教育課学芸員)

調 査 員 久保田敦子 (社会教育課主事)

事 務 局 長 三輪善方 (社会教育課長・平成 2年 4月 30日退任)

事 務 局 長 須藤清彬 (社会教育課長・平成 2年 5月 1日着任)

事務局次長 川上元 (社会教育課課長補佐兼文化係長)

事 務 局 員 塩崎幸夫 (社会教育課主事)

事 務 局 員 中沢徳士 (社会教育課学芸員)

事 務 局 員 久保田敦子 (社会教育課主事)

事 務 局 員 小林香保利 (社会教育課主事 。平成 2年 5月 1日着任)

16 発掘・整理作業に参加、協力していただいた方々 (順不同、敬称略)

荒井かぎ子・荒井公徳 。飯塚健三・池田浮きよ。井部定雄・岩上望・岩下真・岩瀬卓治 。大原

広枝、小田中栄佐吾 。金田清 。川上純―・川崎康子・神林松子・久保寺純子・小泉好武 。後藤

政枝・小林一衛・小林佐代子 。小林増右ヱ門・小林悌・小林ひさ江・小林お、みゑ 。小林基・小

林好友 。小山倍子・酒井あい子・酒井ちずゑ・坂日興昌 。佐野志津江・佐野とも・佐野もと

枝・沢信・柴崎和美・柴崎仁志・清水閲二・杉松健・春原茂代・春原忠代・春原信子・春原範

子・春原弘毅 。関茂樹・滝沢政子・滝沢りつ子・竹内和美・竹内千恵子・田中まさ子・田中孝

雄・茅野恵・寺島貴幸 。富井恒彦・富井秀子 。中沢正一 。長浜峰吉 。中村博昭・萩原隆―・林

正治・平田信江・堀内袈裟次 。松島正一・三井千代子・宮沢富実 。宮下美代 。宮之上よし子・

屋ヶ田正寿・柳沢斉・柳沢仁美・山越そう。山崎美津子・吉崎吾―・依田すみ江・渡辺袈裟

俊・市村みつ子・大井敬子・小日久仁子・小野沢恵美子・唐沢裕子・窪田幸子 。小林明子・小

林由美子・坂巻ケン子 。田中弥重子・鶴田紀子 。戸谷栄子・中山文子・樋回員知子・樋口若

子・翠川暢泰 。米窪千鶴 。堀内節子



例

1 竪穴住居址 (SB― )、 土壊 (SK― )、 掘立柱建物址 (ST― )、 ピット (P― )、 溝址

(SD― )、 竪穴住居址のピット (P)の番号は任意である。

2 遺構の版組は国家座標の北を基準に行ったが、紙面の都合により例外もある。

3 遺構実測図は原則として原図 1/20、 縮尺1/4を基本とした。なお、竪穴住居址の竃、炉、

遺物出土状況等、必要に応じて原図 1/10、 縮尺 1/4と した。

4 遺構が時代の新しい遺構によって、あるいは攪乱等によって破壊を受け、プランが明確でな

い場合は古い遺構を破線で示した。

5 竪穴住居址の主軸方位は、国家座標の北と霊等を通る住居址の中軸線とのなす角度で示して

ある。

6 土壊、ピット、桂穴の規模は (長軸×短軸×深さ)で示した。

7 遺構断面図の標高は、すべてm単位で示してある。

8 挿図中のスクリーントーンは次のとおり示した。

焼 土熱韓難
9 遣構写真図版の縮′

!ヽは任意である。

遺物

1 遺物実測図は原図は 1/1、 縮尺は1/1～ 1/6と した。

2 土器の実測方法は4分割法を用い、右側 1/2に断面及び内面を、左側に外面を記録した。

3 黒色処理のある遺物はスクリーントーン
韓難離轟義で示した。

4 箆削りの方向は→で示した。

5 出土遺物一覧表の器質は、胎土を「胎」、焼成「焼」、色調を「色」と記載した。なお、色

調は遺物の外面 。内面の基本的な色調を農林省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版標準土色帖』 1990年を用いて判別した。

6 遺物番号は実測図版番号及び写真図版番号と一致している。

7 遺物写真図版の縮′↓ヽは任意である。
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第一章 序 説

第 1節 調査の原因と経過

1 調査に至る経過

昭和62年 6月 23日付け農村発第80号で、上田市農政部農村整備課から「県営ほ場整備事業殿

城地区における埋蔵文化財発掘調査について (協議)」 として、上田市殿城地区のほ場整備事業を

昭和63年度からの事業として計画している旨の協議があり、昭和 63年度の当該事業に係る埋蔵

文化財発掘調査については、昭和63年度上田市教育委員会・上小地方事務所発行の『林之郷』に

報告したとおりである。

平成元年度のほ場整備施工区に係る埋蔵文化財については、長野県教育委員会 (以下県教委と

いう)教育長発生田市教育委員会 (以下市教委という)受の昭和63年 6月 30日付け63教文第185

号「昭和64年度の農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財について (通知)」 により、市教委が上

田市農政部課長宛てに昭和63年 7月 5日付け上教社発第160号により同名で照会した文書の回答

により把握した。これによれば、林之郷集落の中央東から行沢サ||に至る250,000ド をほ場整備す

るというもので、その施工区域内には周知の埋蔵文化財包蔵地である林之郷遺跡と八千原遺跡が

存在していた。このことを昭和63年 7月 25日付上教社発第191号で県教委宛て回答したところ、

県教委教育長発市教委受の昭和63年 8月 22日付け63教文第 185号で「昭和64年度の農業基盤

整備事業等に係る埋蔵文化財の保護協議 (通知)」 により、9月 26日 に保護協議を実施することに

決定した。

この保護協議には、県教委、上小地方事務所、上田市、市教委の担当課 。担当職員が出席した。

この席上、市教委は、遺跡の範囲確認のための試掘を早急に実施するよう、県教委より指導を受

け、その結果によって再度協議を実施することとした。市教委ではこの後、試掘調査を実施し、こ

の結果をもってH月 28日再度協議を実施し、下記の計画で調査を実施することとした。

発掘調査計画書

発 掘 調 査 地 上田市大字漆戸遺跡名
Ⅵ選 跡 名 林之郷遺跡・八千原遣跡

遺 弥 の 状 況 地目 (水田・畑) 破壊状況 (一部破壊)

調査の目的及び概要

開発事業県営ほ場整備事業殿城地区に先立ち10,000言 以上を発掘調査して

記録保存をはかる。

遺跡における発掘作業は平成元年 10月 31日 までに終了する。

調査報告書は平成2年 3月 31日 までに刊行するものとする。

調 査 の 作 業 日 数 発掘作業 120日 、整備作業 120日 、合計240日

調 査 に要す る費 用 32,000,000H

調査報告書作製部数 300菩【

発掘 調 査 の主 体 者 上田市教育委員会

-1-



経 費 の 負 担 割 合
農政部局側負担額 (原因者)24,160,000円 (755%)
文化財保護部局側負担額 (農家負担分)7,840,000円 (24.5%)

考備
調査の結果、重要な遺構等が検出された時は、その保存について改めて協議

するよう配慮する。

平成元年4月 12日 、この調査に際し市教委が新たに組織 した『林之郷遺跡ほか発掘調査団』の

赤羽衆調査団長以下調査団員に委嘱書が交付され、調査団会議を開催し、調査の方法等について

検討を加えた。5月 8日 、調査に係る事務担当者レベルの協議を行い、調査の段取りについて最終

の打合わせを行い、5月 15日付けで上田市と調査団の委託契約が成立 し、同日、調査に着手 した。

2 調査の経過

(1)平成元年度事務処理の経過

本調査に係る平成元年度の契約、補助金等の申請事務は次に示すとおりである。

*計画変更・契約変更は、遺物整理の一部と報告書作成を平成 2年度に実施するとしたものであ

る。

国 庫 補 助 金 関 係 県 費 補 助 金 関 係 上 小 地 方 事 務 所 発 掘 調 査 団
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(2)平成 2年度事務処理の経過

本調査に係る平成 2年度の契約、補助金等の申請事務は次に示すとおりである。

平成3年 3月 25日 、本報告書を刊行してすべての調査を終了した。

第 2節 調査の方法

遺跡名は長野県教育委員会作成の選跡台帳に記載されている名称『林之独卜遺跡』『八千原遺助咽

とした。また、記録の使宜を図るため、遺跡記号としてHAYASHI一 NO― GOUの HNG、 YA―

CHI一 HARAの YCHを組み合わせて与えた。各種の記録や遺物の注記等はこの記号を用いてい

る。さらに、各地区にアルファベット順に地区名を与え、例えばA地区の地区記号はYCH一 Aと

した。なお、林之郷遺跡のA地区からC地区の調査は昭和68年度に行われ、本報告はE地区のも

のである。D地区の調査は諸般の事情で行わなかった。

この調査地区の設定については、予め試掘ビットを掘り、おおよその範囲は把握してしたもの

の、ビットの密度が極めて粗かったため、本発掘に際しては改めて トレンチ調査を行い、遺跡の

性格と土層の把握をし、併せて面的調査の範囲=調査区の設定を行った。

面的調査については、表上、耕作土の排除はすべてバックホーを用い、その後の作業は人手に

よった。なお、面的調査に際しては、グリッドを設定し、遺物の取り上げ、遺構測量に利用した。

このグリッド杭の設定については、国家座標のメッシュに従い、遺跡周辺の三角点の座標値から

調査区南側に引っ張り、この点を基準点として80× 30大グリッドを設定し、この中をさらに 3

×3のメッシュに区切って、グリッドを設定した。すなわち、大グリッド内に100の /1ヽグリッド

国 庫 相,助 金 関 係 県 費 補 助 金 関 係 上 小 地 方 事 務 所 発 掘 調 査 [〕〕
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が設定される訳である。

なお、基準点の座標値はX=43,590.000、 Y=-17,865,000であり、上田地区は国家座標第Ⅷ

量系に属している。

第 3節 調査日誌 (抄 )

平成元年

5月 15日  晴   れ

5月 16日 晴 れ 後 曇

5月 19日 曇 後 雨

6月 6日 曇 時 時 晴

6月 12日  晴   れ

6月 20日 雲時時晴れ

6月 26日 晴   れ

6月 30日 曇   り

7月 5日 晴   れ

7月 15日 晴   れ

7月 20日 晴   れ

7月 25日 晴   れ

8月 3日 曇   り

8月 4日 曇I時時晴れ

8月 18日 曇時時晴れ

9月 6日 曇 後 雨

9月 7日 雲 時 時 雨

9月 21日 曇   り

10月 5日 晴   れ

10月 13日 晴   れ

10月 19日   雨

10月 30日 晴   れ

10月 31日 曇 後 雨

11月 1日 晴   れ

国分寺資料館から発掘機材を現地へ搬入。テント設営。

林之郷遺跡に重機による試掘 トレンチを設定 し、平面調査区を決定す

る。

林之郷遺跡表土剥ぎ ,遺構検出作業・グリッド設定 (3m× 3m)

八千原遺跡重機による試掘 トレンチを設定。林之郷遺跡遺構検出作業・

遺構掘上げ作業。

八千原遺跡試掘調査により調査区設定。

八千原遺跡表土剥ぎ開始。作業員を2組に分け、林之姻l遺跡と八千原遺

跡の調査を並行 して行う。

林之郷遺跡、八千原遺跡の調査を平行して行う。

作業員の班の編成。 (5班)八千原遺跡遺構検出作業開始。

豊殿小学校の先生方見学。

林之郷遺跡 SB-23遺構掘上げ開始。

テントを八千原遺跡の調査地区付近に移動。

林之郷遺跡SB-23と SB-11の平面実測を専門業者に委託 し、写真測

量を行う。

国分寺資料館夏休み考古学教室で小学生来訪、遺物収集を行う。

林之郷遺跡遺構の平面実淡1を専門業者の ドットマップシステムにより開

始する。八千原遺跡調査区をA地区B地区に分ける。

八千原遺跡敷石住居等の確認からB地区に東側に拡張。

林之郷遺跡の調査ほぼ終了。

八千原遺跡 B地区の北側に調査区を設定し、C地区とする。

八千原遺跡のC地区遺構検出開始。

八千原遺跡A地区調査ほぼ終了。担当職員及びほ場整備実行委員会の協

議により、調査期限を 15日延長することに決定。

作業員増員。

望月町教育委員会学芸員の福島邦男氏を招いて指導を仰 ぐ。

航空測量による遺構実測のための写真撮影の準備。

午前 H:00航空測量による遺構実測。八千原遺跡A地区からC地区の

遺構実測。

発掘調査終了・機材撤収・テントも外す。

この後、清明小学校内埋蔵文化財整理室において平成2年度まで整理・報告書作成作業を実施

し、平成3年 3月 25日 、調査報告書を刊行してすべての調査を終了した。
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第二章 遺跡の環境

第 1節 自然的環境

林之郷遺跡E地区および八千原遺跡の位置する地域は、地形的に見ると大きくは千曲川右岸に

展開する上田盆地の東側にあたる。ここはとくに上田盆地の言ヒ東部にそびえる四阿山 (2332m)

に源をもつ神川によって形成された一大扇状地形を呈 した地域である。神川左岸の神川扇状地で

は、第 1段丘面 。第 2段丘 。第 3段丘面及び赤坂集落の谷口扇状地などから構成されている。第 1

段丘面では標高約 580mの 大日ノ木集落付近を頂点として半径4kmの規模で南に広がり、その先

端部は500mの等高線をもって段丘崖として終わっている。またこの押出しが第 2段丘にも及

び、新 しい扇状地をつくっている。現在の和脚||は回春して下刻 し、この面よりかなり低いところ

を流れているが、長い年月のうちに流路が次第に西に偏したため、このように南北方向に見事な

三段の段丘を形成しているといえるのである。

第 1段丘面は現河床面より約20～ 30mの比高をもち、森 。大日ノ木・小井田・町吉田などの各

集落が立地する広い面で、通称吉田面と呼ばれている。この面の地質は神川の運んだ厚い砂礫層

からなり、地表面は 1～2mほ どの厚さを持つローム層に覆われている。古くから周辺の神明川や

瀬沢川から、この面に水を取り入れたり、また吉田堰 (童女堰)の開削などによる開拓が行われ

たため、現在立派な水田地帯となっている。しかし、昭和62年度この面の大字芳田字訳口上に所

在する訳口_L遺跡の発掘調査を実施 した地域では、水使の悪さのため、下流の水田地帯へ田用水

を公平に配分する用水堰の分配施設としての『訳口』んヾ字名になったと見られ、水に苦心をした

かつての歴史を見た。近年この面の段丘崖に沿って、桜台。みすず台。などの住宅団地もでき、ま

た浅問山麓広域農道などの開通に伴って、様相が一変しつつある。

第2段丘面は今回発掘調査を実施 した林之郷遺跡E地区および八千原遺跡の位置する面で、第 1

段丘より約 10～ 12m低 く形成されている。この面も比較的広く林之郷や上青木など五つの集落

があり、林之郷面と呼ばれている。地質も第1段丘面と比べて、あまリローム質の強くない土層で

比較的通水性もよく、またいくつかの用水堰に恵まれているため、現在同様に広い水田地帯にな

っている。この面もまた宅地化の波が押 し寄せてきていることもいなめない。林之郷集落周辺で

は、住宅のある部分がやや高い微高地となっており、集落東側即ち第1段丘崖下で低くなる。いわ

ゆる後背湿地の様相を呈 していることがわかる。遺跡の主体部は、したがってこの若千高い部分

の集落の中で、さらに一帯に広がっていることが分布調査で確認されている。また、第3段丘面は

全体的には和Wil氾詭原としての比較的狭い平坦面としてとらえられている。この段丘面に包括さ

れている久保林集落のあるところは、2～3m高い微段丘を形成して安全な平坦地となっている。

-5-



‐■

４

＝
Υ
ん
ト



番号 遺 跡 名 時代 備 考 番号 遺 跡 名 時代 備 考

石 矢 遺 跡 縄弥平 30 荒 神 田 遺 跡 平 1987年度調査

赤坂将軍塚古墳 古 市指定史跡 31 訳 口 上 遺 跡 奈～平

4 托 田 遺 跡 縄・平 32 中 吉 田 遺 跡 縄弥平

5 北 屋 敷 遺 跡 縄・平 33 今 井 遺 跡 平

6 城 山 遺 跡 縄 34 い な ご坂 遺 跡 縄

7 上 組 遺 跡 平 35 吉 田 原 古 墳 群 古

8 矢 沢 古 墳 古 39 中 道 遺 跡 縄・弥

9 宿 組 遺 跡 平 40 上 野 東 遺 跡 縄

平 沢 遺 跡 平 41 陣 馬 塚 古 墳 古

11 下 左 口 遣 跡 縄 42 玄 馬 塚 古 墳 古

下 樋 口 遺 跡 平 43 熱 泰 寺 古 墳 古

13 石 坪 遺 跡 功ヽ 44 熱 泰 寺 遺 跡 縄

14 神 林 遺 跡 縄弥平 45 七 ツ塚 古 墳 群 古 市指定史跡

下 郷 古 墳 群 古 46 塚 田 塚 古 墳 古

16 大 日 の 木 古 墳 古 47 野 竹 塚 古 墳 古

17 大 日 の 木 遺 跡 縄弥平 48 篠 井 久 保 遺 跡 弥・平

北 の 平 遺 跡 平 49 笹 井 塚 古 墳 古

19、 20 八千原・堂下遺跡 縄～平 50 掛 の 宮 遺 跡 縄・古

太 田 遺 跡 平 掛 の 宮 古 墳 古

柴 崎 古 墳 古 染屋台条里水田追跡 弥～平 '84,'85調査

井 戸 田 遺 跡 紐弥平 54 国 分 遺 跡 群 弥～平

24 尾 無 遺 跡 縄・平 56 国分周辺遺跡群 縄～平

25 林 之 郷 遺 跡 縄～平
188-部

調査 398 氷 沢 古 墳 群 古

26 日 ノ 井 古 墳 古 399 氷 沢 遺 跡 縄・平

高 寺 古 墳 群 古 407 矢 沢 氏 支 城 跡 近

28 生 地 場 古 墳 古 410 伊 勢 崎 城 跡 近

29 中 村 Ⅱ 遺 跡 縄 412 岩 門 城 跡 近

第 1表 周辺遺跡一覧表
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この面は久保林面と呼ばれているところであるが、やはり近年宅地かが急速に進化しており、か

つての景観が変貌 している。

一方、神ナ!1右岸の染屋面では25m内外の急崖となっており、僅かにベンチ状に第 2・ 第 3段丘

が形成されているだけである。これは前述の通り、神川の流路が下刻と同時に漸次西偏 したため、

東側の左岸では見事な段丘となるのに対 して、右岸では浸蝕され段丘が形成されにくいといえる。

第2節 歴史的環境

上田市域の東側にあたる一帯の歴史的環境を見てみると、とくに考古学的遺跡で烏帽子岳西南

麓に分布する遺跡として把握され、各段丘からは縄文期から奈良 。平安時代に属すいくつかの遺

物・遺構力瀧 認されている。

今回調査を実施した第2段丘面の考古遺跡から慨観すると、まず一連の林之郷遺跡群の中に包

括される遺跡としては、蒼久保 。林之郷・漆戸地籍にまたがる茅御堂 。坂田・貝戸 。池田・狐塚・

松ノ木・下ノ畑などの各遺跡がある。また、この遺跡群の北側には林之郷地籍の太田、漆戸地籍

の八千原・堂下・北の平などの遺跡があり、南側では蒼久保地籍の中村Ⅱ遺跡が分布調査等によ

って確認されている。このうちとくに太田・茅御堂の両遺跡は、昭和49年広域農道開削に伴う事

前の発掘調査が行われ、太田遺跡からは古墳時代鬼高期の住居祉4軒、同期の高床状遺構、また平

安時代国分期の住居址4軒 とこれらに伴う豊富な遺物を検出した。また茅御堂遺跡からも古墳時

代五領期・和泉期・鬼高期の各住居址及び集石遺構 。竪穴遺構とそれぞれに伴う遺物が検出され、

この地域の様相がかなり明らかにされたのである。また、林之郷堂下遺跡からは縄文中期加曽利

E式土器・後期の堀之内式土器片。打製石斧・石棒・土偶さらに弥生後期の箱清水式土器片、土断,

などが発見され、北ノ平遺跡からは若千の後半期の土mi器が採集された。古墳は遺跡群の中の南

側、蒼久保字中村に高寺古墳 1・ 2・ 3・ 号墳が、およそ30m前後の間隔で南北に並んでいる。い

ずれもほとんど破壊された古墳で、正確な規模は不明であるが、3号墳の残存状態等から直径約5

・高さ約lmほどの比較的小規模な終末期古墳と見られる。同様な規模の生地場古墳が高寺古墳の

僅か西南部の基地内にある。また、林之郷字塚田の段丘端部にも日ノ井吉墳がある。この古墳も

墓地内にあり、墳丘が破壊され石室が露出しているが、直径約9mほ どの円墳とみられる。なお、

対岸の第2段丘面にあたる笹井地籍にも、笹井塚古墳・掛ノ宮塚吉墳また第 1段丘面の社宮寺古墳

等の小規模な終末期古墳があり注意される。このうち特に笹井塚古墳からは、かつて直刀2本と

刀子などが発見されている。

第 1段丘面では、小井田集落を中心として縄文中期加曽利E式土器・石鏃 。打製石斧・凹石・砥

石、弥生後期箱清水式上器及土師器・須恵器など豊富な遺物を出土する井戸田遺跡、縄文中期土

器・土師器などを出土する尾無遺跡、平安期と見られる土師器を出土する戒田遺跡などがある。ま

た中吉田集落一帯に広がる中吉田遺跡群は、この面における最も豊富な資料を提供している遺跡
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として知られる。この遺跡群の中心は次郎淵と無量寺の両遺跡で、前者からは縄文中期勝坂式土

器片、弥生後期箱清水式土器片、土師器・須恵器などが採集され、さらに子持勾玉も検出されて

おり、注意される遺跡である。後者からは縄文中期加曽利 E式土器、弥生後期土器、土師器・須

恵器が採集されている。ここからは加曽利 E期に比定される台付有孔鍔付土器も発見されてお

り、本遺跡も特に注意されている。

さらにこの道跡群の西側に、いずれも後半期の土師器・須恵器を出土する荒神田遺跡、訳日上

遺跡、今井遺跡が確認されている。このうち、昨年調査を実施した訳口上遺跡からは、奈良時代

前半と見られる竃を伴う住居祉や溝址・土娯・ ピットなどの遺構が検出された。また、この段丘

面の古墳分布を見ると、南側段丘崖のみすず台団地のほぼ中央にある下青木吉田原古墳が現存す

るのみである。この古墳の墳丘は東西 15m、 南北 13m、 高さ4mの円墳で、石室内部は玄室と羨

道の区分が明確ないわゆる両袖式で、石室の総長6.6mを計る横穴式石室を持っており、市指定史

跡となっている。このほか周辺には、旗鉾塚古墳・寺沢古墳・尾無古墳など、古墳時代後期に属

すいくつかの古墳がかつて存在 したが、団地の造成等で破壊されてしまった。このうち、尾無古

墳からは直刀 。鉄鏃などが出上 したという記録がある。 このように、神サ|1扇状地周辺にはいくつ

かの考古遺跡が存在 していることが知られ、林之郷遺跡 E地区および八千原遺跡はこうした考古

的環境のなかにあるのである。

第 3節 基本的層序

林之郷遺跡E地区、八千原遺跡A～C地区の基本的な土層は第 1図・第2図に示したとおりであ

る。

林之郷遺跡 E地区の土層は第 1図に示 し以下の通りである。

Ia 水田耕作土

Ib 水田耕作土

H 鉄分を含む溶脱層

Ⅲ 黒褐色土層

Ⅳ 黄茶褐色土層

V 黄茶褐色土層 (人頭大～拳大の石含む)

なお、遺物包含層は第Ⅲ層で、遺構は第Ⅳ層において確認された。

八千原遺跡 A～C地区の上層は第 2図に示し以下の通 りである。

I 水田耕作土

Ⅱ 鉄分を含む溶脱層

Ⅲ 茶褐色土層

Ⅳ 黒掲色土層
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V 蜆 鑢  (lCm_10cmの機蝿擢r電⇒

VI啄 騨 蝉

凛 1茶灰色土置

A地区から0地区億水歯避成時―に削平や盛上が行われて―おヶ_それぞれ田面の標高はま造n～

90cm.仰駐麹かヽある。特花A増駆は大きく削平されてい|た。したがって▲難区からG地区の上層

磁脚 な部分がある。4地区り場苺瑚聯燒団霧獣鍋許転―■唐におい鰤 し、B蠅

区―・0地区はv層において鞠 .した。
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第二章 林之郷遺跡の調査

第 1節 概

林之郷遺跡は上田市の東部、殿城地区の大字上青木から林之郷、漆戸の神川の第2段丘上に広が

る遺跡で、正確には、いくつかの遺跡が集まる遺跡群といえる。1988年 (昭和 63年)にはこの

内の林之郷地区の調査を行い、平安時代の集落址を検出している。

今回調査したのは、さらに北によった大字漆戸字茅御堂である。当地は、昭和49年の浅間山麓

広域農道の工事にともない調査された、『茅御堂遺跡』と同一の遺跡であるが、呼称は『林之郷遺

跡E地区』とした。調査区は神サll第 2段丘ほぼ中央の、微段丘上に展開しているもので、調査区の

東西はいずれも湿地の、いわゆる「ヤチ」の様相を呈 している。このため、遺構の出方も調査区

の西寄りに偏しており、また、東寄りは礫混じりあるいは泥炭に近い遺物包含層を呈 している。

調査の結果、堅穴住居址25軒、掘立柱建物址 1件、土壊34件、が検出された。概ね、弥生時代

末から古墳時代にかけての集落址である。

弥生時代後期からの遺構としては第 27号住居址があげられる。本址は調査区の南東隅に検出

され、平面形態はほぼ隅丸方形を呈し、床面中央には3方を石で囲い、底部を欠いた甕を置く炉が

検出されたほか、壁際の四周を周溝が巻いている。また、住居のものと思われる炭化材も検出さ

れた。出土遺物は、高郭、甕、台付甕、甑があり、箱清水期の様相を呈している。

この第27号住居址の他はいずれも古墳時代の住居址である。中でも23号住居址は焼失家屋と

思われ、大量の炭化材と共に良好な土器セットが検出された。本住居址は東壁に霊を設け、電内

には饗が2個体並立して出上している。そして、左の甕の下には燃焼効率を高めるため、支柱の代

わりに高郭を倒置した状態で置いてあった。竃右側には郭・高郭・小型の甑および底部を欠いた

甕が、左側には大型の甑・甕 。壼が、おそらく往時のままの状態で発見された。遺物から、古墳

時代後期に属すると思われるが、須恵器は蓋が 1点出土したのみである。この事は本遺跡全股に

特徴的なことであるが、須恵器出現以後の時代に属する遺構が多くありながら、須恵器の出上が

極めて少ないことである。今後の研究を待ちたい。

23号住居址のほか、焼失家屋は、11号、12号住居址でも見られる。H号住居址は、調査区のほ

ぼ中央に検出された。床面四周を周溝が巻き、4本主柱のピットと石組竃、貯蔵穴というきわめて

典型的な住居のパターンを示している。また、煙道の穴も検出された。出土遺物は郭・ア理 甕・饗

等があり、古墳時代後期に属する。12号住居址は調査区南西隅に7号住居址を切って検出された。

川原石を芯に用いた竃を西壁中央に有し、焚口には厚手の天丼石が検出された。出土遺物は、郭 。

高郭・小型丸底土器・甑等があり、古墳時代後期初頭の様相を呈する。
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第6号住居址は27号住居址に続く、古墳時代前期の住居址である。出土遺物は、脚部に孔を穿

った高堺・台付甕・緩いS字状口縁の壷 。肩部に横位の刷毛目とこれをT字状に切る刷毛目を有

する壼、そして有段口縁の大型の壼や器台と小型丸底土器などである。覆上が浅かったため、若

干時期の異なる選物の混入も見られる。

第5号住居址と第 19号住居址は本遺跡の中で最大の住居址である。第 5号住居址は調査区の北

側で第 1号住居lllの南側に検出され、平面形態は隅丸方形を呈 し、一辺 8mほ どの大型の住居で、

西側の壁のほぼ中央に石組竃が僅かに確認された。霊の左袖は壊滅 し、右袖は石組とその下部を

支える構築土が僅かに残って検出された。また、床には周溝が南壁側と西壁側の一音卜を除き、ほ

ぼ一周 して巡っている。出土遺物は高郭・郭・甕・甑 。長頸壺等があり、郭は体部中央で屈曲す

るものや、内面に屈折のあるもの、屈曲がなく内湾するもめ等がある。やや覆土が少なかったた

め、遺物の混在もみられるが、おおむね古墳時代終末期に該当しようかと思われる。 19号住居址

は調査区の西に、9号住居址及び20号住居址を切って検出された。一辺7mほ どの住居の西壁中

央に20cm前後の石を芯とした竃を設け、支脚石はやや丸みを帯びている。出土遺物は、口縁端

部を短く外反 し、あるいは内傾する丸底の郭、頸部が「 くの字」状に外反する甕、さらに土鈴も

あり、概ね古墳時代後期前葉に属すると思われる。

この他、縄文期の埋甕が数点検出されているが、中でも第33号土娯からは当地でも出土例の少

ない称明寺期のほぼ完形の饗が出土 し、これとほぼ同一のデザインを持つ遺物が佐久地方で出土

している。

ビットも多数検出されているが、これによって構成される掘立柱建物址は 1件確認できたのみ

である。

総 じて当遺跡は弥生時代末から古墳時代にかけて展開された集落で、遺存状態は良好な状態で

あった。当書における報告はその中から代表的なものを抽出しているが、今後の調査研究により、

該期の研究に良好な資料を提供でき得る遺跡であった。
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第 2節 検出された遺構

第3図 林之郷遺跡 E地区第 1号住居実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

1号住居址

第3図

宴雪54.55dコ

置

ツ
ト

位
州

N10E6-13、 27、 28

32、  33、  34、  47
魅
位
桜

形
方

面
軸

平
主
観

N-12° 一E

隅丸方形

5,40× 510

高

高

壁

床

(N)0.1
542.85-543.3

柱穴☆暴亀∫短径|::恐
::登社:i常 ;i3:4恐:号登社:B登 ;:駅

覆

　

土

I黒褐色土

竃
任   直
主軸方位

編模 (令 FYx最 大幅 )
羅老

備

考

21号住居址を切り、10、 11、 12、 号土嫉に切られる。
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引

十

ト

第 4図 林之郷遺跡 E地区第 2号住居実測図

0              2m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

2号住居址

第4図

第 56、 57図
沸昂)

N10Eる -11、 29、 30、 31、 31

N1087-20、  21、  22、  40

魅
他
桜

形
方

面
軸

平
主
硯

隅丸方形

N-25° 一E
6.10× 6.30

高

高

壁

床
(E)0.21

543.14～ 54319

幹褒ざ昇径X駆 |:】 荘七据釜&号阜笠&舒;藍 恐::横 &ユ!歳 &「α配恐号ち受&ぢと養::溺 凌

　

土

1黒褐色土

竃
伍  直
主軸方位

土
考

覆
備

備

考

備考 13、 19、 25号土競に切られる。

L
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枡
川
Ｔ

遺構番号

遺構図版

遺物図版

3号住居址

第5図

身写58～ 60嘔電

位置
(ケリット)

N10E7-5、 15、 16、 17

24、  25、 26

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-20° ―E
4.30× 4.30

高

高

壁

床
(W)0,14
543.32～ 543.40

学粂ざ昇径×判乳恐解受&部登粽;髭 恐寛釜&既養&捌 配恐窮歳;謎登;緊 覆
一
　

土

I黒褐色土

竃
位  置
主軸方位

規模 (令長 X最大幅 )

土
考

覆
備

備

考

備考26号土壊を切る。床面は凹凸がある。

第 5図 林之郷遺跡 E地区第 3号住居址実測図
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辞 釣鴫
°
ど

第6図 (2)

第 6図 林之郷遺跡 E地区第 5号住居址、電、炭化材状態実測図

遣構番号

遺構囲版

遺物図
'板

5号住居址

第 6図

第 61～ 66図
沸員)

N10E6-6、 7、 8、 9、 12
13、  14、  15、  27
N10E6-87、 88、 92、 98、

94、  95

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-45° 一M
7.80× 7.70

壁高

床高

(N)0.13
542.9-543.0

撥鮮×q岳
:恐9,登よう写養&二器髭恐::釜 &縦 &紀子 覆

　

土

1黒褐色土

竃 竪軸方属
規模 (全長 X最大幅 )

西壁中央
N-45° ―W
規模不明 儒老

備

考

21、 22、 28、 32号土壊に切られる。電の左袖は壊滅しており、右袖は石とその下部を支える構築土が僅かに残存 L
ている。周湾は南側と西側の一部をのぞきほぼ一周している (北、南、東は幅0.07床 からの深さ0.02西側は幅00〔
床からの深さ0.02)。 20号住居址を切る。
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ガ
洲
Ｔ

遺構番号

遺構図版

遺物図版

6号住居址

第7図

第67～71図
務昇)

N10E6-18、 19、 20、 2ユ

22、  23、  38、 39
燃
加
模

輛
勤
規

隅丸方形

N-20° 一E
4.70× 4.60

高

高

壁

床
(W)0.1

54238～ 542.44

督森ざ景
径×短径

| 覆

　

土

竃 竪軸方層
揮渡 (卒辱 ×昂大幅う

土
考

覆
備

備

考

第 7図 林之郷遺跡 E地区第 6号住居址実測図
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0                     2m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

7号住居址

第 8図

第72図
(舟昇)

N9E5-9、  10、 11、 12、

13、 29、  30、 31、 32
N9E6-20、 21

朧
加
模

面

軸

平

主

規

隅丸方形

N-28° 一E
6.20× 6.30

高

高

壁

床
(N)0,16

461.19～ 461.23

営褒ざ帰
径X短径

|

覆

　

土

1黒褐色土

竃 隻軸方屈
照進

`今

辱 x尋★幅う

土
考

覆
備

備

考

12号住居址に切られる。

第3図 林之郷遺跡 E地区第 7号住居址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

8号住居址

第9図

第73図

位置
(グリット)

N9E6-97、 98、 99
N10E6-2、 3、 4、 17、 11

態

位

模

形

方

面

軸

平

主

規

隅丸方形

N-29° 一E
5,50× 4.90

高

高

壁

床

(E)016

542629～ 542う91

学凝ざ昇径XttH ①お5×α55×α20P2① 55×α50×αり
覆

　

土

1茶褐色
(黄色土プロック状混
入)

2茶褐色 (炭化物混入)

3明茶褐色土
(黄色土ブロック状混
入う

竃
任  直
主軸方位

類篠 (全辱 x最大幅】
儒老

備

考

第 9図 林之郷遺跡 E地区第 3号住居址実測図
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引

牛

遺構番号

遺構図版

遺物図版

9号住居址

第 10図

第74図

位置
(ケリフト)

N9E6-78、 82、 84、 98

99 酸蜘模

平

主

規

隅丸方形

N-27° ―E
4.40× 4.25

高

高

壁

床
(8)0,08

542.23-542.17

受粂ざ掃
径×短径

|

覆

　

土

1黒褐色土 (砂質)

2暗茶褐色土

(黄色土ブロック状

混入)

竃 竪軸方属
規模 (令岳 x最大幅う

土
考

覆
備

備

考

19号住居址に切られる。

第 10図 林之郷遺跡 E地区第 9号住居址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

10号住居址

第 11図

第 75、 76図

位置
(タリット)

N9E6-38、 39、 42、 43

59、  60

態

位

模

形

方

面

軸

平

主

規

隅丸方形

不明

5.36× 466

高

高

壁

床
(E)0.22

542.28～547.98

督傑ざ昇
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色土

竃 呈軸方屈
矩櫨 r全尋 x尋★ 幅 ゝ 騨

備

考

13号住居址を切る。

第 11図 林之郷遺跡 E地区第 10号住居址実測図
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第 12図 (1)
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第 12図 (2)

第 12図 林之郷遺跡 E地区第 11号住居址、竃、炭化材出土状態実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

■号住居址

第 12図

夕彗77、  78屁露

勝昇)

N9E6-65、 66、 74、 75

85、 86

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-55° 一E
4.6× 4.8

壁高

床高

(a)0.41

542.39～542.47

聡 ざ昇
径Xttqm Q。 ×α鬱 ×αり P2Q加 ×α別 ×α勒

P3 (0.32× 0.29× 0.18)P4 (0.17× O.19× O.40)

P5 (0.33× 0.28× 0.29)P6 (0.18× O.20× 0.42)

P7 (0.54× 0,48× 0.16)

覆

　

土

1黒褐色土

竃
位
主軸方

規模 (全長 XI 幅

萱
立

献

北票壁中央
N-55° 一E
(1.20× 0.74)

土
考

覆
備

1黒褐色粘質土 (焼土混入)2赤褐色± 3黒褐色土
右袖下部のみ残る 煙道部
(0.16× 0.20)

備

考

貯蔵穴が住居西隅に設けられている (0.65m× 1.02m床面からの深さ0.28m)。 覆± 1黒褐色土
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弟 13図 (1)
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。ヽ磁見肇饒ゞ§診

第 13図 (2)

第 13図 林之郷遺跡 E地区第 12号住居址、竃、炭化材出土状態実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

12号住居址

第13図

第79～ 81図
溺孫)

N9E5-11、 12、 29、 30

N9E6-21
腕
加
検

面
軸

平
主
硯

隅丸方形

N-22° 一E
4.40× 4.20

高

高

壁

床
(W)015
541.65～541.97

砕棗ざ昇径Xttq孔 恐::登 &密群&i揺 紹笠&ぢ:受 &と8
P5(0.31× 0,35× 0.26)P6 (0.83× 0.67× 0.13)

P7 (0.18× 0。 16 X O.08)P3 (0.15× 0.13× O.12)

P9 (0,15× 0.13 X O,08)

覆

　

土

1黒褐色土

竃 呈軸方屈
編種 (李岳 x量大幅ゝ

四壁 甲災

N-22° 一月

(1.10× 0.14)

覆土
備考

1暗茶褐色土 (黄色土プロック状に混入)

2暗赤褐色土 (黄色土ブロック状に混入)

備

考

7号住居址を切る。

-26-



4

遺構番号

遺構図版

遺物図版

13号住居址

第14図

第82図
溺環)

N9E6-37、 38、  39、  43
44、  57、 58

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-32° 一E
4.80× 3,70

高

高

壁

床
(N〉 0.21

54Z04～ 542.58

黎掃径×短q:と
i:::登 :::釜 &:訊 髭恐::釜 :::釜 &男 ;

P5 (0.43 X O,43× 0.16)P6 (0.16× 0.30× 0.10)

P7(0.47× 0。45× 0.30)

覆

　

土

1黒褐色土

2黒褐色粘質土

3明茶褐色粘質土

竃 竪軸方屈
規模 (全長×最大幅)

羅差
備

考

10号住居址に切られる。

第 14図 林之郷遺跡 E地区第 13号住居址実測図
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0              2m

遺構番号

遺構図版

遣物図版

14号住居址

第15図

第88、 84図

位置
(グリット)

N8E6-57、 58、 59、 62

63、 64、 78、  79 聰婉模

平

主

規

隅丸方形

N-35° 一E
3.4× 6,9

高

高

壁

床

(N)0.13

54189～ 542.19

聡 ざ掃
径X短

ョ
mOる 0× α52× mD P2 025× α25× α00

覆

　

土

1黒褐色土

竃 怪軸方属
8種 (4fr x昌大幅Ⅲ

土
考

覆
備

備

考

住居址南側は調査区外である。

第 15図 林之郷遺跡 E地区第 14号住居址実測図
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第 16図 林之郷遺跡第 17号住居址実測図
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Ｊ

ｃ

ｉ

ゴ

ｃ

，

挑

【。

p       l       そm

Pll

筵 該 SP12

遺構番号

遺構図版

遺物図版

17号住居址

第16図 沸昇)

N9E6-64、 65、 76、 77 平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-16° 一E
3.80× 3.60

高

高

壁

床
(E)0.15

543.59～54354

甘凝ざ昇径X引説恐謎釜&鋸 釜&認 誕恐跳登&託受&瑠 認恐籠受&緒受&楊
P7(0.29× 0.29× 0.25)P3(0.20× 0.20× 0.17)P9(0.25× 0.29× 0.35

P10(1.12× 0.78× 0.25)Pll(0。22× 0.22× 0.27)P12(0.24× 0.21)

0.25) P13(0.68× 0.51× 0.35)P14(0.47× 0,38 XO.08)P15(0.34〉

0.35× 0.15)

覆

　

土

1黒褐色土

竃
柾  置
主軸方位

卸権 (令岳 x最大幅 )

濡寿
備

考

11号住居址に切られる。
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

19号住居址

第 17図

第85～87図

位置
(クリット)

N9E5-71、 90N10E6-
N9E6-79、 80、 8と 、82

88、 99、  100

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-71° 一E
7.34× 7.10

壁高

床高

(E)0.49

54178～ 54219

毎姿ざ帰径X⊆

a盈 恐冤登;霊登&認藍恐認受;計 歳&鋸 霊恐霜登紹釜盤
P7(0.48× 0.59× 0.09)P8(0.11× 0.11× 0.08)P9(0.26× 0.28× 0.081

P10 (0.16× 0.16× 0.05)Pll(0.39× 0,32× 0.14)

覆

　

土

1黒褐色土

2暗茶褐色 (黄色土

ブロック状混入)

竃
恒  置
主軸方位

規樟 (年幕 x最大幅う

西壁中央
N-71° ―平

(1.90× 089)

土
考

覆
備

1暗茶掲色土
2赤褐色土 (焼土、炭化物多量に混入)

3明赤褐色土 (焼土)河原石による支脚
備

考

9号住居址を切る。竃より北の床面にO.63m× 0.35mの焼土堆積部あり。

4

第 17図 林之郷遺跡 E地区第 19号住居址、電実測図

第 18図 林之郷遺跡 E地区第 20号住居址実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

20号住居址

第 18図

第88図
溺耳)

N10E5-10、 N9E5-90
91
N10E6-1、 N9E6-99、
100

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-19° 一E
5.20× 5。20

高

高

壁

床
(E)028
54211～ 54214

鰹 lm ①お5× α皓 ×α勤
覆

　

土

1黒褐色土

竃
位  |
主軸方′

規模 (全長Xl 幅

萱
立

教

土
考

覆
備

備

考

19号住居址を切る。
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メ

牛

螂 請

期
遺物園脱

211号住居址

第19図 勝尉
N104‐ 転 le、 |る、2C
35 鰺魏舜

勒
N‐ 50° ‐■

4∞―x460

高

鷺

盤

床 ］弾
攀摯 警| 要

　

土

1 黒褐負十

竃 鍮媚
編贈 やら纂x軸 騨

臓

考

p朝劉識班に切られる。

第E9図 林芝紳造跡
=地

区第21号住屋蝶 剥図
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4

N8E6-49+|

遺構番号

遺構図版

遺物図版

22号住居址

第20図
位置

(ケリント)

N8E6-51、 52

聰蜘模

平

主

規

隅丸方形

N-10° 一E
6.20× 6.30

高

高

壁

床
(N)0.26

461.20～ 462.31

韓ざ長籐短q盈 格将佑登絵受&:】 髭恐胡釜耀登&B 覆

　

土

1暗茶褐色土

2明茶褐色土 (黄色土

ブロック状混入)

竃 呈軸方層
規模 (全長 X最大幅 )

土
考

覆
備

備

考

23号住居址に切られる。

第20図 林之郷遺跡 E地区第 22号住居址実測図
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第21図 (1)
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π業尋1額|

t涼
・
総

第21図 (2)

第 21図 林之郷遺跡 E地区第23号住居址、竃、炭化材出土状態実測図

遣構番号

遺構図版

遺物図版

23号住居址

第21図

第89～ 91図

位置
(グリット)

N8E6-51、 52、 69、 70

71

N8E7-61

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-53° 一E
4.60× 4.30

高

高

壁

床
(E)0.38

54199～ 542.08

帯森ざ掃径×短「| 覆

　

土

1黒褐色土

2暗茶褐色土

3黒褐色砂質土 餞

色土ブロック状混

入)

竃
位
主軸方

婦繕

`令

辱 x 蝠

萱
笠

識

東壁中央
N-53° 一W
(1.00× 0.80) 羅寿

1黒褐色± 2黒色土 (焼土混入)3赤褐色土 (焼土)

備

考

住居東隅に貯蔵穴 (0.86m× 0,65m、 床面からの深さ0.65m)覆 ± 1暗茶褐色± 2暗茶褐色土 (炭化物、焼土ブE

ック状混入)3明茶褐色± 4明茶褐色粘質土
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牛

遺構番号

遺構図版

遺物図版

24号住居址

第22図

第 92、 98図
臓婉模

平

主

規

隅丸方形

N-14° 一

3.70× 4.00

Pl(0.31 X O.25× 0。 11)P2(0.47× 0.43× 0.23)
P3 (0.49× ×0.50 XO.18)

1黒褐色土

第22図 林之郷遺跡 E地区第 24号住居址実測図
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◎
Ｐ５

◎
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∩

）

Ｐ６

◎
Ｐ‐

遺構番号

遺構図版

遺物図版

25号住居l■

第23図

第94図

位置
(グ リット)

N8]3-42、 43、 58、 59 平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-10° ―E
4.20× 4.70

高

高

壁

床
(W)023
541.89～542.49

聡ざ昇警短q盈 紹養豚釜隅髭紹釜脇登勝;

P5 (0.34× 0.36× 0.07)P6 (0.27× 0.27× 0.08)

P7(0.25× 0.25× 0.21)

覆

　

土

l暗茶褐色砂質土

2暗茶褐色土 (黄色土

プロック状に混入)

竃
恒
主軸方

規模 (全長 Xi 幅

琶
立

献

土
考

覆
備

備

考

住居l■南側は調査区外である。

第 23図 林之郷遺跡 E地区第 25号住居址実測図
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十

4

粍 r ♀  |… m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

26号住居址

第 24図

第95図

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-55° 一E
4.10× 4.10

(S)015
541.83～ 541.99

0.25× 0.25× 0.2つ P20.28× 0.2輛
(0.28× 0.28× 0.13)P4 (0。31× 0。34× 0.08)
(0.40× o.38× 0.o3)

1黒褐色土

N-55° 一E
(1.55× ?)

1黒褐色粘質土 (焼土ブロック状に混入)

2赤褐色粘質土 (焼土多量に混入)

第 24図 林之郷遺跡 E地区第26号住居址、電実測図
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第25図 林之郷遺跡 E地区第27号住居址、電、炭化材出状態実測図

lm

・０

１
１
１

h＼
ネ∀______――_丁

靴♀°

０
０

Ｎ
帯
い

彪免一一昆

遺構番号

遺構図版

遺物図版

27号住居址

第25図

第96図
柱穴 (長径X
X深 さ)

Pl(0。32 X O.29× 0.15)P2 (0.23 X O.25× 0,10) l黒褐色砂質土
2茶褐色砂質土
3黒褐色砂質土

物混入 )

4茶褐色砂質土

物混入 )

(0.39× 0,41

周溝が住居址内床面上を一周し (1.40m XO.45m、 床からの深さ0.03m)、 精円形を呈するの溝に続 く
からの深さ0.04m)住居南壁近くの床面上に焼土堆積部あり (0.35m XO,40m)。
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十

彎1ゞ

0              2m

遣構番号

遺構図版

遺物図版

28号住居址

第26図

第97図
湯耳)

N8E6-72、 73、 88、 89、

90、 92、  98

平面形態

主軸方位

規  模

隅丸方形

N-10° 一E
5.40x5.50

壁高

床高

(E)0.26

542.19～ 542.48

聡掃径Xttq盈 恐ウ】養:ちI装 &志;;髭 恐:愛 &:!養 &!駅
P5 (0.64 X O,66× 0,24)P6 (0。32× 0.29× 0.36)

P7 (0.35× 0.33× 0.10)P3 (0.23× 0.25× 0.11)

覆

　

土

1黒褐色土

竃
任
主軸方

規模 (全長 Xi 幅

萱
立

談

土
考

覆
備

備

考

29号住居址を切る。

第26図 林之郷遺跡 E地区第 28号住居址実測図
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29号住居址

第27図

第 98、 99図

隅丸方形

N-25° 一E
4.10× 4.60

柱穴 (長径X短径
X深さ)

Ｐｌ

Ｐ３

Ｐ５

(0,33× 0。 42 X O。 25)P2 (0.22 X O.36 X O.20)

(0,28× 0.27× 0,37)P4 (0.38× 0.38× 0.56)

(0,32 X O.31× 0。 11)P6 (0,40 X O。25× 0.12)

1黒褐色土

28号住居址に切られる。

第27図 林之郷遺跡 E地区第 29号住居址、炭化材出状態実測図
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第 28図 林之郷遺跡 E地掘立柱建物址実測図

遺構名 掘立柱建物址実測図 図版番号 第28図 ピット数 6個

位置 N9E6-89、 90、 91、 92N10E6-9、  10

主軸方位 N-10° 一E 標高 543.08m～ 543.24m 規模 4.Om× 2.Om

Pit一 No 長径×短径×深 Pit― No 長径×短径×深 Pit一 No 長径×短径×深

1

2

0.26× 0.24× 0。 18

0.24× 0。24× 0。22

３

４

0,26× 0.26× O.20

0.30× O:26× 0.20

５

　

６

0.38× 0.34× 0.20

0.26 X O。 26× 0.20

― 宅 ―



0

4
_A'

1塔赤褐色粘質土層
2黒褐色土層
3赤褐色弱粘質土層

54200(黄
色土ブロック状に混入)

贄 下 了 五 予

ノ

ド A'

1黄茶褐色土層
2暗茶褐色土層
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第 55図 林之郷遺跡E地区第1号住居址遺物実測図 (2)
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第 56図 林之郷遺跡 E地区第 2号住居址遺物実測図 (1)
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第 57図 林之郷遺跡 E地区第2号住居址遺物実測図 (2)

第 58図 林之郷遺跡 E地区第3号住居址遺物実測図 (1)
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第 60図 林之郷遺跡 E地区第 3号住居址遺物実測図 (3)
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第 61図 林之郷遺跡 E地区第 5号住居址遺物実測図 (1)
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第 62図 林之郷遣跡 E地区第 5号住居址遺物実測図 (2)
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第 63図 林之郷遺跡 E地区第 5号住居址遺物実測図 (3)
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第 64図 林之郷遺跡 E地区第 5号住居址遺物実測図 (4)
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第69図 林之郷遺跡E地区第6号佳居址遺物実測図 C3)
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第70図 林之郷遺跡E地区第0号住居址遺物実測図 (4)
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第73図 林之郷遺跡 E地区第 8号住居址遺物実測図
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第 74図 林之郷遺跡 E地区第 9号住居址遺物実測図

,雨

第75図 林之郷遺跡 E地区第 10号住居址遺物実測図 (1)
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第 76図 林之郷遺跡 E地区第 10号住居址遺物実測図 (2)
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第 77図 林之郷遺跡 E地区第 11号住居址遺物実測図 (1)
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第30図 林之郷遺跡E地区第12号住居址遺物実測図 (2)

2
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第83図 林之郷遺跡 E地区第14号住居址遺物実測図 (1)
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第,4図 林芝郷遺跡●地区第14号住居址遺物割 |四 lc2)

窮85図 林と郷速跡t地区第iO号住居址造物実剤図 (う
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第86図 林之郷遺跡ビ地区第19号佳居址遺物実測図 (2)
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第88図 林之郷遺跡 E地区第20号住居址遺物実測図

o                                10Cm

第87図 林之郷遺跡 E地区第 19号住居址遺物実測図 (3)
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第 39図 林之郷遺跡 E地区第 23号住居址遺物実測図 (1)
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第90図 林之郷遺跡 E地区第23号住居址遺物実測図 (2)
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第91図 林之郷遺跡E地区第23号住居址遺物実測図 (3)
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第92図 林之郷遺跡E地区第24号住居址遺物実測図 (1)
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第93図 林之郷遺跡 E地区第 24号住居址遺物実測図 (2)

第94図 林之郷遺跡 E地区第 25号住居址遺物実測図
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第195図 1林之郷遺跡 E地区第126号住居址遺物実測1国
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第 96図 林之郷遺跡 E地区第27号住居址遺物実測図
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第97図 林之郷遺跡E地区第28号住居址遺物実測図

第 98図 林之郷遺跡 E地区第 29号住居址遺物実測図 (1)
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第99図 林之郷遺跡E地区第29号住居址遺物実測図 (2)
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第 100図 林之郷遺跡 E地区第 9号第20号土墳出土遺物実測図
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第101図 林之郷遺跡E地区第23号第26号第31号土境出土遺物実測図
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第102図 林之郷造跡E地1区第133号土渡出土遺物実測国
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道帯,No

図版No

ぞ計  れこ

種 類
法 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

1号住居址

第54図 -1

高 郭

土 師

口径18.9

残高 3.9

日縁部V4

胎 :0,3の赤褐色粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(内外)5YR6/4にぶい絶色

体部は直線的に立を
上がり、日縁部でやヽ

外反する。

回縁部横撫で、箆状エ

具による横位の撫で

1号住居lJli

第54図 -2

高 郭

土 mi

□径22.2

残高 3.4

口縁部V6

胎 :有色細砂粒、鉱物を多く含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/41こぶい権色

(内 )7.5YR7/5糧 色 ;

1号住居此と

第54図―C

高 罫

土 師

，
７

・
７

・
５
形

２０
１６
‐５
完

径
高
径
ば

口
器
裾
ほ

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 ;(内外)5YR7/4に ぶい縫色
粘土帯積上げイ部

粘土帯積み上げ
郭部に稜を有し、口縁は醒
線的に立ち上がる。脚儀
ラッバ状に開く。

(外 )郭部は箆削りの後
撫で後、磨き。裾謝

`は

燕
位斜位の箆磨き(内 )llttⅢ

で、裾部は横位の刷毛目

1号住居址

第 54図 -4

高 郭

土 師

口径19,6

残高16.1

裾部欠損

胎 ;磯、粗砂粒、石英、雲母を含屯
焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/6橙

粘土帯積上げ
ETN部 は接合ぷより稜を紹
て外斜し、脚部は接合部よ
り張りをもって緩やかに
開く。

(外)ITN部倒大工具によX

削りの後、斜位の箆状ユ
具による磨き (内)斜位互

鍵

"こ

E民による磨き

1号住居址

第54図一C

高 罫

土 師

口径20,3

残高 9,3

址部1/2

胎 ;細砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外)5YR7/2明褐灰色

(内 )5YR7/3に ぶい橙

粘土帯積上げ

接合郎より開き、緩く
屈曲し回縁部でやキ
内湾する。

(外 )箆状工具による湾

り、撫で。日縁部刷毛目

(内)箆状工具による磨き

1号住居址

第54図 -6

高 郭

土 師

残高 5,6

据径18.4

掘部1/3

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR8/4淡橙

(内)5YR6/81月赤褐

粘土帯積上げ

裾部外反して開く。
(内外)据部横撫で

1吋住居力[

第 54図 -7

高 堺

土 mi

残高 2,6

底径n。 2

掘部1/9

胎 ;細砂粒含む
焼 :良好
色 ;(外)5YR7/4にぶい橙

(内)5YR6/6惟

(内外)裾部41t仙〔で

1号住居址

第54図 -8

郭

土 師

口径13.5

器高 9.0

口縁部1/4

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR6/4に よい橙色

丸底より内湾して捌
く立上がり、口縁部tせ

短く僅力Wこ外反する。

(内外)日縁部横撫て

(内)体部から底部む

位の箆状工具によそ

削りの後磨 き

1号住居址

第55図 -1

壷

土 師

口径10.1

器高 9.3

1/2

胎 ;赤褐色粗砂粒を多く含む
焼 i良好
色 :(外)7.5YR6/6種 色

(内)7.5YR7/1明 褐灰色

日縁部は直線的に」
上がり、胴部はやや布
平な球形を呈する。

(外 )日縁部縦位の要
状工具による憮で、炉
部は横位の箆状工操
による削り

1号住居址

第 55図 -2

壷

土 師

残高6.4

体部V2
胎 i黒褐色砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR3/3淡橙

(内 )5YR6/4に ぶい絶

体部は下脹れぎみ互

球形
(外)撫で、刷毛状]
具による撫で、(内 |
刷毛状工具による積
で、底部撫で

1号住居ち[

第55図 -3

甕

土 師

径
高
部
２

回
器
底
Ｖ

胎 i粗砂粒、白色砂粒多量に含む
焼 :良好
色 i(内外)5YR4/1褐 灰色

粘土帯積上げ
平底より緩やかに立上カ
リ、胴部上位に最大径をt

つ、日縁は外反する。

(外 )□縁部横憮で余
位の箆状工具によそ
削り (内 )胴部下位露
肖電り

1号住居址

第55図 -4

甕

土 師

口径15

残高 2.3

口縁部Vl(

胎 ;粗砂粒、雲母含む
焼 i良好
色 ,(内外)7.5YR5/31こぶい褐

粘土帯積上げ
日縁部段を有して外反コ
る。

口縁部横撫で
口縁部横撫で

外

内

1号住居址

第55図 ―t

甕

土 師

残高18.7

底径 6.8

底部～胴割

胎
焼
色

粗砂粒、雲母、白色砂粒含む
良好
(外)5YR5/41こぶい橙
(内 )5YR6/4にぶい赤褐

粘土帯積上げ
平底より球形を呈してI

上がる。

(外)横位、斜位の日
状工 具 に よ る削 七
(内 )箆状工具によ Z

肖叫り

2号住居址

第56図 -1

郭

土 師

口径13.2

残高 4.9

口縁部1/4

胎 ;粗砂粒を柱かに含む
焼 :良好
色 :(外)10YR4/2灰 黄褐

(内 )10YR7/3に ぶい責権

粘土帯積上げ
丸底より内湾ぎみの日わ
に至る。

(外)日縁部横撫で、体著

箆削りの後、陵位の館庭
き (内)口縁部髄掬で、,

部匈警き、黒色処FLI

第2表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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道構No

図版No

器 種

種 類

法   量 質 成 テレ ・ ,レ 態 整 形 技 法 ほ か

2号住居址

第56図 -2

郭

土 団i

口径14.5

残高 4.8

口縁部1/6

胎 i粗砂粒含む

焼 i良好
色 i(外)5YR7/4にぶい絶

(内 )5YRl,7/7黒

丸底より稜を経てタ
反する□縁に至る。

(外)日縁部 l■l撫で、箆リ

エ具による磨 き (内 )日彬

部か ら体部斜位 の箆状ユ

具による態 き黒色処1世

2号住居蜘[

第 56図 -3

界

二L  llli

口径13.2

残高 4.5

口縁部1/8

胎 i雲母、白色砂粒、和Π砂粒を含も

焼 ;良好
也 ,(外 )7 5YR7/3に ぶい雑

(内 )7.5YR3/1黒 t褐

粘土帯積上げ
稜を経て外反するE

縁に至る。

(外 )にI縁 部Illt“【で切

部箆肖1り (内 )LI縁刊

横撫で体部箆状 lil

による磨き

2号住居4L

第 56図 -4

郭

土  llRl

口径13.4

残高 3.8

口縁部1/1

胎 ;粗砂粒をTIIかに含む

焼 :良好
色 i(内外)7.5YR7/6橙

内湾ぎみの体部か ら

緩 く屈曲 して外反,
る□縁に至る。

(内外)□縁部llFt撫 で

2号住居lII

第 56図 -5

郭

土 師

口径16.0

残高 3.6

口縁部1/9

胎 :石英、細砂粒含む
焼 i良好
色 :(内外)7.5YR7/4に ぶい橙

内湾ぎみの体部より
短く内傾する国縁に

至る。

(外)日縁部横撫で、体を

横位の箆状工具 によるに

き く内)口縁部横撫で、日

部質削り

2号住居LL

第 561ヌ|-6

郭

」i  ttti

口径14.6

残高 3.1

にI縁士X1/11

胎 ;雲母、粗砂粒含む

脱 ;良好
色 :(内外)日縁喜ドtlV蜘〔で

稜を経て外傾するE

縁に至る。
(外)(内外)口縁都‖
撫で

2号 lli,こ 1山[

第56図  7

4こ

土 師

口径29,4

残高13.0

口縁部1/9

‖t,2mmttiⅢⅢの4f英、T:|」、‖1砂粒含む

ljt,良好

色 ,(内 )5YR6/6怖 (外 )5YR6/4は

‖iJを 1胃
:牙士_Lげ

緩やかに開く胴部よ

りやや外傾する
□縁に至る。

(タト)I司 率表耐
`IIVtJ‐

t‐ ‖||‖ ∫れ

位の飽状I異 による削 イ

(内)日縁部 lJt撫で‖「〕部h

位の箆山|り

2号 ai厄胸上

第 56図 -8

饗

土 師

口径156
残高 69
口縁都1/6

胎 ;雲母、石央、細1砂粒含む

焼 f良好
色 i(内外)2 5YR6/6 tvA

胴謝
`よ

り窄まる頸苗
を経て外傾する日わ
に至る。

(内外)口縁部llut細【で

2号住居力[

第 56図-9

製

土 師

口径23.2

残高14.9

口縁部V6

胎 ,粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外)7 5YR6/4に ぶい絶

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

粘土帯積上げ

張りのない胴部より
短 く外反する日縁に

至る。

(内 外)□縁部横抑〔く

胴部箆削 りの後箆リ
エ具による磨き

2号住居也[

第56ま|-10

饗

二L  日刊i

□径14.4

残高 4,0

口縁刊
`V8

胎 i石英、粗砂粒含む

焼 i良好
也 i(外 )2 5YR4/4に ぶい赤精

(内 )2 5YR3/1‖ V赤 |り

国縁部は外反する。 (外)□縁部横撫で
(内 )口縁部411t撫で
胴前

`横

位の箆状 :)

による肖」り

2号住居址

第56図 -11

奎ど

土 師

残高 6.7

庚径 62
底部～胴刊

胎 ,私l砂粒、雲 1サ 、石英含む

焼 :良好
也 I(内外)5YR6/6橙

Wi上杵積上げ

平底より緩やかにI
ち上がる。

箆】大工具1こ よモめ
悔

2号住居址

第56図 -12

製

土 師

口径14.0

残高 3.2

口縁部1/7

粗砂粒含む

良好

(内外)5YR7/4に ぶい橙

胎
焼

色

粘土帯積上げ
回縁部は外反する。

(内外)口縁部lll削〔で

2号住居迪[

第57図 -1

斐

土 mi

残高 1.8

底径 6.4

底都

胎 :粗砂粒多量に含む

焼 :良好
色 i(内外)5YR3/4冊と赤褐

粘土帯積上げ

平底
(内外)箆状工具によ
る削り

2号住居舅[

第57図 -2

lYFl

」i  n司∫

口径244
2見 ,お 255
日縁部～

lJ,1∴ |∫

胎
焼

色

れW砂粒含む

良好

(外)10YR3/3淡 A4vA

(内 )10YR3/1灰 白

(外)日縁部lA撫で Rl岳

縦位の箆状王具 による山

り (内)[1縁副年仇撫て小E劇

箆山Jり 、妃
'4き

31ナ tlt,訂 |オ IL

第 58ほ|-3

郭

土 mi

口径14.7

残高 5。 4

1ま ば完形

焔 :粗砂粒含む

焼 :良好

也 i(外 )5YR6/4に ぷい桂
(内 )5YRl,7/1無t

枯土帯積上げ
丸底より稜を経て列
反する日縁に至る。

(外 )□縁部 llt》【で

体部箆状工具によそ

削り (内 )箆状工具た

よる廃き無t色処J!
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選構No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

3号住居址

第58図-4

郭

土 師

口径12.3

2岳下三 6.8
完形

胎 ;細砂粒を僅かに含む

焼 i良好
色 ;(外)2 5YR6/6橙

(内 )2.5YRl,7/1赤 黒

粘土帯積上げ
深い丸底より外反リ
る日縁に至る。

(内外)丁寧な箆状亘

具による磨 き 黒t
処理

3号住圧1珈 L

第 58図 -5

郭

土 師

口径14.4

器高 5.5

EI縁喜lll

胎 ;粗砂粒、雲母、石英含む

焼 :良好

也 :(内外)7.5YR6//4にぶい橙

粘土帯積上げ

丸底よりそのまま糊
く外反する□縁に至
る。

(外 )箆状工具によそ

削りの後箆状工具に

よる磨き

3号住居址

第58図 -6

郭

土 師

口径13.8

残高 5.5

口縁部1/2

胎 :細砂粒含む

焼 ;良好
色 ,(外)5YR4/7にぶい橙

(内 )5Y1/2黒

粘土帯積上げ
丸底より稜を経て刻
反する口縁に至る。

(内外)箆状工具によ
る削り、磨き、撫で

8号住居址

第 58図 -7

郭

土 師

口径16.8

残高 4.5

口縁部1/2

胎 i粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/4にぶい橙

(内 )5YR2/1黒褐

粘土帯積上げ

緩い稜を経て外傾サ
る日縁に至る。

(外)日縁部横撫で

(内 )日縁部横撫で

箆状工具による磨き

3号住居角L

第58図 -8

郭

土 師

口径16.0

残高 4.0

回縁部1/4

胎 i粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外)2.5YR5/6

(内 )2.5YRl.7/1

粘土帯積上げ

稜を経て外反する[

縁に至る。

3号住居此L

第58図-9

邪

土 師

残高2.5

底部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ,(外)2.5YR4/6

(内 )2.5YR4/8

粘土帯積上げ

丸底
(内外)箆状工具によ

る削 り 箆状工具に

よる磨き

3号住厄|力 L

第58図 -10

郭

土 師

口径13.8

2干 F1 8.8
口縁部V7

胎 i粗砂粒含む

焼 ,良好
色 :(外)2.5YR3/3

(内)2.5YR2/1

粘上十積上げ

丸底より緩やかに立上お

り、胴部は偏平な球形を百

し、日縁は外反する。

(外)日縁部破撫で 月Πき

から底部まで箆状工具R

よる闘立の磨きく内)黒セ
哩

3号住居址

第58図 -11

高 雰

土 師

・
５

。
２

・
３
損

‐４
‐０
‐０
欠

径
高
径
部

口
器
据

一

礫砂粒含む

良好
(外)5YR5/4
(内 )2 5YR4/6

胎
焼
色

メ

じ

羽

リ

リ
さ
は
反

よ
で
部
外

部
部
郭
で

合
握

ｏ縁

接
き
る
日

は
開
が
て

部
く
広
経

６

脚
き
に
を
る

(外 )□ 縁部 は横撫て

傘鰈卿監
3号住居五[

第59図 -1

高 郭

土 mi

口径15.2
,や高10,0

裾径 9.6
口縁部3/4

粗砂粒含む

良好

(外)5YR7/3にぶい橙
(内 )5YR6/2灰褐

胎

焼

色 言啓と言a甦算宮そ
る。

!ば岳岳多堵善苧環獣

`♂

触 ピ

０
部
横

横

部

3号住居勾[

第59図 -2

高 郭

土 師

□径15.0

残高 5,5

11HI部欠損

胎 ;細砂粒含む
焼 i良好
色 ;(外)2.5YR6/3

(内 )2.5YR2/1

粘土帯積上げ

接合部より稜を経<

外反する口縁に至る。

(内 外)日縁部41t撫 て

箆状工具による磨 き

黒色処理

3号住居址

第59図 -3

高 郭

土 師

口径16.0

残高 6.7

脚部欠損

胎 i細砂粒、lmm未満の雲母
焼 ;良好
色 :(外 )2.5YR7/4淡 赤橙

(内 )5YR2/1黒褐

丸底より鈍い稜を宅
て外反する国縁に三
る。

(内外)□縁部41t撫 て

体部箆状工具によそ

削り、撫で 黒色処4

3号住居址

第59図 -4

甕

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

粗砂粒、石英多量に含む
良好
(外)2.5YR5/6明 赤褐
(内 )10YR4/8赤

胎

焼

色

粘土帯積上げ
平底より丸みをもて

て立上が り外反すそ
□縁部に至る。

(内外)口縁部横撫で

胴部から底部にか ら
て箆削り

3号住居址

第 59図 -5

型

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 ;粗砂粒、雲母、石英に含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/41とぶい赤褐

(内 )5YR6/4に ぶい橙

筆巌ま5圭Ъヾり、嚇
ぞ衆震与翌苦姦抱望る。

(外 )□ 縁部横撫でⅢ

部は縦位 の刷毛目

(内 )胴部から底喜F賃

状工具による削り

8号住居山[

第59図 -6

饗

三L  R耐
'

径
高
径
縁

口
器
底
日

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 ,良好
色 i(外 )5YR6/2橙

(内 )5YR7/4にぶい橙

粘土帯積上げ

平底より偏平な球形
の1同 部を経て外反サ
る日縁に至る。

(外)日縁部機撫で胴部 榊

位の撫で、箆状工具に よ

る磨 き1同ヨ
`下

位箆 1大工 壕

による磨 き

(内)底部箆磨 き

第 4表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺44rNo

図版No

租

　

舞

器

　

種
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

3号住居址

第59図―¬

饗

土  師

口径21.0

残高 9.8

口縁部V2

購 :租υ 柾 富 ご

焼 :良好

色 ,(内外)25YR6/6権

粘土帯積上げ

日縁部は外反し、回恒

部に面取りを施す。

3号住居址

第 59図一[

饗

土  B]

口径23.4

残高 4.0

回縁部V7

鳩 ;利り u、 要母含む

焼 ;良好

色 :(内外)5YR6/6橙

粘上帯積上げ

口縁部は外反する。
(内 )

く円外)□稼罰
`梗

撫で

黒色処理

3号住居址

第59図―C

饗

土  醐

口径16.8

残高 2.5

口縁部1/1(

購 ,細り 柾 多 重 に富 む

焼

色 2.5YR3/2暗 赤褐
餅
碑

粘土帯積上げ

回縁部は外反する。

3号住居此[

第 60図 -1

Ⅷ

土 制

口径14.2

器高10.5

口縁部5.0

胎 ;細砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/2灰褐

(内 )5YR6/3にぶい橙

粘土帯積上げ

平底に一孔を有し、E

縁は外反する。

(外 )日縁部41k和 (で

胴都縦位、斜位の鍵リ

エ具による削り

3号住居址

第60図 -2

甑

土  団

２２
２５
９
形

径
高
径
完

口
器
孔
暉

月台i細砂粒、雲母、石英含む
焼 :良好
色 :(内外)2.5YR6/6橙

粘土帯積上げ
子L部より立上おくり緩くタ
反する日縁に至る。胴自
に一対の把手を有し円句
力▼L部を二等分する。

(外)日縁郡横撫で、胴君

木口状正具による刷毛 E

の後へ ら磨 き (内)胴部Я
日状工具 による掻 き取 t

の後磨 き

5号住居址

第61図 -3

郭

上  師

口縁13.8

ZS千三 5.6
口縁部2/3

胎 ,雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;(外)10YR3/4浅 黄橙

(内 )10YR3/1黒 褐

粘土帯積上げ
丸底より強い稜を宅
て外反する口縁に三
る。

(内外)□縁部横撫く

体部横位箆削り (内 |

黒色処理

5号住居址

第61図 -4

邦

土  団

口縁12.5

器高 5,6

口縁部1/3

胎 :雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(内外)5YR7/4にふい橙

粘土帯積上げ 丸漉
より強い稜を経てタ
反する日縁に至る。

(内外)回縁部横撫て

体部横位の箆状工環
による削り、箆磨き

5号住居址

第61図 -5

郭

土  鯛

口縁13.0

器高 5,1

回縁部V2

胎 :雲母、細砂粒含む
焼 ,良好
色 1(外)7.5YR8/3浅 黄絶

(内 )7.5YR8/2灰 白

丸底より稜を経て刻
傾する日縁に至る。

(内外)日縁部横撫て

体部横位の箆状工環
による削り、横位の陸
き

5号住居五と

第61図 -6

郭

土  団

口縁13.0

器高 4.9

口縁部1/2

胎 i雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :(内外)10YR3/3浅 黄粧

浅い丸底より稜を窪
て、弱い沈線を有すZ

直立気味の□縁に旨
る。

(外)日縁部横撫で
体部横位の箆状工妄
による磨き、(内 )籾
部放射線状の箆磨き

5号住居址

第 61図 -7

郭

土  冊

口縁14,2

器高 6.8

完形

胎 i粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外)5YR8/4淡橙

(内 )7.5YR3/4浅 黄橙

浅い丸底より稜を組
て、長く外向する口箱
に至る。

漂獣溜矮殿整扶£県

笠鬱鉾纏状撃に
5号住居なに

第61図 -3

郭

±  11

口縁14,0

器高 4.9

口縁剤
`1/2

胎 ,粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6縫

(内 )5YR4/1褐灰

丸底より稜を経て、刻
反する□縁に至る。

(外 )□縁部41t撫 で

体部箆削り (内 )体劇

箆剛りの後箆磨き

5号住居址

第61図 ―C

郭

土  鋼

口縁14.8

器高 6.2

完形

胎 ,粗砂粒、雲母
焼 ;良好
色 i(内外)5YR6/41こぶい橙

丸底より弱い稜を窪
て、外反する日縁に旨
る。

(内外)口縁部横撫で

5号住居址

第61図 -10

郭

土  鯛

口縁13.4

器高 4.8

完形

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR3/3淡橙

(内 )2.5YR6/4に ぶい橙

平底気味の丸底より
弱い稜を経て外反す
る日縁に至る。

(外)日縁部箆状工環
による横位の撫で
体部箆削り後撫で
(内 )体部箆磨き

5号住居址

第61図 -11

郭

土  師

口縁15,2

器高 6.1

口縁部V3

船 :細砂粒、雲母含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/4にぶい橙

(内 )5YR6/3に ぶい橙

丸底より内湾 して短

く外反する□縁に霊
る。

(外 )口縁部横撫で

体喜呂箆肖叫り

第 5表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遣柑No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

5号住居址

第 62図-1

郭

土 師 4

径
高
径
縁

口
器
底
口

月台1細砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外)10YR7/21こ ぶい絶

(内 )7.5YR2/1黒

丸みのある平底よι
緩やかに立ち上が 七
内側に綾を経てそ¢

まま開く□縁に至る。

(外)□縁部横撫でα

後横位の箆磨き体割

箆削り (内 )日縁部桜
撫で、体部箆削り

5号住居迪[

第 62図 -2

郭

土 師

口径13.6

器高 5.6

口縁部1/4

胎 :細砂粒
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR2/1黒

粘土帯上げ

丸底よりそのまま少

反する日縁に至る。

酪逃昂折部機撫
て

ぽ獣燿経弘盗堪亀里缶机I里

5号住居此L

第62図-3

邦

土 師

口径14.8

器高 4.7

口縁部3/4

胎 i細砂粒、雲母含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内)5YR7/4に ぶい橙

浅い平底より短 く刻
反する日縁に至る。

(外)日縁部横撫で

底部箆削り (内 )日瓶

部横撫で、底部箆磨き

5号住居址

第62図 -4

郭

土 師

口径14.4

器高 4.5

完形

胎 i細砂粒、雲母、石英含む
焼 i良好
色 :(外)5YR7/4に ぶい橙

(内 )5YR6//4に ぶい橙

丸底より短く外反す
る日縁に至る。

(外 )□ 縁部横撫て
体部箆肖uり (内 )日纏
部横撫で、体部箆磨き

5号住居址

第62図 -5

郭

土 師

口縁17.8

器高 6.9

完形

胎 i細砂粒含む

焼 i良好

色 :(外 )2.5YR7/4淡 赤橙
(内)5YR6/4に ぶい橙

丸底よりそのまま増
かに屈曲 して外反〕
る□縁に至る。

(外 )□ 縁部横撫て

体部箆削り (内 )日桁

部横撫で、体部斜位α

箆磨き

5号住居址

第 62図 -6

郭

土 肺

口縁13.0

器高 5,8

口縁部1/3

胎 ,石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外 )2.6YR5/1黄灰

(内 )2.5YR5/2暗灰黄

粘土帯積上げ

丸底より弱い稜を組
て短 く外反する日続
に至る。

(外 )口 縁部横撫く

体部斜位 の箆 削 上

(内)日縁部から底留

横位の横撫で

5号住居Й[

第62図一写

郭

土 師

口縁13.0

2ξ下覇 5.6
完形

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 i良好
色 ;(外)10YR7/3黄橙

(内 )10YR2/1黒

丸底より短く内湾サ
る日縁に至る。

(外 )日 縁部横撫て

体部横位 の箆 削 上

(内 )日縁部横撫で

体部箆磨き

5号住居址

第62図一C

郭

土 師

口縁13.4

器高 5.4

完形

胎 :雲母、石英、礫含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

丸底より内湾する[

縁に至る。
(外 )日縁部横撫で

体郎横位の箆状工環
による削り

5号住居址

第62図 ―C

郭

三L  l師

口縁12.8

身器:託  5.2

完形

胎 :細砂粒含む
焼 ;良好
色 i(外 )7.5YR3/3浅黄橙

(内 )7.5YR3/2灰 白

丸底よりそのまま売
く内傾する日縁に至
る。

き

5号住居Li

第62図 -10

雰

土 師

口縁14.6

2ξ幸ヨ 5.6
完形

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;(外)10YR3ノ/3浅黄橙

(内 )10YR8//2灰 白

丸底より内湾するE

縁に至る
(外 )口縁部紙撫で,

後箆磨き (内 )口縁劇
横撫で、体部横位の旨
首‖り

5号住居址

第62図―H

郭

土 師

口縁12..6

器高 5.6

完形

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR8/3浅黄橙

(内 )10YR7/31こ ぶい責橙

丸底より内湾する[

縁に至る。 鰯獣鰈員
5号住居址

第62図 -12

郭

土 師

口縁13.0

器高 5,0

完形

胎 :粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/4に 水い黄橙

丸底で□縁は内湾J
る。

5号住居址

第62図 -13

郭

土 師

日縁
器高 5.5

口縁部欠樺

胎 :雲母、石英含む
焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR7ノ/3にぶい絶

(内 )7.5YR3/2黒褐

丸底で、日縁は内湾リ
る。

5号住居虫L

第62図 -14

郭

土 師

日縁10.0

器高 6.0

口縁部1/2

胎 :雲母、石英含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/4にぷい檻

(内 )7.5YRl,7/1黒

深い丸底より外反」
る日縁に至る。

(内 外)体部から日籾

部 に横位 の箆磨 き

く内)黒色処理

第 6表 林之郷 E地区出土遺物観察表
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送樹No

図版No

器 種

種 類

法   量 器 質 成 テレ 。 テレ 態 整 形 技 法 ほ か

5号住居ldi

第62図 -15

雰

土 師

口径 10.6

器高 7.5

完形

胎
焼

色

粗砂粒、雲母含む

良好
(外)2 5YR5/6明 赤褐
(内 )2.5YR4/1赤灰

平底より深 く立ち上
がり短 く外反するE
縁に至る。

(内外)日縁部411t撫 で

体部箆削り (内 )猟 t也

処理

5号住居址

第62図 -16

郭

土 師

口径9,0

2【高5。 8

完形

胎 :雲母、細砂粒含む
焼 i良好
色 i(外)7.5YR6/2灰褐

(内 )7.5YR4/1褐灰

深い丸底 より稜を窄
て直立する日縁に互
る。□唇は内面にわ
を持つ。

(内外)□縁部横撫で

体部横位の箆削り

5号住居址

第62図 -17

邦

土 師

口径8.2

器高7.5

完形

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ,(外)2.5YR5/6明赤褐

(内 )2.5YR3/1明赤灰

‐Ｉ
お
Ａ
立
ロ
マ
、　
い

粘
げ
や
を
首

(内外)日 縁部横撫<

体部指による撫で

5号住居4[

第63図 -1

高 郭

土 師

径
高
径
縁

口
器
裾
口

胎
焼

色

細砂粒含む

良好

(外)7 5YR8/6浅黄桂
(内 )10BGl,7/1背黒

粘
接
外
脚
き

(外)日縁部横撫で、体ヨ
の箆削 り、脚部縦位の優

削 り、裾部 機位 の撫 て

(内)郭部放射状の箆嚇き
黒色処理

5号住居此[

第63図 -2

高 郭

土 師

径
高
径
縁

口
器
掘
口

胎 :細砂粒含む
焼 :良好
也 :(外)7 5YR8/3浅 黄絶

(内 )7.5YR7.5黒 患季ξ拿二阜皇3ニ
(外 )日縁部lltt撫 で

体郎箆削り、据部llttFi

の撫で (内 )体部箆け
き

5号住居址

第63図 -3

郭

土 師

径
高
径
形

口
器
裾
完

胎 :石英、れ‖砂粒台む
焼 :良好
色 ;(外)SYR8/4淡 絡

(内 )5YR7/6橙

粘土帯 積上げITN部 は接

部よりにぶ い稜を経て

反する日縁 に至る脚部

接合部より大 きく開く。

(外 )口縁部41Vl撫 で

体部横位の箆削り、初
部横位の撫で (内 )初

部箆磨き

5号住居倣L

第63図 -4

高 郭

EL  ‖可i

径
高
径
形

口
器
据
完

胎 :粗砂粒、雲母含む
焼 ;良好
色 :(内外)10YR6/8赤絶

粘土帯積上げ郭部は接4
部より稜を経て長く外5
する口縁に至る。脚部徒
接合部より大きく開く。

(外 )回縁部411t撫 で

脚部縦位の箆磨き、,
部機位の撫で

5号住居llli

第63図 -5

高 雰

± 1市

径
高
径
形

□
器
据
完

胎 :粗砂粒含む

焼 ,良好
色 ;(内外)7.5YR7/6橙

雰
ち
す
は
開

(外 )□縁部横撫で

体部箆削り、据喜卜41Yt任

の撫で

5号住厄|力 [

第 63図―G

高 郭

」i r師

口径14.8

器高 5.0

口縁部1/3

胎 :石英、細砂粒含む

焼 i良好
色 ;(外)5YR6/4に ぶい維

(内 )5YR7/1黒

郭部は接合部より移
を経て、長く外反す

=日縁に至る。

(外 )口 縁部 41Wt撫 て

く内)日縁部横撫で

体部箆磨き

5号住居lJl

第63図―,

高 郭

土 師

残高 8.5

裾径14,0

日縁部欠推

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 ;(外)5YR6/6絶

(内 )5YR3/1黒 褐

粘土帯積上げ
脚宮隅は径が大きく、穆
合部より大きく開く。

(内外)脚部は縦位互

撫で、裾部は横位の細
で (内 )黒色処理

5号住居llL

第63図―[

高 郭

土 師

残高 7.1

裾径10.0

口縁部欠讐

胎 :粗砂粒、雲母、石英含む
焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR3/4浅黄橙

(内 )7.5YR3/3浅黄絶

粘土帯積上げ
脚部は接合部より)
きく広がり裾部で遣
らにじ打く。

(外)体部箆削り、折
部横位の撫で (内 )材

部は横位の撫で

5号住居也[

第 63図 -9

高 雰

三L  I師

残高 7.0

裾径10.4

郭部欠損

胎 :粗砂粒、雲母含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR6/31こ ぶい維

粘土帯積上げ
脚部は接合部よ上
徐々に広がり裾部て
大きく開く。

(内 外)裾部横位の撫
で

5号住厄1此 [

第63図 -10

高 郭

土 師

残高 5.1

裾径 9.8

郭部欠損

胎 :粗砂粒、雲難含む
焼 ;良好
色 ,(内外)5YR6/41こ ぶい絶

(内 外)裾部41Tt位の猟
で

5号住居址

第63区十一ll

型

土 師

高
高
径
縁

残
器
底
口

胎 :粗砂粒、雲母含む
焼 i良好
色 ;(外 )2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR4/1赤灰

平底より丸みを持・
て立上が り外反すそ
口縁に至る。

(外 )」
qFl部

横位の撫て
つけ、胴部縦位の箆仰
り (内 )箆削り

第7表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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道椰,No

図版No

器 種

種 類

旦
里法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

5号住居均[

第63図 -12

製

土 師

径
高
径
縁

口
器
底
口

胎 :礫粗砂粒含む
焼 ;良好
色 i(外 )2.5YR5/4に ぶい掲

(内 )5YR4/31こ ぶい赤褐

よ
上
外

粘
り
位
反

(外 )□ 縁部横撫〔て

(内 )底部箆状工具に
よる削り

5号住居址

第64図 -1

饗

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

粗砂粒、雲母
良好

(内外)10YR5/6に ぶい橙

胎
焼

色

Ｅ

ｔ

塔

わ

‘
ヽ
て
み
□

柵叫嚇脚］蟻。平底ょつて立上』

底
縁
る
も
は

(外 )口縁部、横撫で

(内 )箆削り、胴部納
位の撫で、底部箆削り

5号住)三十1JL

第 64図 -2

饗

土 ll

口径 35
残高11.0

□縁部

粗砂粒含む

良好
(外)7 6YR8/2灰色
(内 )7 5YR7/4に ぶい椎

胎
焼

色

粘土帯積上げ
胴部は上位に最大俗
をもち、日縁は大きく
外反する。

(外 〉口縁部 lltt撫 て

(内 )胴部lltt位 の撤〔で、

斜位の箆削り

5号住居力[

第 64図 -3

墾C

土 RW

径
高
径
形

口
残
底
完

胎 :礫、雲!り 、石英含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YR4/4赤褐

(内 )10YR4/3赤褐

互

叶

Ｅげ出帥をもち、～
蠅］勒韓嘘

粘平て位縁

(内外)日縁部lllt抑〔て

llR部箆肖叫り

5弓 住居勾[

第64ほ|-4

型

」を  十1司 i

口径12.6

残高120
口縁都2/5

粗砂粒含む

良好

(外 )5YR2/1,1(IB
(内 )5YR5/6り 1赤褐

胎

焼

也

粘土帯積上げ

丸みのある胴部より
外反する日縁部に垂
る。

(外 )口縁部lltt撫 で

胴部縦 位 の箆 削 七
(内 )胴喜ド箆削り

5号住居山「

第64図 -5

空

土 肺

口径21.0

残高10.5

□縁部 1/2

粗砂粒、雲呼含む
良好

(外 )5YR6/6雑
(内 )5YR4/3に ぶい赤IB

胎
焼

色

粘±1+積上げ
張 りのある】Π部より
外反する□縁に至る。

魅
甘驚鰹

管甍内).ど 1躍

5号住居力[

第 64図 -6

饗

J二  団i

残高W.0
底径 5,6

□縁判
`欠

樺

際、雲母
良好

(外)5YR5/31こ ぶい赤褐
(内 )5YR5/6り 助 lヽ彗

胎
焼

色

粘土帯穫上げ
平底より立上がり、朋
副
`上

位に最大径をIH

(外 )箆削り (内 )横イi
の箆削り、箆撫で

5号住厄1勾 [

第64図 -7

空

土 師

残高14,0

底径 6.0

口縁部欠枢

粗砂粒、雲母含む
良好
(外 )5YR7//6橙
(内 )5YR6/1褐 灰

胎
焼

色

帖土帯積上げ
平底より立上がる。

(外 )胴部縦位の刷耗

目 (内 )胴部横位の

',毛目

5号住居山[

第65図一ユ

甕

土 師

残高 5.0

底径 7,7

底部残存

胎 :粗砂粒、雲母多量に含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/61月 赤褐

(内)5YR3/1黒 褐

粘土帯積上げ
平底より大 きく開 t

て立ち上がる。

(内 )州同宮暦から底喜ド蟹

削りの後横位の箆此
き

5号住厄|力 [

ダ1651選|-2

4廷

li ttli

残高 3,7

底径 6.6

底部残存

胎 :礫、粗砂粒、雲1サ含む
焼 ,良好
色 i(外 )7 5YR6/6橙

(内 )7 5YR7/4に ぶい絡

上げ底 ぎみの底部よ

り外反 しなが ら立ち
上がる。

(内外)箆状工具によ

る削り

5号住居此|

第65図 ―

聖t

土 師

残高 2.3

底径 4.0

底部残存

胎 :石英、雲俄、刈1砂粒含む
焼 ;良好
也 ,(外 )3 5YR5/3に らくい赤褐

(内 )2 5YR5/4に ぶい赤1母

平底

5号 lai居也|:

第 65図 -4

空

土  lllTl

残高 8.5

底径 7.4

底部残存

胎 :粗砂粒台む
焼 ;良好
色 i(外 )2 5YR3/6‖ と赤lLJ

(内 )2.5YR2/4‖ と赤オロ

粘土帯積上げ
平底より丸みをも.

て立ち上がる。

(内 )胴部横位の箆胸
り、 底喜|:t芭削り

5号准ii圧詢[

第65図 -5

饗

に 団i

残高 65
底径 6.0

底部残存

胎 :雲母、れ1砂粒含む
焼 ,良好
色 ;(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR5/2灰 褐

粘lili}イ黄上げ
平底より立ち上がる。

(外 )胴部箆削り (内

底部から胴刊
`箆

削り

5号住居ちに

第65図 -6

裂

土 師

残高 6.7

底径 4.5

底部残存

胎 :石英、雲母、期1砂粒多」1に含と
焼 ,良好
色 i(外 )10YR5/4赤褐

(内 )5YR4/2灰 褐

粘土帯積上げ
平底より立ち上がる。

(外)胴部縦位の健1

工具による削り

第 3表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表

―- 111 -―



遺構No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

5号住居址

第 65図 -7

甕

土 師

残高 2.1

底径 5,6

底部残存

胎 :白色砂粒、雲母含む

焼 :良好
色 :(外)10YR5/6赤

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

粘土帯積上げ
平底

(外)胴部上位の刷壬

目 (内 )箆削り

5号住居址

第 65図 -8

饗

土 師

残高 6.0

底径 4.8

底部残存

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR6/6
(内 )5YR5/6

粘土帯積上げ

平底より丸みを持 =

たllR部 へ移行する。

(内外)箆状工具によ
る削り

5号住居址

第65図-9

台付甕

土 師

‐２
‐６
９
部

径
高
径
縁

口
器
裾
口

胎 :礫、粗砂粒、石英含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR6/3に ぶい橙
(内 )5YR2/1黒 褐

粘土塊を摘み上げて成形
胴部は上位に最大径を|

ち、日縁部は外反する。〃
部は大きく開く。

(外)回 縁部、脚部翻

位の撫でつけ

(内 )箆状工具によそ

撫で

5号住居址

第65図 -10

gど

土 師

口径 9.4

器高13.5

完形

胎 :赤褐色粗砂粒を多量に含む

焼 :良好
色 :(内外)7.5YR8/4浅黄橙 与勁 現吉

5号住居址

第65図 ―H

甑

土 師

残高10.0 胎 :雲母、石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)2.5YR5/6明赤褐

(外)縦位の木口状エ

具による刷毛目

(内 )箆削り

5号住居址

第66図 -1

甑

土 師

口径22.0
器高24.0
孔径 8.5
完形

胎 :雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(内外)5YR6/6檀

粘土帯積上げ
孔喜|よ り立■1が り、嚇
りのない胴部よリタ
反する日縁に至る。

(内外)□縁部横撫で

6号住居址

第67図 -2

邦

土 師

口径10.2

器高 6.0

完形

胎 :粗砂粒、雲母、石英含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR7/4に よい橙

(内 )10YR7/31こ ぶい黄橙 阜鯵 律孝
(外)口 縁部横位の頚
で、体部下位へら削し
(内 )日 縁部横位の

“
で、体部箆撫で

6号住居址

第67図 -3

郭

土 師

９
．６
．３
．部

径
高
径
縁

日
器
底
ロ

胎 :雲母、石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)2.5YR6/41こ ぶい橙

口稼封Ilaかに外又し、体日
上位で屈曲している。た
部は平底。全体的に器元
に歪みがみられ、やや祖鶏
なつくり。

(外 )日縁部横撫で

体部箆削 りの後に頚
で (内 )体部は横位掟

箆削りの後に撫で

6号住居址

第67図-4

高 郭

土 師

径
高
径
形

目
器
裾
完

胎 :粗砂粒、黒雲母、長石含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR7/41こ ぷい絶

(内 )7.5YR7/3に ぶい絶

郭部最低位で稜を持ち、層

曲 して大 き く開 く。脚ヨ
はラッパ状を呈 し、上位に

3孔下位に3孔を蓮向か t

に言+6子 L有す。

い
蜘
帷
働
脚

6号住居址

第67図-5

高 郭

土 師

径
高
径
形

口
器
裾
完

胎 :礫、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR3/4浅黄椎

(内 )5YR7/4に ぶい橙

(外 )口縁部、据部軸

位の撫で、箆磨き

く内)郭部、脚喜ド撫で

6号住居址

第67図 -6

高 郭

土 師

口径19.0

残高10.7

脚部4/5

胎 :粗砂粒、雲母含む
焼 :良好
色 :(内外)2.5YR6/6橙 轍霧

(外)日縁部、裾部榊
位の撫で、箆磨き
(内 )郭部、脚部撫で

6号住居址

第67図-7

高 郭

土 師

口径13.5

残高 8.6

裾部欠損

胎 :粗砂粒、雲母含む
焼 :良好
色 :(外 )51rR7/4に ぶい絶

(内 )5YR6/6橙

邦部下位で稜を持ち
屈曲外反する。脚剖
は柱状を呈する。 墓� 章

6号住居址

第68図 -1

望

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR7/4に ぶい橙

(内)5YR6/1褐 灰

平底よ り球形を呈 してI
上が り胴部下位で最大ぞ
をとり、突帯が巡る頚部塗
経て、段を有 して外反すを
回縁に至る。

(内外)昂Ⅲ毛日、頸エ
の実帯に刻みが施 建

れる

6号住居址

第68図 -2

InF

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :粗砂粒、雲母含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/31こ ぷい赤橙

(内)5YR6/3に ふい糧

□縁が2段に外反すZ

有段□縁壷 娑耐 秘罐ど

囃紳属

第 9表 林之郷遺跡 E地区出土遺物損刷表
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遺構No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

6号住居址

第68図 ―G

頸

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :細砂粒含む

焼 :良好
色 :(内外)5YR6/4に ぶい赤絶

日縁部直立気味にタ

反する。体部は半コ
形を呈する。

(外 )日縁部横位の撫で

胴部最上位に横位の用1ヨ

目胴部縦位の刷毛目 (内
日縁部横位の猟で、胴君

撫で

6号住居址

第68図 -4

型

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :粗砂粒、雲母、石英含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR6/4に ぶい橙

回縁部は くの字にタ

§と珪贅繁εヨ
(外 )日縁部横位の嶺

磯 後オ
6号住居址

第68図 一[

霊

土 師

径
高
径
形

□
器
底
完

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR5/41こ ぶい赤褐

(内 )5YR7//3に ぶい橙

日縁部は緩 くくの篤
状に外反し、胴部中

`に最大径を有する。 Ⅷ 書争
6号住居址

第68図-6

霊

土 師

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :粗砂粒、石英、雲母含む
焼 :良好

色 :(外 )5YR6/6に ぶい橙
(内 )5YR6/4に ぶい橙

口縁部僅かに外反 t

て開く、胴部はやや窃
平な球形を呈する。

(外)□縁部横位のⅢ
で、胴部撫で (内 )E
縁部横位の撫で、胴剖

撫で

6号住居址

第69図 -1

甕

土 師

口径16.2

残高11.0

底部欠損

胎 ,石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7 5YR6/4に ぶい橙

(内 )10YR7/4に ぶい橙

口縁部 くの字状にタ

反し、胴部中位に最)
径を有する。 Ⅷ I三t

r痛

6号住居址

第69図 -2

饗

土 師

口径14.8

残高10,3

底部欠損

胎 :細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR7/6に ぶい橙

(内 )5YR6/4に ぶい橙

国縁部は外反し、胴割
上位に最大径を有リ
る。

(外 )日縁部横位の撫で

胴部横位の用I毛 目、横I
の撫削り (内)口縁部横I
の撫で、1同部刷毛目と賃

肖Jり 痕

6号住居址

第69図-3

饗

上 師

‐４
２
部
Ｖ

径
高
縁

口
残
口

胎 :雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

日縁部はS字状に屈出
して外反する。S字 [

縁台付甕 ?

(内 外)口縁部横位σ

撫で

6号住居址

第69図 -4

gE

土 師

‐８
６
部
損

径
高
底
欠

日
残
胴

胎 :礫、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR7/4に ぶい橙

口縁部屈曲して直�
し、更に屈曲して外娠
する。

(外 )口縁部横位のⅢ
で、胴部磨滅が著しし

が箆磨きと見られる。

6号住居lll:

第69図 -5

饗

土 師

‐６
７
部
損

径
高
底
欠

口
残
胴

胎 :礫、石英含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR7/41こ ぶい絶

□縁部くの字状に刻
反する。

(内外)□縁部41tt位 互

撫で、胴部一部斜位α

刷毛目

6号住居址

第69図-6

甕

土 師

口径18.0

残高 7.0

日縁部1/7

胎 :雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )2.5YR4/2灰 赤

(内 )2.5YR6/6橙

□縁部くの字状にタ
反する。

‰ そ
6号住居址

第69図 -7

饗

土 師

口径15,7

残高 5.8

口縁部

胎 :粗砂粒、石英、雲母含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/4に ぷい橙

(内 )5YR6/3に ぶい絶

日縁部 くの字状にタ

反する。

看翼盈手き色拿籍患|
箆磨き

6号住居址

第69図 -8

甕

土 師 損

・
２

・
９

，
４
欠

‐２
‐０
６
部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :細砂粒、雲母、石英含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/3に ぶい橙

(内 )5YR5/2灰 褐

胴部上位に最大径堪

有する。底部は平漉
で、器肉が厚い。

(外)胴部一面に斜t
の細かい刷毛目 (内

胴部一面に横位の用
毛目

6号住居址

第69図-9

饗

土 師

残高7.5

底径6.5

】同吉【1/4

胎 :粗砂粒、石英含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/4に ふい赤褐

(内 )7.5YR6/4にぶい橙

胴部はやや張ると拍
定される。底部は平
底。

(外 )胴部下半横位

斜位、縦位の刷毛調豊

(内 )箆撫でと刷毛訂

整

6号住居力[

第69図 -10

饗

土 師

残高10,9

底径 6.2

胴部1/4

胎 :粗砂粒、雲母、石英含む

焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5/6明赤褐

(内 )2 5YR6/3に ぶい檻

粘土帯積上げ (外)胴部斜位、縦

`の刷毛目 (内 )枚位互

刷毛目

第 10表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺村No

図版No

器 種

種 類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

6号住居址

第70図 -1

甕

土 師

残高 4.8

底径 3.2

底部のみ

胎
焼

色

細砂粒含む

良好
(外)5YR5/8明 赤褐
(内 )5YR6/1褐 灰

平底で胴部は緩 くタ

傾 しなが ら立ち上カ
る。

(外 )箆状工具による

撫で一 部 に箆 削 り
(内 )箆状工具による

撫で

6号住居址

第 70図 -2

甕

土 師

残高 3.3

底径 5,9

底部のみ

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内)N3暗黒

底部は平底 (外 )胴部縦位の刷三

日 (内 )胴部一部斜軋
の刷毛目

6号住居址

第70図―G

甕

土 師

残高 l.7

底径 5,8

底部のみ

胎 :細砂粒、雲母含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR3/1黒 褐

(内 )7.5YR4/1褐灰

底言B中央が凹む。 (外)胴部箆削りの移
に撫で (内 )胴部箆握
きと撫で

6号住居址

第70図-4

台付甕

土 師

残高 9.5

裾径 9.8

郭部欠損

胎 :細砂粒、石英、雲母含む
焼 :良好
色 ,(内外)2.5YR6/6橙

邦部は脚部より屈世
して大きく開く、脚封
はラッパ状を呈する。

廓肺 k凝ヨ

尋雛 甘角哲LI
6号住居址

第70図 -5

台付甕

土 師

残高 5.6 胎 :細砂粒、雲母、石英含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR4/6赤

(内 )7.5YR5/4に ぶい橙

粘土紐巻き上げ (外 )へ ら削りの後禅
で (内 )箆状工具にど

る撫で

6号住居址

第70図-6

台付甕

土 師

残高10.8

脚部欠損

粗砂粒、雲母含む

良好

(外)5YR6/6橙
(内 )7.5YR7//4にぷい橙

胎
焼

色

粘土帯積上げ (外)胴部斜位の刷モ
目、脚部斜位と縦位σ

刷毛目 (内 )箆状工環
による撫で

6号住居址

第 70図 -7

台付甕

土 師

残高 3.8

裾径 7.2

脚部完存

撓:郎
、雲聯秋醐

色:膠
鞘:穏:ガ憎ぷし蛯

脚部は外反し、大きく
B日 く。

(外)撫で (内 )箆削り
の後、撫で

6号住居址

第70図 -3

器 台

土 師

口径 9.5

器高 7.3

底径 9,0

胎 :雲母・石英等細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR5/2灰 褐

(外)体部箆削りの後
箆撫で、脚部撫で

(内 )体部箆削りの移

撫で、脚部品1毛 目

6号住居址

第70図 -9

甑

土 師

4.8
9.5

～胴菩「

1/5

胎 :雲母細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4にぶい橙
Ⅷい⑪的嫡瘍

6号住居址

第70図 -10

器 台

土 師

残高 8.0

底径14.2

脚部9/10

胎 :雲母・石英等細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )(内)5YR5/6明 赤褐

脚部上位で屈曲し、ど
線的に開く。

い鵬叡制鞠
6号住居址

第71図-1

甑

土 師

残高 2.0

底部の一

部残存

胎 :雲母細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR1/6明 赤褐

(内 )5YR5ノ/4にぶい橙

孔は内側から穿つ (外 )縦 位の箆削 り

(内 )刷毛調整+撫で

6号住居址

第 71図 -2

手 捏

土 師

５
３
３
存

径
高
径
完

口
器
底
贈

胎 :雲母・石英細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/41こぶい橙

(内 )7.5YR5/2にぷい橙

手捏ね 縦位の撫で
指頭の圧痕

外

内

7号住居址

第72図 -3

郭

土 師

口径14.0

残高 4.2

屎鍮り″

粗砂粒、雲母細砂粒を含む
良好
(外)7.5YR5/4にぷい橙
(内 )5YR6/4に ぶい橙

胎

焼

色

日縁部は屈曲 してタ

反する。
(外)(内 )□縁部横召
の撫で、体部精撤な冨
磨き

7号住居址

第 72図 -4

饗

土 師

口径21.8
残高 4.6
口縁部

1/10

胎 :石英粗砂粒、細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR3/3明 赤褐

(内 )7.5YR5/4に ぶい絶

(外 ) 横位の撫く(内 )

第 11表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 は か

7号住居址

第 72図 -5

甕

土 師

口径15,2

残高 2.7

口縁部1/5

胎 :雲母・細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR4/1褐灰

(外 ) (内 )横位の撫く

7号住居址

第 72図 -6

甕

土 師

口径11.7

残高 5,0

口縁部1/8

胎 :雲母・石英の411砂粒を含む
焼 :良好
色 t(外)(内 )7.5YR6/41こ ぶい絶

□縁部は「 くの字」リ
に外反する。

(外)(内 )横位の撫て

7号住居址

第 72図 -7

霊

土 師

口径10.4

残高 4.1

□縁部1/5

胎 :細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR7/1灰 白

(内 )7.5YR7/2明 掲灰

直立する日縁部。 (外 ) (内 )横位の撫て

7号住居址

第72図 -3

壺

土 師

残高 3.3

底径 8.8

底部V3

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)N-3暗灰

(内 )N-4灰

平底の底部から外歩
して立ち上がる。

(外 )精敏な箆磨 き
(内 )箆削りの後撫で

7号住居址

第 72図―C

壺

土 師

残高 3.1

底径 6.4

底部V4

胎 :石英・粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR3/6暗 赤褐

(内 )5YR4/1褐灰

(外)吊J毛目

(内 )箆削りの後撫で

7号住居址

第72図 -10

貿

土 師

残高 2,8

底径 6.4

底部1/4

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 ,(外 )2.5YR4/2灰 赤

(内 )5YR5/41こぶい赤褐

平底の底部から外房
し立ち上がる。

(外)縦位の箆削りα

後撫で

(内 )箆削りの後撫で

7号住居址

第72図 -11

壷

土 師

残高 2,8

底径 6.8

底部1/4

胎 :石英・雲母の粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/4にぶい橙

(内 )5YR3/3暗赤褐

平底の底部から外歩
し立ち上がる。

(内外)*青級な箆磨き

7号住居址

第72図 -12

甑

土 師

ヽ

・
０
み

２
６
の

醒離瑯薪

胎 :雲母・石英等細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6//3にぶい黄橙

(内)10YR6/2灰 黄褐

(外)縦位の箆削りα

後撫で

(内 )横位の撫で

7号住居址

第72図 -13

ニ
アユ

ミヽ
チ

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5//4にぶい赤橙

(内 )5YR3/3暗赤褐

手ずくね

8号住居址

第73図 -1

高 郭

土 師

口径 8,1

残高 6.3

郭部1/2

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )(内)7.5YR7/6

脚部との接合からタ
反して立ち上がり、ラ

部下位に稜を有し、朝
部は直線的に開く。

(外 )(内 )横位の撫て

8号住居址

第73図 -2

高 郭

土 師

口径20.2

残高 5.9

郭部1/3

胎 :雲母・石英等粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5/6明 赤褐

(内 )10YR7/3に ぶい黄橙

脚部との接合から外反 t

て立ち上がり、郭ぷ下位礁

稜を有し、体部は使かに″
湾しつつ直線的に開く。

(外 ) (内 )横位の撫て

8号住居llL

第73図 -3

高 郭

土 師

残高■.6

底径17.4

脚部完存

胎 :雲母・石英細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)(内)2.5YR6/6橙

郭部との接合部から
緩やかな膨らみを黎
って下がり、裾部でオ
きくじ日く。

σ

“

″
ン
¢

8号住居址

第 73図 -4

(高郭 )

土 師

残高 1.6

底径14.2

朝吾菩l11/8

胎 :細砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )10YR7/2に ぶい黄桂

(内 )5YR6/4に ぶい橙

(外) (内 ) 横位の撫て

8号住居址

第 73図 -5

4・i

土 師

】
９
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
胴

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )2.5YR7/4淡 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

粘土帯積上げ ?

胴部から日縁部に市
かって「くの字」状に

外反する。

(外)(内 )日縁割
`横

電
の撫で

第 12表林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

8号住居址

第73図 -6

空

土 師

・
４

・
０

”
３

‐８
６
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
肩

胎 :雲母・石英ほか細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/2灰褐

(内 )5YR5/4に ぶい橙

粘土帯積上げ
なで肩の肩部から[

縁部に向かって外房
して開く。

(外)(内 )横位の撫く

8号住居址

第73図 -7

理

土 師

口径14.6
残高 4.0
口縁部～
肩部V6

胎 :雲母・石英ほか細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/4にぶい糧

(内 )5YR7/4にぶい橙

肩から回縁部に向カ
って外反して開き、E

唇部で僅かに内湾づ
る。

(外)(内 )横位の撫て

8号住居址

第 73図 -8

甕

土 師

口径13.6

残高 3.1

回縁部V5

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR5/6明 褐

(外)波状文 (内 )横住
の撫で

8号住居址

第73図 -9

壷

土 師

残高21,2

底径 6.0

,同菩卜1/2

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/4にぶい橙

(内 )5YR7/4にぶい橙

粘土帯積上げ
隈部は球形を呈する。

(外)縦位の箆削り互

後撫で

(内 )横位の刷毛目

9号住居址

第 74図 -1

饗

土 師

‐８
２８
９
存

径
高
径
完

口
器
底
暉

胎 :0.2未満の石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR6/6橙

(内 )5YR7/3に ぶい橙

球形を呈する胴部カ

ら外反する日縁部に

至る。

陥
①鰈

10号住居』

第75図 -2

郭

土 師

口径14.8

器高 5,2

完形

胎 :細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/31こ ぶい黄橙

(内)10YR6/2灰 黄褐

丸底の底部から内解
しながら立ち上がり
□縁部で外反する。

(外)体部横位の箆堪
き底部縦位の箆削り
(内 )体部横位の箆灌
き底部縦位の範磨き

10号住居』

第75図 -3

郭

土 師

口径13.8

残高 3.9

口縁部

胎 :雲母、細砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )5YR7/4とこぷい橙

日縁部で内湾 して4
まる。

(外)箆状工具によそ

撫で

(内 )精級な箆磨き

10号住居』

第75図 -4

高 郭

土 師

残高 5,5

脚部

胎 :微砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

脚部は接合点から落
干開き、据部で大きく
開くと推定される。

(外)縦位の箆状工環
による撫で

(内)箆状工具によZ

削り、撫で

10号住居期

第 75図 -5

高 郭

土 師

残高 2.4

据径14,8

掘部1/6

胎 :細砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外)ЮYR7/3にぷい黄橙

(内 )10YR7/2に ぶい黄橙

裾部は広が リラッ′

状を呈する。
(外)縦位の丁学な賃

状工具による撫で

(内 )箆状工具によそ

削り、横位の撫で

10号住居lll

第75図 -6

甕

土 師

口径19,8

残高 4.7

口縁部V8

胎 :細砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/3に ぶい橙

(内 )10YR7/3に ぶい黄絶

□縁部は外反する。 (外)口縁部横撫で、胴ヨ
箆状工具による削り、神
で
(内)口縁部横撫で、Л同剖
箆状工具による撫で

10号住居也

第 75図 ―写

甕

土 師

・
２

，
５

”
部

鯉騨
脚
胴

日
残
口

胎 :微砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/2灰 褐

(内 )5YR7/3に ぶい橙

球形を呈する胴部ど

り外反する日縁に旨
る。

(外)回縁部機撫で、胴喜

箆状工具による撫で

(内)日縁部陵撫で、】同喜
箆状工具による撫で

10号住居剃

第 75図―〔

甕

土 師
・
４

・
８
底

９
６

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :雲母、微砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )7.5YR7/2明 褐灰

平底より丸みのあ Z

胴部に移行する。
(外)Л同部縦位の箆状工 傷

による削り、縦位の撫で

(内)胴部刷毛目整形、缶

状王具による撫で

10号住居lI

第 76図 -1

模

品
師

製石
造

土
み
形

縦
横
厚
完

剣形の石製造品。 双孔で、孔径は0.2cn

XO.2cm

号住居l」 l

第 77図 -2

郭

土 師

口径15.6

器高 4.4

回縁7/8

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/31こぶい褐

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

丸底の底部から低七

位置で体部に屈曲し

体部は大 きく外反,
る。

簡胞國響卿

第 13表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類

法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

11号住居期

第 77図一C

郭

土 師

口径15.4
残高 4.2
口縁部1/4

体部1/6

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )黒

底部から低い位置て

体部に屈曲し、体部 t」

大きく外反する。

段濯瓢齢孵

節籍羹攣卿
11号住居lI

第 77図 -4

郭

土 師

口径15.2

残高 3.7

口縁部2/7

胎 ,雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6権

(内 )5YR7/6橙

体部から回縁部に虐

線的に外傾する。

(外)(内 )横位の撫て

11号住居凱

第77図 -5

郭

土 師

残高 3,1

□縁部
のみ欠損

胎 i石英・粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/2灰 褐

(内 )7 5YR5/3に よい褐

(外 )横位の箆削り

(内 )横位の箆削り
'後撫で

11号住居l」 I

第77図 -6

壺

土 師

・
８

，
３

”
５

９
６
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
体

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR5/3赤 褐

(内 )7.5YRl.7/1黒 ‖ れ鍵
11号住居lur

第77図 -7

甕

上 師

径
高
径
３

口
器
底
″

胎 ;粗砂粒を多く含む

焼 :良好

色 :(外 )2.5YR5/4に ぶい赤褐
(内 )5YR6/2灰褐

肩部に最大径を有ヨ
る。

(外 )口縁部横位の細
で、隅部横位の箆削し

(内 )口縁部横位の細
で、胴部箆撫で

11号住居址

第77図 -8

甕

土 師

径
高
径
８

口
器
底
Ｖ

胎 i粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR5/3赤 褐

(内 )2.5YR5/2灰 赤

平底の底部から胴吉
中位に最大径を有 t

て立上がり、日縁部く
短く外反する。

11号住居数十

第 77図 -9

墾

土 師

径
高
径
８

口
器
底
ν

胎 ;粗砂粒を多く含む

焼 :良好

色 :(外 )10YR5/4赤 褐色
(内 )2.5YR5/2灰 赤

平底の底部から胴罰
は張 りを持たずに立

上がり、日縁部で短く
外反する。

吼景評雌

‰
11 号住居刻

第77図 -10

甕

土 師

口径10.2

残高 8.3

吊鍮拶
『

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)10YR5/4赤 褐色

(内 )2 5YR6/41とぶい橙

肩部に最大径を有 し
回縁部は内傾 してタ

反する。

(外)日縁部横位の

“
で、胴部箆削りの後袖
で く内)日縁部機位互

撫で、胴部箆撫で

11号住居期

第77図―■

型

土 師

・
２

・
７
存
Ｖ

６

６

完

位

高
径
部
下

残
底
底
胴

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)2 5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/3に ぷい赤褐

枯土帯積上げ。 (外)胴部縦位の箆肖
り
(内 )胴部箆撫で

11号住居jjI

第 78図 -1

型

土 師

・
６

・
７
胴
ν

‐５
‐０

”
位

径
高
縁
下

口
残
口
部

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)(内 )7.5YR6/4に ぶヽ

橙

粘土帯積上,先

口縁部は緩 く外反リ
る。

(外)日縁部横位の標

で、胴部横位の箆磨さ

(内 )国縁部横位の細

で、胴部箆撫で

11号住居週

第78図 -2

饗

土 師

残高10.2

底径 7.0

縁鍮潟

胎 i雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外 )(内 )5YR7/4に ぶい程

粘土帯積上t先

平底の底部から球死
の胴部に立ち上がる。

(外 )器面が荒れ不リ
(内 )撫で

11号住居刻

第78図 ―C

甕

土 師

残高15.4
底径■0

底部完存
】同吉[1/5

胎 i雲母・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/3に ぶい赤褐

(内 )5YR4/1褐灰

砲弾状を呈する。 (外)箆撫で (内)横t
の撫で

■号住居姐

第78図 -4

饗

土 師

部
　
Ｖ

‐‐・８７．８”胴詐蠅

高
径
部
位
部

残
底
底
下
胴

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR7/4に ぶい橙

(内 )黒

底部は平底で、胴部佐
筒状を呈する。

(外)横位の撫で

(内 )横位の箆削り互

後箆撫で

12号住居矧

第 79図 ―C

訴

須 恵

裾径13.6

器高 4.1

9/10

周含:下蔵艮

焼 :良好

色 :(外 )5B5/1青灰
(内 )5PB5/1青灰

(外)天丼部械強によ
る箆削り、据部横位α

撫で
(内 )概強による撫で

第 14表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺朴,No

区Vtt No

器 種

種 類
法   量 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

12号住居ち1

第 79図 -6

界

土 l li

口径H.2
器高 4,7

1/2

胎 ;粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )2.5YR6/4に ぶい桂

(内 )7.5YR6/3に ぶい絶

丸底の底部から内平
しながら立上がり、E

縁部で緩い「くの字
状に外反する。

‖ 亀ぞ|
12号住居此|

第 79図-7

雰

土 師

口径13.4

器高 4.1

1/2

胎

焼

色

白色粗砂粒、黒雲母を含む
良好
(外)2 5YR5/1黄 灰
(内)10YR6/1褐 灰

丸底の底部から内滓
しながら立上がり、E

縁部で緩い「くの字_

状に外反する。

(外 )日縁部lA位の撫で

体部箆削りの後撫で

(内 )回縁部機位の撫で

体訛箆磨 き+刷毛目

12号住居41

第79図 -8

郭

土 
“

F

口径13.5

器高 4.2

ほぼ完存

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 X内)5YR7/4にぶい椎

丸底の底部か ら内泄
しながら立上がり、E
縁部で緩い「くの字_

状に外反する。
麗と争藤ξ摺教馨錘

12号住居址

第 79図 -9

郭

土 師

口径15.2

器高 4.5

1/2

胎 ;雲母・石英の粗砂粒を多く含と
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR5ノ/4にぶい褐

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

丸底の底部から内滓
しながら立上がり、[

縁部で緩い「くの字
状に外反する。

悧

抑

崩

料

の
後
口
部

12号住居力|

第79図 -10

郭

二li  n市

日径14.0

器高 4.1

1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/3に ぶい種

(内 )10YR7/4に ぶい」(椎

丸底の底部か ら内櫂
しながら立上がり、E

縁部で綬い「くの字_

状に外反する。

Ⅷ酔翻
き

12号住居也

第79図 ―■

郭

土 師

口径12.1

器高 3.6

1/2

胎 i粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR7/3に ぶい黄雑

(内)10YR7/1灰 白

丸底の底部から内/
しながら立上がり、〔
縁部ででさらに内滓
する。

摯脳 惨伝寝‖
轟碁?赤景緯繊磐整冷き

12号住居期

第79図 -12

郭

土 師

口径■.2

器高 4.2

1/2

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/2灰 褐

(内 )7.5YR5/1褐 灰

丸底の底部から内滓
しながら立上がり、E

縁部ででさらに内櫂
する。 暮哲憲盟争撚命零縁可

12号住居期

第79図 -13

高 郭

土 師

残高 7.7

掘径16.8

脚喜11/5

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR5/31こ ぶい黄褐

(内 )5YR6/4に ぶい橙

ラッパ状を呈する。

％
で
い
で、ω
∽蜘

号住居也|

第80図 -1

gど

J二  出市

口径10.4

器高 8.6

完存

胎 i粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/3に ぶい橙

丸底。日縁部はT14カ

に内湾しながら開く。
(外)箆削りの後箆獨
で (内 )箆削りの後抑
で

12号住居lJ

第80図 -2

饗

三L  十師

口径12.4

2辞下託 8.0
完存

胎 i粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )7.5YR7/4に ぶい絶 罐抑
(外)口縁～llE喜ド41Ytt
の撫で底部箆削り
(内 )□縁部横位の細
で、底部箆削り

12号住居既

第80図 -3

殺

土 師

口径 12.8

残高 7.7

口縁部 1/2

胎 ;石英・雲母粗砂粒を含む
焼 :良好
色 t(外 )5YR6/3に ぶい橙

(内)5YR6/2灰 褐

口縁部は「くの字」う
に外反し、日唇部に圧
取りを施す。

(外)□縁部横位のⅢ
で、胴部箆削りの後雷
撫で (内 )口縁部横E
の撫で、胴部箆撫で

12号住居lll

第80図 -4

饗

土 側i

口径21.6

残高25.8

1/3

胎 :黒雲母粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )5YR5/31こ ぶい赤褐

胴部は張りがあり、E

縁部で「くの字」状に
外反する。 Ⅷ 幕争幣

12号住居上[

第80図 一[

4t

土 師

口径27.8
残高 7.0
口縁～‖同
部上位1/8

胎 ;粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR4/1褐 灰

(内 )ЮYR6/2灰黄褐

口縁部は緩い「 くα

字」状に外反する。

(外)日縁部陵位の撫でク

後陵位の箆磨 き、胴部宮
撫で (内)口縁部機位のI
での後横位の箆磨 き、川
部箆撫で

12号住居L!

第80図 -6

型

土 
“

I

】

・
６
胴
Ｖ

２６
８

”
位

径
高
縁
上

国
残
口
都

胎 i石英・雲母粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR7/31こ ぶい黄極

(内)5YR6/4に ぶい雑

日縁部は緩い「く,

字」状に外反する。
(外)日縁部横位の》
で、胴部箆削りの後蜜
撫で (内 )日縁喜卜粒■
の撫で、胴部箆細(で

第 15表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

材や  楽こ

種 類
法 器 質 成 ,レ 。 テレ 態 整 形 技 法 ほ か

12号住居lll

第80図 -7

変

土 師

２７
‐３

”
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
胴

塊:畳砕粒を多く含む色:給
;写辮 ド湛 景暴啓絶∫1客昴たぞ

(外)日 縁部横位の

“
で、胴部箆撫で、一割

憂毎墓
導守胎累等輩覚

12号住居lll

第80図 -8

笙

土 師

残高 4.6

底径 5.8

底部1/3

磐i簡箱鵜 躍烈士留盗腰

12号住居期

第81図 -1

甑

土 師

径
高
径
５

口
器
底
ν

焼 :買身
粗砂粒を多く含む

色:(禽
;孔評民:究魚ぎ進

棚
で、脱ω
で、12号住居逸|

第 81図 -2

(甑 )

土 
“

「

・
４

・
０
胴
Ｖ

２９
‐２

”
位

径
高
縁
上

口
残
口
部

響:訂軽M魂
を含む

旱翻鵜 Ztα
(外)口 縁部横位の1コ

で、川,1部刷毛目」ll整 十

魯籍≡
基守胎景祭裂軽

13号住居矧

第82図一C

郭

」二  IFli

‐２
３

”
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
日
体

讐顧
｀
:偽、地壌尊蔵蓬笠撃ぞPヽ

[
≒:オt喜艤 赳 桜

卿

(内 )日 縁部横位の仙
で、体部精級な箆麻き

号住居41

第82図 -4

高 界

土 出耐i

４
１
８
欠

径
高
径
縁

口
映
粥
山
口

各i謝七垂えt唯

粘土帯横上げ。
郭部は外面 に緩い稜を千
し、大きく外傾する。脚言
は柱状の脚から裾が屈庄
して大きく広がる。

(外)日縁謝
`横

位の抑

暮謎紆潤
13号住居也[

第 82図 -5

高 雰

土 師

残高 8。 9

脚部のみ

樫i謝七:協ぴ層聯
らみを有サ (外 )縦 位の箆磨 さ

(内 )横位の箆削り

13号住居此|

第82図 -6

」ど

土 師

口径15.8

残高 5,7

口縁部1/6

響:解将岳孔i説にぶい鰍
口稼端部を折り返す。 授

一に
の
毛

脚脚
併
で、い

13号住居ld

第 82図 -7

饗

土 師

口径■.8

残高 3.3

口縁部1/8

各i訴モ揺基i鶏
す弩:【

はS字状に屈出 (外 )(内 )横位の撫て

13号住居lul

第82図 -8

里

土  lllli

口径 8.6

をや下1 8.9
ほぼ完存

娩i解礫・粗砂粒を含む
色it禽

;:¥晏9カ41こぶiキ態 養5鎖辮 !至:ユ ∝ 身|
14号住居剤

第83図 -1

郭

土 師

口径15.7

2辞 F覇  5.5

完存

経i藩与:邑ユ,P憎燕咄 犠磯甲
細

仙

ｔ

約

の
後
枕
と

号住居址

第 83図 -2

郭

二L  R「F

口径12.3

器高 5.1

完存

笹i藷≒轟移:疫亀
半球形を呈する。 (外)□縁部横位の‖

で、体部～底部箆削り
(内 )回縁部横位の抑

〒蓼催戦
～底喜ド箆百1り

14]偲二厄:丸 |

第83図 -3

郭

土 n而

口径15.4

器高 6.3

1/2

修i藩与轟:疑武騨藤昴盈秩留 段 と
がり、日縁部は直立サ
る。

(外)口縁部41TI位 の如
で、体部～底部箆刷り
(内 )日 縁部411t位 の撫
で、体部～底部箆lf lり

+簿磨芸

14号住居LI

第83図 -4

高 郭

± 1雨

・
７

・
９
み
存

６
９
の
完

径
径
部
ぼ

口
裾
脚
ほ

各轄絲 i臨
僻伊稗融省

に叡し(外)脚部縦位の箆握

論)坪購腕粍8挫督
りの後撫で、郭部黒g
ウLI即

第 16表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

14号住居l」

第83図 一C

甕

土 師

‐２
８
部

径
高
縁
損

口
器
回
欠

胎 :粗砂粒を僅かに含む。精良
焼 :良好
色 :(外 )(内)7.5YR3/3浅 黄揺

胴部は偏平な球形搭

呈し、日縁部は外反J
る。
*底部に箆の亥1み

藝

α

劇

剖

14号住居畑

第83図―C

製

土 師

12.8
10.4
5.5

1/3欠

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 ;良好
色 :(外 )2.5YR6/4に ぶい催

(内 )2.5YR6/3に ぶい橙

平底の底部から緩 く

内湾し立上がり、日続
部で屈曲外傾する。 Ⅷ を阜ζ

14号住居剃

第 38図―写

饗

土 師

２
３
０
欠

径
高
径
縁

口
器
底
口

胎 :雲母・石英等粗砂粒を多く含t

焼 i良好

色 :(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐

(内 )5YR5/31こ ぶい赤4El

粘土帯積上げ

底吉日から大きく傾 く

縦長の球形胴から、[

縁部に緩く外反する。
轟遜畢譜鼻懲を禄後を
η

14号住居4

第83図―〔

型

土 師

口径14.6
残高ll.2
口縁部Vl
l同菩呂1/5

胎 :粗砂粒をごく僅かに含む。精良

焼 i良好
色 :(外)7.5YR5//31こ おヾセヽ糧 ′

(内)ЮYR7/3に ぶい黄檀

回縁部は外反し、端言

に面取りを施す。

(外)□縁部横位の撫
で、胴部精微な箆磨き
(内)□縁部横位の撫
で、胴部横位の箆削り

14号住居江

第83図―C

饗

土 師

残高 8,7

胴都下位
～底部

胎 :粗砂粒を多 く含む

焼 :良好

色 :(外)10YR4/4赤褐

(内)5YR5//41こ ムヾ tヽ赤褐

丸底気味の底部か ら胴書

は僅かに内湾 して立上ズ

る。

(外)縦位の箆肖Wり ?(内 |

横位の箆削り?器面が墓
しく荒れる。

14号住居ld

第83図 -10

饗

土 師

口径30,0

残高11.6

口縁部V7

胎 :雲母・ 石英等粗砂粒を含む

焼 ,良好

色 :(外 )7.5YR3/1黒褐

(内)7.5YR6/3に ぶい掲

粘土帯積上げ

上位に最大径を持つ丸 Z
のある胴部 より外反 しE

縁に至る。

(外 )口縁部横位の撫で

1同部横位の箆削 り、磨 遣

(内 )日縁部機位の撫で

月同部2g肖可り

14 号住居lll

第84図 -1

饗

土 師

ュ

・
０
５
　
娼

劉
３２
６
．部
々

唯
綿
睫
鰤
鄭

胎 :03未満の石英粗砂粒を含む

焼 ,良好

色 :(タト)7.5YR4//6赤
(内)10YR4/4赤褐

粘土帯積上げ

口辺部は「 くの字」状にタ

反する。

(外 )日縁部機位の撫で

1同部上位の箆削りの後Ⅲ
で、胴部下位縦位の箆肖
り(内)撫で、底部箆削比

14 号住居也t

第84図-2

饗

土 師

径
高
径
２

口
器
底
Ｖ

胎 :粗砂粒、雲母・石英細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)5YR6//6橙

(内)5YR6/4にぷい橙

粘土帯積上げ
回辺部は「くの字」状にタ

反し、日唇部に面取りをカ

す。

(外)(内 )日縁部機位の誓
で、胴部縦位の箆削り互

後撫で

14号住居址

第 84図 -3

甑

土 師

口径17.0

器高12.9

底径 5。 3

日縁部1/2欠

胎 :雲母・石英粗砂位を多量に含む

焼 i良好
色 :(外)2 5YR5/4に よい赤褐

(内)2.5YR6/3に ぶい橙

粘土帯積上げ (外 )日縁部陵位の撫で

胴部縦位の箆削り(内)E
縁部横位の撫で、胴部ヨ

削りの後撫で

14号住居lII

第 34図-4

ニ
ア
師

ユ

ミ

チ

土

残高 2.8

裾径 7.2

1/2

胎 :雲母・ 石英粗砂粒を含む

焼 ,良好

色 :(外 )(内 )5YIミ6/6橙

(外)(内)脚部縦位の箆肖

り裾部機位の撫で

19号住居矧

第 35図―[

郭

土 師

□径13.2

Zξ高 6.8

完存

胎 :雲母、礫を含む

焼 i良好
色 :(外)2.5YR5/6明赤掲

(内)2.5YR5/1に ぷい赤掲

半球形の底部から、日縁名

は屈曲外反する。
(外 )日縁部機位の撫で

体部箆削りの後撫で く内|

日縁部陵位の撫で、体を

箆削り+箆撫で

19号住居釧

第 85図―(

郭

土 師

・
３

・
７
Ｖ
存

■
６
部
完

径
高
唇
か

口
器
口
ほ

胎 :雲母、石英粗砂粒を多く含む

焼 ;良好
色 :(外)2.5YR5/6明赤掲

(内)5YR5/4にぶい赤橙

体部は偏平な球形を呈し
回縁部は屈曲外反する。

(外 )日縁部横位の猟で

体部箆削りの後撫で (内 |
日縁部横位の撫で、体き

艶撫で

19号住居14

第85図 -7

郭

土 師

口径14.0

器高 7.0

2/3

胎 :祖砂粒を含む

焼 ;良好
色 :(外)7.5YR3/4浅黄橙

(内)7.5YR3/3浅黄橙

半球形の体部から、日縁君
は屈曲外反する。

(外 )日縁部横位の撫で

体部横位の箆削り(内)E
縁部横位の撫で、体部雷

削り十箆撫で

19号住居ld

第86図 -1

イ

土 師

口径 15。 8

器高 5.8

完存

胎 :粗砂位をごく僅かに含む

焼 ,良t7

色 :(外 )ЮYR7/3にぶい黄橙

(内)10YR7/6明 黄褐

半球形の体部から、日縁君
は屈曲外反する。

(外)体部箆削 りの後精猛

な匈書き、底部箆削り

(内 )日縁部横位の撫で

体部斜位の精撤な箆磨き

第 17表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遣村No

図版No

Zξ   虚こ

種 類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

19号住居ld

第 86図 -2

郭

土 師

□径16.4

器高 5.8

体部1/2

回縁部1/16

胎 :粗砂粒をごく樫かに含む
焼 :良好
色 :(外)5YRo/3にぶい橙

(内 )7.5YR6/1褐 灰

丸底の底部から体剖
は強く内湾して立上
がり、日縁部で緩く刻
反する。

(外)体部箆削りの修
精級な箆磨き
(内 )体部横位の精絶
な箆磨き

19号住居規

第86図 ―C

郭

土 師

口径13.8

器高 4.5

完存

川台:粗砂粒をごく樫かに含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)10YR8/3浅 黄橙

丸底の底部から体喜|
は内湾して立上がり
□縁部は外反する。

(外)体部箆削りの修
精級な箆磨き (内 )桝
部縦位の精級な箆躍
き

号住居lI

第86図 -4

郭

土 師

口径14.9

器高 5,0

完存

胎 :粗砂粒をごく僅かに含む精良
焼 ;良好
色 :(外)(内)5YR6/6橙

丸底の底部から体割
は内湾して立上がり
日縁部は屈曲外反サ
る。

(外 )日縁部横位の
体部斜位の範磨き
(内 )口 縁部横位の
体部斜位の箆磨き

19号住居lll

第86図 -5

郭

土 師

口径14.0

器高 5.2

完存

胎 :石英・雲母粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙一部黒色

(内 )5YR6/6橙 ヨ霧脚
(外)日縁部横位の額
で、体部横位の箆削七
(内 )体部斜位の箆淀
き

19号住居l」 l

第86図 -6

郭

土 師

口径19.8

器高 4.8

完存

胎 :粗砂粒をごく僅かに含む精良
焼 :良好
色 :(外)(内)5YR7/4に ぶい櫂

丸底の底部から体剖
は内湾して立上がり、
□縁部はさらに屈』
内湾する。

(外)日縁部横位の和
で、体部箆削りの後料
級な箆磨き (内 )体剖
斜位の箆磨き

19号住居凱

第86図 -7

郭

土 師

口径10.2

器高 6.0

ほぼ完存

胎 :白色粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/3にぶい橙

(内 )10YR5/2灰 黄褐色

半球形を呈する。
粗製

(外)日縁部横位の細
で、体部箆削り (内 |
口縁部横位の撫で、羽
部木日状工具の撫で

19号住居矧

第86図―E

gif

土 師
嘲卿嘲報

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 :(外 )5YR6ノ/4にぶい橙

(内 )5YR4/1褐灰

外傾する頚部は回筋
部で樫かに外反する。

(外)日縁部横位の櫛
で、顕部箆削り (内 |

日縁部横位の撫で、艶
部箆撫で

19号住居期

第86図 -9

壷

土 師

口径14.8

苦雇音ti'3
胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)(内)10YR5/6赤

偏平な球形の体部カ
ら日縁部は外反する。

(外)口縁部横位の預
で、体部箆削り (内 |
日縁部横位の撫で、日
部箆削りの後撫で

19号住居凱

第86図 -10

理

土 師

残高 7.0

底径 7.4

底部V2

粗砂粒を多く含む
良好
(外)2.5YR5/4に ぷい赤褐
(内 )5YR4/6赤褐

胎
焼
色

(外 )縦 位の連削 り
(内 )不明

19号住居刻

第86図―H

饗

土 師
師

５

，
８

・
３

”
Ｖ

御嗣脚
地

口
器
口
部

胎 :石英・粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 :(外 )2.5YR5/6明 赤褐

_Jω 2.5YR4/3に よt跡褐

粘土帯積上げ
□辺部は「 くの字」リ
に外反する。

で

19号住居凱

第86図 -12

墾

土 師

残高 5.4

底径 6.2

底部のみ

胎 :粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR3/1黒褐

(内 )2.5YR5/41こぷい赤褐

(外)(内 )用叫毛目。
-1と同一個株か

19 号住居』

第87図 -1

饗

土 師

‐８
２８
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
胴

胎 :粗砂粒を含む     ~
焼 :良好
色 :(外)5YR5/4にぶい赤褐

(内)5YR5/3にぶい赤褐

響総 隈 懲 齋 笛 :
辺部は「くの字」状に夕修
する。 Ⅷ 謗

19号住居期

第87図 -2

襄

土 師

□径18.5

残高24.0

胴部下位
～底部欠損

胎 :粗砂粒を含む
焼 i良好
色 :(外)2.5YR7/6橙

(内)2.5YR6/6橙

粘土帯積上げ
卵形の胴部は張りを持

=
て中位に最大径を有し、E

辺部は「くの字」状に外5
する。

(外)日縁部横位の撫
で、胴部縦位の刷毛E
(内 )日縁部横位の撫
で、胴部横位の範撫て

19号住居lll

第87図 -3

甕

土 師

□径17.0

残高23.5

日縁那完存
胴部3/4

胎 :石英・雲母粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 :(外 )2.5YR6/6橙

(内)2.51rR5/4にぶい赤褐

胴部は球形を呈し、E
辺部は「くの字」状に
外反する。

(外)口縁部機位の撫 で
同部上位刷毛目箆曹呵り
下陸壱コIり (内)日縁部擢
立の撫で、胴部上位箆肖
り、下位撫で
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遺村No

図版No

器 種

種 類

法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

19号住居姐

第 87図 -4

上 鈴

土 師

径
径
さ
存

長
短
昔日
死

胎 :粗砂粒を含む

焼 ,良好
色 :(外)5YR5/4にぷい赤褐

手ずくね 中空部には、音質カ

ら、硬質の玉が2個メ
っていると思われる。

20 号住居址

第 88図 -5

郭

土 師

口径H.6
器高 5.6
口縁部
1/10

胎 :石英、雲母細砂粒を含む

焼 i良好
色 :(外)2.5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )5YRS/6明赤掲

半球形の体部から[

縁部は外反する。

操

り

神

腱

の
削
の
後脚］脚ω

彿
で、い
で、き

20号住居剃

第88図 一〔

器 台

土 師

６
８
２
欠

径
高
径
部

口
器
裾
脚

胎 :石英、雲母粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 :(外)(内 )7.547/41こぶい橙

Ｌ

娼

力

５
卵棚狙醐

呻附叫る。

脚
な
か
り
す

(外 )口縁部横位の機
で、体部箆削り、脚翻

位の箆磨き (内 )口わ

部横位の撫で

23号住居凱

第89図 -1

郭

土 師

口径16.0

器高■.6

ほぼ完存

胎 :粗砂粒をごく僅かに含む精良
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/4に ぶい赤褐

滓

つ

に

互

弗い跡雑馴鵜ハ

丸
し
を
内
ス

(外 )底部箆削りの修

精撤な箆磨き く内)景

色処理箆磨き

23号住居lH

第89図 -2

郭

土 師

９
．０
。

欠

径
高
縁
ハ

ロ
器
ロ
ー

胎 :粗砂粒、雲母・石英細砂粒含と

焼 1良好
色 :(外)(内)5YR6/61橙

丸底の底部から体醐
へ内湾して立上がり

稜を有 して日縁部佐

外反する。

(外 )□縁部横位の操

で、底都箆削りの後賃

磨き (内 )口縁部横

`の撫で、底部箆磨き

23号住居』

第 89図 -3

郭

土 師

口径16.0

器高 6.1

3/4

胎 1細砂粒含む

焼 i良好
色 :(外)7.5YR6/2灰 褐

(内 )7.5YR6/3に ぷい褐

丸底の浅い底部から

稜を有 して外傾すそ
口縁に立上がる。

(外 )□縁部箆削りα

後精級な箆磨 き 日

部刷毛目調整の後賃

磨き (内 )箆磨き

23号住居址

第89図 -4

郭

土 師

口径13.4

器高 6.1

ほぼ完存

胎 :粗砂粒、長石粒含む

焼 ,良好

色 :(外)2.5YR7/4淡 赤橙

(内 )5YR8/4淡橙

丸底の底部から体剖
は内湾して立上がり

高い稜を有 して日わ

部は外傾する。

拙

α

剖

引

の
り
縁
底

23 号住居址

第 89図 -5

郭

土 師

３
．５
．

欠

径
高
縁
ハ

ロ
器
ロ
ー

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR6/6橙

(内 )5YR7/2明 褐灰

丸底の底部から内平
して立上がり、緩い蒻
を経て日縁部は外栢
する。

(外 )□縁部横位の猟
で、底部箆削り化粧型

土を施すか ?(内 )静
で ?器面が荒れる

23 号住居址

第 89図 -6

郭

土 師

口径14.4

器高 5,0

完存

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好

色 :(外)5YR5/6明赤褐色

(内 )黒

丸底の底部から体ヨ
ヘ内湾して立上がり
日縁部で屈曲外反J
る。

(外)箆削りの後箆握

き (内 )黒色処理箆耀

き?

23手予住居址

第 89図 -7

郭

土 師

口径16,7

器高 5.8

底径 4.4
口縁V6欠

胎 :白色粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR6/41こぷい橙

(内 )黒

ε

Ｘ
ア
ヤ

〓
痣

か
て
立
は

底
経
に
部

平
を
部
唇

底，こ近し、
帥
拗
呻
』

丸
僅
傾
上
く

鍵揺 構を
箆磨き

23 号住居ldl

第 89図 -8

郭

土 師

口径12.0

器高 5.6

完存

胎 :白色粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外)10YR8//3浅黄橙

(内 )7 5YR3/6浅 黄橙

丸底の底部から体剖
へ内湾して立ち上カ
リ、日縁部は内傾リ
る。

(外 )底部を箆削りα

後精級な箆磨き (内 |

精撤な箆磨き

23手子住居lll

第 39区 -9

郭

土 師

口径13,2

老争下三 5.2
口縁1/4欠

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)(内)5YR7/6橙

丸底の底部から体制
へ内湾 して立ち上カ

リ、日縁部は内傾ラ
る。

(外 )底部を箆削りα

後精級な箆磨き (内 ;

精級な箆磨き

23七予住居期

第89図 -10

郭

土 師

口径10.6

器高 4.4

完存

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 i良好
色 :(外)7.5YR6/1褐 灰

(内 )N5/1灰

丸底の底部から体劇
へ内湾 して立ち上カ

リ、蓋受部を有してお
傾する口縁部に至る。

(外)□縁部競強によ

る撫で底部槻輯によ

る箆削り (内 )韓櫨に

よる撫で

23号住居期

第89図 ―n

高 郭

土 師

・
４
■
ユ
損

‐５
‐０
‐０
欠

径
高
径
部

口
器
掘

一

月台:粗砂粒を僅かに含む

焼 ,良好
色 :(外 )7.5YR7/6橙

(内 )黒
翻鍮轟
らみ、据部で開く。

麹錨 軽
の箆削り

第 19表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表

- 122-―



遺構No

図版No

器 種

種 類

法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 は か

号住居凱

第89図 -12

高 郭

土 師

。
４

・
２

・
３
存

‐６
‐０
‐０
完

径
高
径
ば

口
器
裾
ほ

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内 )黒

郭部は底部から内湾 しマ
立ち上がり、中位で屈曲タ

反 し、内湾外傾する日縁
=に至る。脚部はラッパリ

に開 く。

酬

‘

＋
た

きヽ
理
の

23号住居』

第89図 -13

高 郭

土 師

・

４

，

０

・

８

損

‐ ３

９

９

欠

径
高
径
部

口
器
据

一

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に よい橙

(内 )黒

郭部は底部から内湾しЧ
立ち上がり、中位で屈H

し、外傾する口縁部に:

る。脚部はラッパ状にD

く。

(豹 不底部箆削 りの後切

部横位の、脚部縦位の蟹

磨 き く内)郭部黒色処理 +

箆磨 き脚部横位の箆削 上
の後撫で

号住居4

第89図 -14

高 郭

土 師

３
５
９
欠

径
高
径
縁

日
哭
基
四
口

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内 )黒

郭部は底部から内湾 し¬

立ち上が り、中位で屈 d

し、外反す る日縁部にヨ
る。脚部はラッバ状 にB

く。

(外)郭底部箆削りの後舅
部横位の、脚部縦位の安
磨き(内)イ部黒色処理+

箆磨き脚部横位の箆削り
の後撫で

23号住居l」I

第90図 -1

高 郭

土 師

口径14,8

器高10.6

裾径10.4
-部欠損

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)2.5YR6/6橙

郭部は底部から内湾し¬
立ち上がり、中位で屈盛
し、外反する日縁部にヨ
る。脚部は「ハの字」状i

開くむ

(外)不底部箆削 りの後
"部横位の、脚部縦位の自

磨 き (内)郭部検位の騨
き、脚部横位の箆削 り互

後撫で

23号住居五

第90図 -2

高 郭

上 師

・
５

・
２

・
４
存

‐４
‐０
‐０
完

径
高
径
ば

口
器
裾
ほ

胎 :白色粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)(内)2.5YR5/6明 赤権

郭部は底部から浅く内諄
して立ち上がり、屈曲しЧ
外傾する口縁部に至る
脚部は「ハの字」状に勝
く。

(外)郭底部箆削りの後う

部横位の、脚部縦位のZ
磨き(内)不部横位の騨
き、脚部横位の箆削り互
後撫で

23号住居也

第90図 一C

高 郭

土 師

，
７

・
０

・
５
損

‐５
‐０
９
欠

径
高
径
部

口
器
裾

一

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR6/4に ぶい橙

(内 )2.5YR6/3に ぶい橙

ITh部 は底部か ら浅 く内解
して立ち上がり、屈曲 しЧ

外傾す る日縁部 に至 る
脚部は「ハの字」状にD
く。

(外)郭底部箆削りの後ラ

部機位の、脚部縦位の彗

磨き (内)郭部横位の箆睡

き、脚部横位の箆削 り¢

後撫で

23号住居4

第 90図 一
=

高 郭

土 師

・
２

・
２

・
２
存

‐５
‐１
‐１
完

径
高
径
ぽ

口
器
裾
ほ

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外)(内)5YR6/4橙

ITN部 は底部から浅く内潔
して立ち上がり、外反す老
回縁部に至る。脚部は「′
の字」状に開く。

(外)郭底部箆削りの陵ラ
部横位の、脚部紙位の雲
磨き(内)郭部横位の箆建
き、脚部横位の箆削り¢
後撫で

23号住居江

第90図 ―C

高 郭

土 師

13.8
10,7
10.4

完存

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内)5YR6/6橙

郵部は履部か ら内湾 し<
立ち上がり、屈曲 して稜お
な し、外傾する日縁部に三
る。脚部は「ハの字」状 R

開 く。

(//r,琳底樹路2削 りの魔
'部撫で、脚部縦位の箆獲

き く内)日縁横位の撫で
体部斜位の箆磨き、脚言
撫で

23号住居剃

第 90図 ―(

高 郭

土 師

残高 5,7

裾径10.5

脚部のみ

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/4によい赤褐

(内 )7.5YR4/2灰 褐

脚部は「ハの字」状に
開く。

(外 )縦 位の箆磨 E

(内 )雰 底部箆磨 倉
脚部横位の箆削りσ

後箆撫で

23号住居規

第90図 一η

襄

土 師

・

０

，

４

・

７

存

‐ ３

‐２

４

完

径
高
径
ぼ

口
器
底
ほ

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7/4に よい橙

(内)5YR7/6橙 景鰈
(外)(内 )日縁部～漸

部上位横位の撫で、所

部下位～底部箆削り

23号住居剃

第90図 ―[

甕

土 師
緞争1

口縁2/3欠

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )2.5YR4/1赤 灰

日縁部は「 くの字」リ
に外反する。

(外)(内 )□縁部～所

部上位横位の撫で、漸
部下位～底部箆削り

23号住居畑

第90図 ―C

饗

土 師

径
高
径
存

口
器
底
完

胎 :雲母・石英、長石粗砂粒を含と
焼 :良好
色 :(外)10YR4/8赤

(内)2.5YR6/8橙

胴部は歪んだ鶏卵光
を呈し、頚部～口縁割
は聞いた「コの字」リ
を呈する。

(外)日縁部横位の撫
で、胴部縦位の箆削り
(内)日縁部横位の榊
で、胴喜開嘔毛目調整

号住居l」 l

第91図 -1

型

土 師

，
９

・
１

・
７
存

‐６
３３
６
完

径
高
径
ぼ

口
器
底
ほ

胎 :雲母・石英、長石粗砂粒を含t

焼 :良好
色 :(外)7.5YRS/41こぷい橙

(内 ).7.5YR6/4に ぶい橙 ξ騨卿
撫
り
訂
む

23号住居也I

第91図 -2

甕

土 師

・
８

・
９
ヽ
存

‐６
２８
６
完

径
高
径
ぼ

口
器
底
ほ

胎 :雲母・石英、長石粗砂粒を含と
焼 :良好
色 :(外)5YR5/41こぶい赤褐

(内)5YR6//4にぶい橙
写耳:塀と孝急整盈塾
スハ

(外)□縁部横位の停

Ⅷ 騨

第20表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

23号住居lll

第91図 -3

斐

土 師

口径13.3
残高15,0
口縁～胴ヨ
上位残存

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/4明 赤褐

(内 )2.5YR4/4に ぶい赤褐

胴部は樽形を呈し、朗

部～日縁部は「 くα

字」状に外反する。

(外)日縁郎横位の撫
で、胴部縦位の箆削り

(内 )日縁部横位の撫
で、胴部箆撫で

23号住居班

第91図 -4

甑

土 師

径
高
径
存

口
器
孔
完

胎 :粗砂粒を多く合む

焼 :良好
色 :(外)2 5YR4/4に ぶい赤褐

(内 )7.5YR3/3暗 褐

穿孔は内から外へ行

つ。
(外)体部上位縦位の、

下位斜位 の箆 削 り

(内 )体部上位横位の、

下位斜位の箆削り

23号住居刻

第91図 ―C

甑

土 a雨

・

６

・

０

・

６

存

‐ ６

３ ０

７

完

径
高
径
ぼ

口
器
孔
ほ

月台:粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外)(内)5YR7/6権

孔部は面取りを施 し

胴部砲弾形を呈し、E

縁部で大 きく外反」
る。

(外)胴部縦位の箆山

り (内 )胴 部上位桜
位、下位縦位の箆磨き

24 号住居llt

第 92図 -1

郭

土 師

口径15。 2

器高 4.7

完存

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に よい権

(内 )黒

丸底から浅 く直立妄

味に立ち上がり、日わ

部は内湾気味に開く。

娑標蒻魅燃鶴建碧

線墨黙繰喜歳輩
24号住居lI

第92図 -2

郭

土 師

口径14.4

器高 6.1

2/3

胎 :黒雲母・石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 |(外)7.5YR6//3にぶい褐

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

丸底から体部へ強く
内湾して立ち上がり、
□縁部で屈曲外反す
る。

(外)日 縁部横位の禁

奪ヽ(筏ヂ吾段誅8終甦
の撫で、体部横位の督
磨 蛍

24号住居刻

第92図 一C

郭

土 師

口径13,0

器高 5.2

5/6

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )10YR4/1褐 灰

丸底から体部へ内平
して立ち上がり、回わ
部で屈曲して開く 羹‖ |

24号住居剃

第 92図 ―判

郭

土 師

口径12,6

器高 5,1

1/2

粗砂粒を含む
良好
(外)10YR7/3に ぷい黄褐
(内 )7.5YR7/2明 褐灰

胎
焼

色

丸底から体部へ内滓
して立ち上がり、日務
部は直立する。

(外)口 縁部～体部釉

位の撫で、底部斜位互

箆削り (内 )横位の抑
で

24号住居剃

第92図 一[

郭

土 師

□径13.8

器高 4.8

7/8

胎 :石英・雲母粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6ノ /4にぶい橙

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

丸底から内湾して桐
部へ立ち上がり、直�
する回縁部は外面に
務手有する̂

(外)日縁部横位の撫
で、体部横位の箆磨き
く内)日縁部横位の撫
で、体部～底部箆磨き

24号住居刻

第92図 一C

郭

土 師

口径14.4

器高 5。 2

4/5

胎 :黒雲母・石英粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )7 5YR7/4に ぶい絶

(内 )7.5YR7/3に ぶい絶

丸底から緩く内湾 L

て体部へ立ち上がり
日縁部は外反する。

‥ 皆駁!
鎌緯8済吾遂俊部～症

24号住居矧

第92図 一々

郭

土 師

口径13.4

器高 5,7

7/8

胎 :細砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/3に ぶい橙

(内 )7.5YR7/2に ぶい絶

丸底から内湾 して,
郎へ立ち上がり、日帝

部は直立する。

細

遣

細

笠

の
磨
の
位

24号住居矧

第92図 ―〔

郭

土 師

口径12.8

器高 4.8

4/5

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR7/3に ぶい橙

(内 )7.5YR7//3にぶい橙

丸底から内湾して,

部ヽ立ち上がり、日わ
部は檀かに内傾する。

醐
鞠

鶴

い
で、静蝋
初

24号住居剃

第92図 ―C

郭

土 師

口径14,0

器高 4.3

ほぼ完存

胎 :雲母・石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR7/4に 本い整

(内 )5YR7/3に ぶい橙

丸底から内湾して,
部へ立ち上がり、日わ
喜[は僅かに内湾する。轟飴     〔

号住居II

第92図 -10

郭

土 師

口径13.2

器高 5,1

7/8

胎 :雲母・石英粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/3に よい橙

丸底から内湾して嘲
部へ立ち上がり、日わ
部は僅かに内湾する。議騨録:

24号住居』

第92図 ―■

郭

土 師

口径12,7

器高 4.7

7/8

胎 :雲母粗砂粒を含む

焼 1良好
色 :(外)7.5YR6/4に よい橙

(内 )7.5YR6/3に ぶい褐

丸底から内湾 して初
部へ立ち上がり、屈劇
して日縁部は内傾J
る。

様

さ

操

α

の
磨
の
位

第 21表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺村No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

24号住居矧

第92図 -12

郭

土 師

□径12.1

器高 5。 3

3/5

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好

色 :(外 )7.5YR7/3に ぶい橙
(内 )10YR6/3に ぶい褐

浅い丸底から体部上

届山内湾し、日縁部佐
ほぼ直立して開く。

(外)日 縁部横位の|
で、体部横位の撫で

1

(内 )□ 縁部横位の

“
で、体部～底部撫で |

住居』

第92図 -13

24弓弓 鉢

土 師

口径19.8

残高 7,0

1/5

胎 :黒雲母・石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR4/1褐 灰

(内 )7.5YR6//3にぶい褐

(外)日 縁部横位の抑
で、体部横位の箆磨き

く内)日 縁部横位の抑
で、体部横位の箆磨き

24号住居凱

第92図 -14

饗

土 師

径
高
径
５

口
器
底
Ｖ

胎 :黒雲母・石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 |(外)7.5YR6//4にぶい橙

(内 )7.5YR6/2灰 褐～黒

胴部は偏平な球形を
呈し、目頃部から□縁言|

にかけて「くの字」J
に外反する。 中Ⅷ

い
で、卸卿
醸

24号住居lII

第92図 -15

饗

土 師

口径15.9

残高11,3

1/5

胎 :石英・長石粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/3に ぶい橙

(内 )10YR6/3に ふい褐

胴部の張りは弱く、島
部から回縁部にかけ
て「くの字」状に外う
する。

(外)口 縁部横位の撫
で、胴部横位の箆削り
(内 )日縁部横位の撫
で、胴部横位の箆撫て

24号住居期

第92図 -16

裂

土 師

口径15.6

残高 9.7

1/5

胎 :黒雲母粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/3に ぶい橙

(内 )7.5YR5/1褐 灰

日縁部は「 くの字」リ
に外反する。 Ⅷ 急後會

肖1り

24号住居畑

第93図 -1

甕

土 師

口径16.0

残高25,0

1/2

胎 :雲母・石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )5YR7/4に ぶい橙

粘土帯積上げ
回縁部は「くの字」リ
に外反する。

Ⅷ 砦盈彗
号住居凱

第 93図 -2

饗

土 師

残高 7.6
底径 7.6

埋選覇傷み

胎 :雲母・石英粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/2灰 掲

(内 )5YR7/4に ぶい縫

平底から胴部へ直冷
的に広がる。

(外)胴部縦位の箆肖
りの後斜位の刷毛 E

調整 (内 )胴喜卜斜位¢

刷毛目調整

24号住居lII

第93図 -3

甑

土 師

・
６

・
３

・
２
存

‐５
８
１
完

径
高
径
ば

口
器
孔
ほ

胎 :黒雲母・石央粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7/3に ぶい橙

(内 )5YR6/4に ぶい橙

体部は僅かに内湾 L

て開く。 娑棒籐鞍腱8雲

獄素基?祐景綴避隊捏磨芸
24号住居 l」 l

第 93図 -4

紡錘車

滑 石

径

径

而
さ
面
存

上
厚
底
一本

断面形は台形を呈,
る。

孔径0。7

25号住居剃

第 94図 一[

郭

土 師

口径13.4

器高 5.5

1/3

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/6橙

丸底から体部は内滓
直立し、日縁部で屈薗
外反する。 嚢‖ 魯怠

横位の箆削り

号住居也|

第94図 -6

高 郭

土 師

口径17∫ 0

残高 4.3

1/8

胎 :雲母・石英・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 |(外)7.5YR6/4に ぶい絶

(内 )7.5YR7/3に ぶい褐

底喜|か ら体営EIこ か1

て屈曲し、外反する。
(外 )(内 )横位の撫<
-7と 同一個体か

25号住居ld

第94図 -7

高 郭

土 師

残高 4.0

裾径 9.6

1/6

胎 :雲母・石英・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/3に ぶい褐

裾部で外反 し大きく
開く。

(外 )横位の撫で く内;

横位の箆削りの後数
で

25号住居期

第94図 -8

甑

土 師

口径28.4

器高26.7

孔径 6.9
1/2

胎 :雲母 ,石英・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外〉7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/3に ぶい橙

粘土帯積上げ
回唇部に面取りを朗
す。 塾環看鬱豊鍵急:

26号住居lI

第95図 -1

郭

土 師

径
高
縁
損

口
器
口
欠

胎 :粗砂粒を僅かに含む 桁良
焼 :良好
色 :(外 )(内 )2.5YR6/6橙

浅い丸底か ら強いも
を経て外反する日わ
部に至る。 巽鰯 観

す?

第 22表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺朴INo

区

'板

No

イや  TWJ

T4J 類
里法 器

F.rl
成 テレ ・ テレ 態 整 形 技 法 ほ か

26号住居期

第95図―Z

雰

土 師

口径 15.4

器高 4.6

1/3

胎 :粗砂粒を含む精良
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/4に ぶい絶

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

浅い丸底か ら屈曲 t

て外反する日縁部に

立ち上がる。

(外)日 縁部木□状ユ

具による撫で、底部れ
位の箆削り (内 )横住
の撫で

26号住居矧

第95図 一こ

郭

」i  ntti

□径 12.6

器高 5,7

口縁 1/2欠

胎 :粗砂粒、石英細砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/4に ぶい橙

(内 )黒

丸底から内湾 してビ
立する国縁部に至る。

(外)□ 縁部杖位の仙
で、底部箆削りの後賃

磨き く内)黒色処理

箆磨き?

26号住居此|

第95図 -4

高 郭

Jtt  nili

口径18.0

残高 5,3

罫部V3

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 |(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR7/6惟

体部から□縁部にカ

けて大きく外反 して

開く。

(外)日縁部縦位の餐

磨き く内)日縁部斜ヽ
の箆磨き

26号住居矧

第95図 ―E

高 郭

土 師

口径17.2

残高 4.8

雰部V4

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外 )(内 )5YR7/4に ぶいな

絡粋］］呻韓。

邪
湾
縁
た
く

(外 )横 位の箆磨 と

(内 )体部横位の、た

部縦位の箆磨き

26号住居珈

第95図 ―C

高 雰

J二  師F

口径19.2
残高12.6
郭部完存

'IPll著

卜1/2

胎

焼

色

白也粗砂粒を多く台む

良好
(外 )(内 )7.5YR7/6橙

出

五
は

Ы

朔
向ヵ、く。雄

帥触卿ヽの字コ

は
□
反
Ｆ′

部
て
外
は

ｏ

郭
し
て
部
く

牌鶏卿 督√
避協塩落脇れひ

'

箆磨き、脚部箆肖1り
26号住居コI

第95図 -7

高 郭

J二  ‖雨

残高 6.4

裾径13.6

'関

〕掘部1/3

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )7 5YR7/4に ぶい雑

(内 )5YR7/3に ぶい橙

裾部は屈曲外反 して

じ』く。

(外 )横位の撫で

(内 )脚喜卜llYt位 の箆肖

り 裾封
`llk位

の撫で

26号住,こ 1此|

第 951ス十一[

こ1:!

」二  出司i

口径12,1
残高 9.5
口縁～
肩部V6

胎 :粗砂粒をごく住かに含む

焼 :良好
也 :(外 )(内)5YR6/6橙

日辺部中位に低いB
を有する。

柏

α

朴

封

部
位
部
体的］］呻獅

棚Ｄ
ⅧＤ馳

26号住居期

第95図 ―C

饗

土 師 へ
２

・
８

・
５
位
Ｖ

‐９
９
上
部

径
高
部
縁

口
残
胴
口

胎 :黒雲母・粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外 )10R5/4赤褐

(内 )2.5YRl,7/1赤 黒

頸喜ドから□縁部にカ

けて大きく外反し、肺
部は球形状に大きく
張る。

ヽ

榊

α
叶

26号住居期

第95図 -10

饗

± 1市

口径18.1

残高24.7

1/3

胎 :0.3の 礫・粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR5/4赤 褐

(内 )7.5YR7/4に ぶい絶

粘土帯積上げ
回辺部は「くの字」リ
1こタト反し、胴喜日は砲引

状を呈する。

(外)口縁部横位の撫
で、胴部斜位の箆削り
(内 )□縁部llt位 の撫
で、胴部箆削りの後隻
撫で

26号住居カ

第95図 ―H

饗

土 mi

残高 2.9

底径 4.8

底部のみ

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
也 :(外 )(内 )7 5YR6/4に ぶい雑

胴部に向かって外5
し立ち上がる。

(外 )斜位の刷毛
=

(内 )箆撫で

27号住居畑

第96図 -1

高 郭

弥 生

残高 6.1

裾径15.0

1111部のみ

胎 :細 1砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(タト)10R3//6暗赤

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

4か所 に三角形透 [

子L。

(外 )Vll部縦位の箆涯

き 裾部llt位 の箆班
き赤色塗彩 (内 )撫<

27号住居均|

第96図 -2

饗

弥 生

・
１

，
９

”
位

Ｗ
‐２
部
上

径
高
縁
部

口
残
□
胴

胎 :雲母・粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外 )(内 )2 5YR3/4暗 赤控

(外 )(内 )横位のオF絶
な箆磨き赤色塗彩

27号住居力|

第96図 -3

型

弥 生

口径13.1
残高15.0
口縁部～
1同 きК1/2

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外 )(内)6YR6/2灰 褐

胴部上位に最大径糖

有する。

住

仁

Ｅ

よ

27号住厄1句 |

第96図 -4

狙

弥 生

口径20.0

残高15.8
口縁部1/2
～】同謝

`_L亀

胎 !粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外 )2 5YR6/6絡

(内 )10R3/6‖と赤

□唇部を折り返す。 (外 )7条単位と5条ど1

位の411t位 の波状文
(内 )411t位の箆麻き

第23表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

27号住居lH

第96図 -5

甕

弥 生

残高13.5

口縁部～

胴部上位

胎 :祖砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)10R4/4赤褐

(内 )10R2/2赤黒

(外 )斜位の刷毛目評
整後、7条単位の波リ
文 (内 )横位の精級お
箆磨き*炉胎土器

27号住居』

第96図―C

甕

弥 生

・
６

・
４
存
２

６
６
完
Ｖ

高
径
部
部

残
底
底
胴

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)2 5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )5YR4/31こ ぶい赤褐

(外 )胴部縦位の箆廃
き 底部箆削り (内 |
横位の箆磨き

27号住居l」 l

第96図 -7

甕

弥 生

残高 3.6

口縁の

一部

胎 :石英・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR4//3に ぶい赤褐

(内 )5YR5/41こ ぶい赤褐

(外 ) 波状文

27号住居址

第96図 -8

饗

弥 生

繊訓御締

口
器
底
暉

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外 )(内 )2.5YR4/41こ ぶい赤梅

胴言|は球形を呈し、編
大径を外反する日崩
に有する。

(外)刷毛日調整の後
横位の7条単位と5穿

単位の波状文 (内 )肝
部横位の箆磨き

27号住居刻

第96図 -9

甑

弥 生

２
８
８
欠

径
高
径
縁

日
器
底
口

粗砂粒・4w砂粒を多く含む
良好
(外)10R5/4赤褐
(内 )10R4/4赤褐

胎
焼

色

日縁部を内側に折 り
返す。底部に■個C
孔をうがつ。

(外 )日縁部指頭によ
る縦位の撫で付け、体
部縦位の箆磨き (内 )

用1毛目調整+撫で

28号住居刻

第97図 -1

雰

土 師

口径13.6

器高 5,0

日縁V6欠

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR6/6橙

(内 )黒

丸底から体部へ内解
して立ち上がり、日帝
部で屈曲外反する。

(外 )回縁部横位のよ
で、体部箆削りの後Ⅲ
位の箆磨き (内 )黒窪
処理 横位の箆磨き

28号住居期

第 97図 -2

郭

土 師

日径14.0

残高 4。 9

口縁部V6

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)(内)7.5YR5//6明褐

丸底から屈曲してタ
反する日縁部に至る。

器面が荒れ不明

28号住居釧

第97図 ―ε

郭

土 師

口径15.0

残高 4.8

体部V3

胎 :雲母・石英細砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )黒

丸底から屈曲して刻
反する日縁に至る(

あるいは高イのイ剖
か?

(外〉□縁部横位の露
磨き、底部箆削りの修
縦位の箆磨き (内 )具
色処理 箆磨き

号住居ld

第 97図 -4

甕

土 師

23.8
15.0
4.9

1/3欠

胎 :雲母・石英粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR6/6明赤褐

(内)5YR6/6橙

日辺部は「くの字」リ
に外反する。

課磯
28号住居lI

第97図 -5

(甑 )

上 師

口径21.0

残高ll.0

日縁部V6

B台 :粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7//4に ぷい糟

(内〉5YR6/6橙

粘土帯積上げ
38-7と 同一個体か

Ⅷ 雹3歌
28号住居ld

第97図 -6

甑

土 師

残高10.3

底径 7.4

底部V3

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)10YR3/3浅黄橙

(内 )2.5YR7/3浅橙

外

内
縦位の鍵削り
横位の箆削り

28 号住居lI

第 97図 -7

甑

土 師

残高 9,0

底径 8.8

底部V5

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7/4に ぶい橙

(内)5YR6/6橙

33-5と 同一個体か (外)縦位の箆削り
(内 )縦位の箆削り¢
後撫で

29号住居』

第98図 -8

郭

土 師

口径14.2

器高 4.6

1/4

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内)5YR8/4淡 橙

丸底から内湾 して」
ち上がり、日縁部はど
立する。

□縁部横位の頚
底吉ド箆肖可り
箆磨き

ｍ
で、⑪

29号住居JJl

第98図 -9

郭

土 師

口径16.8

器高 5.0

1/3

・雲母細砂粒を含む

5YR7/4にぶい橙
5YR7/3に ぶい橙

融
期
的
⑪

胎
焼
色

浅い丸底から僅かに
屈曲 して外反するE
縁に立ち上がる。

(外 )日縁部横位の細
で、底部箆削りの後露
磨き (内)調整不明

第 24表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

29→号住居rdI

第98図 -10

郭

土 師

口径14.4

残高 5.1

口縁部1/4

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外)10YR4/2灰 黄褐

(内 )10YR4/31こ ぷい黄褐

丸底から内湾して、増
かに内傾する日縁引
に至る。

(外)(内 )調整不明

29号住居』

第98図 ―■

郭

土 師

口径11.6

器高 7.9

1/2

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/41こぷい橙

(内 )黒

深い丸底から体部■

位は内湾内傾し、屈劇
して外傾する日縁割
に至る。

(外)横位の精撤な蟹

磨き (内 )黒色処理

機位の精級な箆磨き

29号住居力I

第99図 -1

雪ど

土 師

口径16.8
残高12.8
口縁部3/4
肩部V6

胎 :白色粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)2 5YR5/4に ぶい赤褐

(内)2.5YR4/6赤 褐

曽読葛曝イ色 しが劇
く、頚吉呂はタト傾し、刻
反する日縁部に立老
上がる。

遂ゼ 群伊留綴弩銑写
横位の精級な箆磨き

属鱗
日状工具に」

29号住居江

第99図―Z

gど

土 師

２‐
１２
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
□
体

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好
色 :(外)5YR4/2灰 褐

(内)5YR7/3に ぶい橙

頸部は「くの字」状に
屈曲し、口縁部は外櫂
する。

(外 )日縁部横位の細
での後体部にかけ宝

斜位の刷毛目調整

(内 )撫で

29号住居江

第99図―〔

＞

師

壷

郭＜

土

口径10.4

残高 7.7

1/3

胎 :紅砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/41こ ぶい橙

(内)2.5YR5/6明 赤褐

粘土帯積上げ
偏平な球形を呈す電
体部から屈曲して刻
反する日縁部に至る。

(外)日縁部横位の頚
で、体部縦位の木ロリ
エ具による撫で

(内 )撫で

号住居lI

第 99図 -4
＞

師

甕

椀ぐ

土

口径13.8

残高 9.5

2/5

胎 :雲母・石英・粗砂粒を合む
焼 :良好
色 :(外)(内 )7.5YR7/4に よい橙

(外 )口縁部横位の撫で
体上位縦位の用1毛 日、¬
位横位の箆削り(内)口雅
部横位の撫で、体部斜心
の箆磨き

29号住居坦

第99図―〔

饗

土 師

残高 9.8
底径 7.2

僑ヨ|ラ『

ヽ

胎 :石英・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4に ぷい橙

(外)木 □状工具にど

る撫で

(内 )箆撫で

29号住居坦

第 99図―C

饗

土 師

残高 5.4

底径 6.8

底部1/2

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/4に よい赤褐

(内)10R5/6赤

(外)縦位の箆削り

(内 )縦位・横位の箆肖

り

9号土漿

第100図 -1

深 鉢

縄 文

・
０

・
２

３
、存

３８
■
７
完

高
径
部
部

残
底
胴
底

胎 :0.5以下の礫を多く含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5//4に ぶい赤褐

(内)5YR3/2暗 赤褐

20号土城

第100図 ―を

墾

土 師

径
高
径
３

口
器
底
Ｖ

胎 :粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に ぷい橙

(内 )7.5YR7/4に よい橙

景辞1期,

暑講,を凝 端部t! ‖ 拿會
20号土娯

第100図 ―〔

裂

土 師

口径13.1

残高16.5
底部欠損
胴下位V2

胎 10.3の際・粗砂粒を多く含む

焼 i良好
色 :(外)5YR7/3に ぶい橙

(内 )5YR6/2灰 褐

胴部はやや下膨れα

球形を呈し、顕部～E

縁部は「 くの字」状k
外反する。

(外 )日縁部横位の抑
で、胴部斜位の刷毛 E
調整 (内 )箆撫で

20号土頻

第100図 ―イ

壷

上 師

口径14.6
残高12.5

;:會;i'1/2

胎 :粗砂粒を僅かに含む

焼 :良好
色 :(外)(内)5YR7/4に ぶい程

肩部～口縁部「コ9

字」状に外反する。
(外)横位の撫で

(内 )口縁部横位の袖
で、頚部箆撫で、体常「

横位の刷毛目調整

20号土壊

第100図 ―〔

壷

土 師

‐６
】
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
体

胎 :粗砂粒、黒雲母・石英を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR7/3にぶい橙

顕部は「くの字」状‖
屈曲し、外反する日わ
の端部は面取りを】
す。

雪

雲

23号土城

第101図 -1

望

土 師

残高23.8

体部完存

胎 :祖砂粒をごく僅力Чこ含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/2明褐灰

(内)7.5YR4/1褐灰

小振りの底部から、朝
部は球形状に立ち」
力くる。

(外)横位の箆削り¢

後箆磨き
(内)箆削り十横位互

撫で

第25表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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遺hAINo

図版No

器 種

種 類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

26号土城

第101図 ―ラ

壷

土 師

‐８
２３
部
Ｖ

径
高
縁
部

口
残
口
体

月台:0.5の礫・粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)(内)5YR7/4に ぶい程書‰

(外 )口縁部横位の撫で

体部縦位の箆削 りの後Z

磨き (内)日縁部機位のJ
で、体部斜位の箆削 り,

鶴 き

31号土城

第101図 ―こ

鮒
器
文

訛
土
縄

口径26.2

残高17.0

胎 :0.5の Ek・ 金雲母粒を多く含と
焼 :良好
色 :(外 )(内 )2.5YR5/41こ ぶい赤権

33号土娯

第102図 ―

深 鉢

縄 文

口径16.0

器高38,0

ほぼ完存

胎 :0.5の礫を含む
焼 :良好
色 :(外)(内)5YR7/4にぶい橙

第 26表 林之郷遺跡 E地区出土遺物観察表
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第四章 八千原遺跡の調査

第 1節 概 要

八千原遺跡は上田市の東部、殿城地区の漆戸の神川第2段丘上のほぼ中央の微段辞卜にあり、林

之郷遺跡の北に隣接して展開している。調査区は同年調査した林之郷遺跡E地区より60m北の大

字漆戸字堂下及び字西平に設定した。調査区の北東には、八千原遺跡の名称の由来となった字名

「ヤチ原」んヾあるが、この場所は湿地のいわゆる「ヤチ」の様相を呈し、試掘調査をおこなった結

果、遺構・遺物などは確認されず、むしろ、遺跡はヤチ原の南西に広がっていることがわかった。

調査は3地区に分けて行い、南から北に向かってA地区、B地区、C地区とした。遺跡の存在する

段丘は全体的に南向きの緩やかな斜面であるため、A地区からC地区までの比高差は3m～4mあ

る。

検出された遺村は、A地区において、住居址 19件、埋甕5基、B地区において、住居址 29件、

土娯4基、集石3基、埋甕 16基、C地区において、住居址20件、土娯4基、集石3基、埋甕6基

が検出された。いずれも縄文時代中期から後期にかけての遺構で、特に、敷石住居はB地区で19

件、C地区で15件が確認され、注目を集めた。

1.A地区

A地区は水田造成時に全体的に深く削平されていた。そのため、堅穴住居址の壁高は 10cm以

上残っているものはほとんど無かった。検出された遺構の時期は縄文時代の中期初頭から後期初

頭におよび、特に中期後葉の遺構が多く見られたが、包含層からは多量に沈線文を多用 した土器

が出上した。また、その他に包含層からは、越後中南部から北信濃を中心に分布する土器の影響

を受けたものが見られる。

中期初頭の住居址は第12号住居址がある。第12号住居址は調査区東側に検出され、第 13号住

居llliに切られてる。五領ヶ台式期の土器片を出土する、住居の大半が破壊され形態等に不明な点

が多い。その他にも、五領ヶ台式期の土器片を出土する住居址がみられるが、他の時期の土器が

混在し、明瞭な資料を得られたものは無かった。

中期後葉の住居址は第4号、第5号、第6号、第7号、第8号、第10号、第 13号、第 14号、第

16号、第17号、第18号、第19号住居址等がある。第4号住居址は調査区東側に検出され、円形

の平面形態を呈する。

後期の住居址は第 2号があり、大安寺式上器、称名寺式土器が出土している。
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住居の炉址は石囲炉が主で、第8号住居址は埋甕娠であった可能性がある。第13号、第 17号、

第18号住居址には埋甕が設けられていた。

この他、単独で検出された埋甕はいずれも中期後葉のものである。

2.B地区

中期後葉、曽利Ⅲ～Ⅳ期の住居址としては第15号、第21号住居址が上げられ、第21号住居址

には敷石の一部と思われる平石が散在していた。

曽利Ⅳ期の住居址としては第1号、第6号、第8号、第9号、第18号、第37号住居址が上げられ、

うち第9号、第18号、第37号住居址は敷石住居であり、特に第9号住居址は敷石のプランが方形

を呈し、周囲にはこの敷石に沿う形で柱穴が検出された。

曽利Ⅳ期の住居址としては第3号住居址があり、石囲炉とそれを取り巻く柱穴が比較的明瞭なプ

ランで検出された。

後期の住居址は第5号、第14号、第 17号、第19号、第20号、第23号、第24号、第 25号、第

26号、第30号、第31号、第33号住居迫とがある。このうち敷石住居は第 17号、第24号、第25

号、第26号、第30号、第31号、第38号住居也とがある。特に、第24号住居址は柄鏡型を呈し、

望月町でさきに検出されたいわゆる「平石タイプ」に属すると思われる。なお、当住居址からは

堀之内 I式期の炉胎土器が出土している。また、当住居址に隣接している第25号住居址は張り出

し部に敷石を良く残し、炉胎土器は堀之内正式期の無文深鉢を出上している。

この他、時期は不明であるが、第7号住居址の床縁辺部には挙大の河原石が並んで検出されてい

る。

3.C地区

阿玉台式期の炉胎土器を有する第14号住居址からは、把手の付いた有孔鍔付土器が出土してい

る。

中期後葉では、曽利 I～ Ⅱ期の第2号住居址、曽利Ⅲ期の第4号住居址があり、第4号住居址は

第 10号住居址に切られているものの、敷石を良く残している。

後期では、第1号、第3号、第5号、第6号、第7号、第8号、第9号、第 10号、第 H号、第

16号、第17号、第19号住居ld・がある。第6号住居址は大安寺式期～堀之内 I式期に属する住居

で、住居の北半部に敷石が良好に検出されている。また第9号住居址は住居の中央、堀之内 I式期

の浅鉢を胎す石囲炉を取り巻くように敷石が逆三角形に検出され、特異な形態を呈している。第

10号住居址は直径 5.10～ 5.88mの非常に大型の住居で、炉も1.24× 1.Hと 飛び抜けて大きな数

値を示す。
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第 103図  八千原遺跡 A地区第 1号住居址実測図
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第 104図 八千原遺跡 A地区第2号住居址実測図
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第 105図 八千原遺跡 A地区第 3号住居址、炉址実測図
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第 106図 八千原遺跡 A地区第4号住居址、炉址実測図
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第 107図 八千原遺跡 A地区第 5号住居址実測図
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第 108図 八千原遺跡A地区第 6号住居址、炉址実測図
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第 109図 八千原遺跡A地区第 7号住居址、炉址実測図
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第 110図 八千原遺跡 A地区第 3号住居址、炉址実測図
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第 111図 八千原遺跡 A地区第 9号住居址実測図
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第 112図 八千原遺跡A地区第 10号住居址、炉址実測図
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第 113図 八千原遺跡 A地区第 11号住居址、炉址実測図
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第 115図 八年原遺跡 A地区第 13号住居址、炉址、埋甕址実測図
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第 117図 八千原遣跡 A地区第 15号住居址、炉址実測図
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方形の石囲炉で、炉石は火熱を受け赤色を呈 し、

備

考

住居ll南西側に集石部を有する。
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第 118図 八千原遣跡 A地区第 16号住居址、炉址実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

A-16号住居址

第 118図

身慧184、  185[召

位置
(グリフト)

N12E9-25,26134,35,36 態

位

模

形

方

面

軸

平

主

規

円形

N-28° 一E
5.53× 4.45

高

高

壁

床
(N)0.04

545.60～ 545。72

瞭ざ昇径
×
咽盈紹毎絆霊酬髯脇横縛,脇 覆

一
　

土

1黒褐色土

炉
任  直
主軸方位

美Fit r李与 x最大幅Ⅲ

住居址中央
N-28° 一E
(0.82× 081)

土
考

覆
備

1黒褐色土

望[f患懇罰比を

=普

P石
囲炉で、炉石は火熱を受け一部赤色を

備

考

床面は部分的に堅い面もあるが、全体的には軟弱である。
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°,                     N12E9
69

十

伴
C＼

＼◎ ―じ

54580
C'

D   
認

′
′
′

”

遺構番号

遺構図版

遺物図版

Aと 17号住居址

第119図

第 185、 186図

位置
(アリフト)

N12E9-53,67,68,69,72,

73,74

平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-20° 一E
4.37× 5。 16

高

高

壁

床
(S)0.05

545,70～545,77

韓ざ昇径Xttq馳 紹登惨登浄淵髯紹釜耀番脇
門い∈W収∞の

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方属
規模 (全長 x最大幅)

鮮押をE
(1.00 XO.71)

土
考

覆
備 菰翡 暑税斗 湊離 鰤 繁 俄 唇Fれ

るが、痛 田 側 にあ

備

考

床面は部分的に堅い。4LEl■南西側の瑳折くに、2個体の土器を埋設している。

第 119図 八千原遺跡 A地区第 17号住居址、炉址、埋甕址実測図
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eq②

54590
C.

54600
Dぅ

ヒ 」

gi

遺構番号

遺構図版

遺物図版

A-18号住居址

第 120図

第 187～ 189図

湯耳)

N12E9-23124,37,38,39,

43,44

平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-8° 一E
505× 519

壁高

床高
(E)0.07

54576～ 545。77

聡昇径×短q働 檻既登浄:,登 &B髭 恐ウエ浄】:横 &〔転配継登;::番 &〔ユ 覆

　

土

1黒褐色土

炉 竪軸方属
規模 (全長 x最大ts)

鮮
=挙

声Fぎ央
(0.82× 0.70)

土
考

覆
備 麟奪籍言rぜ雷牌著藷整銀 系F胎客様岳企婆の2面しか

備

考

住居址西端の床下から3個体の上器が並んで逆位に埋設されている。

第 120図 八千原遺跡 A地区第 18号住居址、炉址、埋養址実測図
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浮
n望分為P

／
／

／

０

遺構番号

遺構図版

遺物図版

A-19号住居址

第 121図

第 189、 190図
溺昂)

N12E9-8,9127,28 平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-33° 一E
4.78X4.40

高

高

壁

床
(N)020～ (S)α O`

5委慕 ～545翻

聡昇径
X短

引盈恐:二 笠&::登 浄〔昇髯恐:二 横&::駕獣 覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方屈
離  (軽 x鉄 幅 )

鮮
=鯵

―E
(0.77 XO.66)

土
考

覆
備 河原蝦暑誌した石囲炉と推定されるが、撹乱力堵 しく形態は不明

備

考

住居址西側に河原石を配した方形の石日炉がもう一つ存在する。炉石は花びら状に開く。

第 121図 八千原遺跡 A地区第 19号住居址、炉址実測図
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第 122図 八千原遺跡 B地区第 1号住居址、炉址実測図

く

／る
′′′―
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＼

／
▼

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-1号住居』

第 122図

第 190、 191図
洲昇)

N13Ell-73187,88,89,

92,98 魏勒脚

円形 ?

N-42° 一覇

2.80× 2,77?

高

高

壁

床
(W)0.■
547.16～547.21

常褒ざ掃
径×短径

|

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方屈
規模 〔銀 ×最大幅 )

鮮
=厖
蒼_w

O.71× 0.65

土
考

覆
備 と膏ξヨ磨攘彪生車髯余璽擢τ喜教塚Я留印

が著Ⅸ聴し
備

考

8号住居址を切り、住居l■k面に平石が点在するが、平面形態等は不明である。覆土に骨片が混入している。
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C＼＼       °

衰ゼ

期▽⑤
◎

P15

円4瞼

Pll

哺δ昆

P,3

Ю

0            1m

0              2m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-3号住居址

第 123図

第 192、 198図
(舞昇)

N14Ell-6,7,14,15,26,

27

平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-15° 一E
5,00× 5.22?

壁高 547.12～547.18

聡掃径Xttq:1恐::登 &::登 &〔男髭恐::釜 &舘 &〔8認 恐B:登浄努奮&;8
P7 (0.38 X O.47 X O.27)P8 (0.40 XO.37 X O.20)P9 (0,30 X O.50 X O.18)

P10 (0.25 X O.34 XO.20)Pil(0,30 X O.25× 0。18)P12 (α75XO.44 X O.28)

P13 (0.30 X O.32 X O.21)P14 (0.31 X O.29 X O.30)P15 (035 X O.44 X O.26)

P16 (0.49 X O.49 X O,26)

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方層
規模 (全長 X ttAIB)

中央北寄り
N-15° 一E
O.81× 0.62

土
考

覆
備

1黒褐色上
比較的大きな河原石を4個使用した石囲炉で、炉石はかなり火熱
を受けていたが、炉内には焼上、炭花物は確認されなかった。

備

考

西壁はすでに水田造成時に削平され残存していなかった。推定の住居址プランの径は5.Om～ 5.5mを測る。

第 123図 八千原遺跡 B地区第 3号住居址、炉址実測図

- 152-



ゝ

rジ
♀ i中

第 124図 八千原遺跡 B地区第4号住居址、炉址実測図
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靱

。◎鐵

軸
蝋

て

量

剤

P3⑥
0 沙

球
⑤開

/

＼。

葦

が

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-4号住居』

第 124図

第 192、  193図

湯昴)

N13Ell-84,85,96,97 平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-13° ―E
4.95´▼4.86

高

高

壁

床
(S)0.07

547.06-547.17

蜂手径Xttq丑 恐露祷&欲髭8髯 恐議紹対認;認 恐魏協登:乱 ;

P7 (0.31 X O.30 XO.26)P8 (0.30 X α30 X O.26)P9 (0.35 XO.41X O.40)

P10 (0.45 X O.35 XO.23)Pll(0.32 X α32 X O.45)

覆

　

土

1黒褐色土

炉 勁媚
jE櫨 (令岳x最大幅】

中央
N-13° 一E
O.80× 0.62

土
考

覆
備

1暗茶褐色粘質土
2茶褐色砂質土
河原石と平石による方形の石囲炉で、炉石は火熱により赤色を呈する。

備

考

平石の破片等が多く床面に点在する。
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れ
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◎P9

◎
P8

③

芍
Ю

調査区域外

0＼

く
就

0

0              2m

0            1m

詭 rへ
了

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-5号住居期

第125図

第193図

位置
(ケリット)

N13Ell-26,27,28,33,

34,35

平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-30° 一Ⅵ

4,40× 4.90?

床高 54671～ 54685

蜂ざ請
×短q乳 紹:登 耀,M獣 髭紹:登濫登樹1認 恐露登豚登Mユ

P7 (0.23 X O.35 X O.20)P8 (0.30 X O.36 X O.13)P9 (0.25 X O.25 X O.21)

P10 (0.22 X O.30 X O.06)Pll(0.22X O.22× 0.15)P12 (0.21 XO.22X017)

覆

　

土

1黒褐色土

(焼土混入)

炉
位  置
主llln方位

湿膜 (全長×最大幅)

中央西寄 り
N-30° 一W
O.57× 0.53

土
考

覆
備

1黒褐色土
河原石による方形の石田炉であると推定されるが、炉石は崩壊も
しくは抜かれていて形態ははっきり分からない。

備

考

平面形態は柱穴の配列等により推定する。床両は部分的に堅くしまった部分がある。

第 125図 八千原遺跡 B地区第 5号住居址、炉址実測図
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Ｐ３√
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0             2m

//ド

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-6号住居ld

第 126図

第 193図
湯昇)

N13Ell-47,48,54,55 平面形態

主軸方位

規  模

円形

不明

4.18× 4.60

壁高

床高

(S)0.03

546.81～546.88

野棗ざ掃径Xttq働 恐霊笠簿持M8髯 撒露歳継横田認恐露登浄舞登隅
P7 (0.29 X O.25× 0.22)P8 (0.27× 0.20 X O.18)P9 (0.32× 0.25X017)
P10 (0.17× 0.18 X O.15)

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方屈
規模 (全長 ×最大幅う

土
考

覆
備

備

考

床面は部分的に堅くしまった面が存在するが、炉は確認されず不明確な点が多い。

第 126図 八千原遺跡 B地区第 6号住居址実測図
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第 127図 八千原遺跡 B地区第7号住居址、炉址実測図
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0              2m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-7号住居』

第127図

第194図

(舞耳)

N13Ell-62,63,78,79 平面形態

主軸方位

規  模

(六角形 )

N-30° 一E
6.76× 5.63

床高 546.91～547.03

聡昇径Xttq:!恐 :B釜 &:i登 &18髭 恐:工浄】:毎 &i獣 露恐:な登;::奮 &8
P7 (0.28 X O,26 X O,04)P8 (0.42 X α29 X O.07)P9 (0.28 X O.26 XO.06)

P10 (0.27 X O.26 X O.04)Pll(0.20 X O.26 X O.20)P12 (0.29 X O,33 X O,09)

P13 (0.35 X O.34 X O.14)'14 (0.39× 0.34 X O。 12)

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方属
齢 室

`今

岳 x最大婦

Ｅ．
６４

３０

×

椒

Ｎ．
０
，
８２

土
考

覆
備

1黒褐色土
河原石を使用した方形の石囲炉と考えられるが南と西は炉石が無い。炉石は
火熟で赤色を呈しているが、焼土等は検出されなかった。

備

考

こぶし大の河原石が首飾り状に連なり輪郭を形成している。このことから推定して平面形態は六角形である。床に
は人頭大の河原石が炉の周囲に散在している。
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第 128図 八千原遺跡 B地区第 3号住居址、炉址実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-8号住居l」

第 128図

第 194図

位置
(グリット)

N13Ell-73,74,87,88 態

位

模

彫

勅

平

主

規

Ｅ一彫峨脚

床高 547.05-547.07

軍森ざ昇径
X短径

|

覆

　

土

1黒褐色土

炉 蟹軸方属
規模 (令長 x最大IB)

ギ誉晃°一E
O.80× 0,70

土
考

覆
備

1黒褐色上
河原石を使用した石囲炉であり、炉石の上端は床面より8.Ocm～ 18.Ocm出
る。炉底は土器片を裏返して敷きつめてある。

備

考

1、 9号住居址に切られ、炉址のみ残存していた。炉址の北東には、長方形 (0.50n XO,80m)の 石組が検出されたが

削平が著しく詳細は不明である。
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0              2m

0            1m

C_

珈
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彎

メ∽

7∽

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-9号住居lH

第129図

第 194、 195図

溺昇)

N13Ell-74

騨留
方形 ?

N-13° ―E
不明

床高 546.95～547.05

蜂ざ昇径Xttq珊::常浄::受浄i獣 髯恐舘&:i常 &〔科認静:i横 &執 &〔S
P7 (0,35 X O,30 X O.17)P8 (0.35 X O.34 XO。 15)P9 (0.25 X O.25 X O,10)

P10 (0.28 XO,38 X O.15)Pll(0.28 X O.27 X O.14)P12 (0。 23 X O.26 X O。 15)

覆
一
　

土

1黒褐色土

炉 竪草由ノケξ邑
婦造 r全尋 x畢★題ゝ

ぐ全璽戸生E
O.64 X O.58

土
考

覆
備

1黒褐色土
河原石を使用した石囲炉。炉石の上端は床面より4,0～6.Ocm出 る。炉の内善
に漏琳半片が出上した。焼止は確認されなかった。

備

考

8号住居址を切る。敷石部の規模は4.60m X4.23mである。平石を敷き詰めた主体部が残存していた。張出し部の存在は不明である。斑
石部南端西側寄りに深鉢が理静されていた。敷石は鉄平石のほか河原石を使用し、鉄平石間は小礫を詰めている。敷石の外側の周囲は
12個の柱穴列が確認されている。

第 129図 八千原遺跡 B地区第 9号住居址、炉址実測図
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挙

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-13号住居址

第 130図

第 195、  196

平面形態

主軸方位

規  模 4,09× 4.07?
柱穴 (長径X
X深 さ)

Pl(0.27 XO.26 XO.09)
1黒褐色土

辞各甲屯Ъ
O.69× o.53

河原石と平石を使用した方形の石囲炉で、西側の炉石が無tち

張出し部の規模は2.65× 1,70?で敷石住居であると推定される。23号住居址に切られる。床に河原石
が散在している。

第 130図  八千原遺跡 B地区第 13号住居址、炉址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-14号住居址

第 131図

第 196、 197区

湯昇)

N15E10-51,52,69,70 平面形態

主軸方位

規  模

柄鏡形

N-6° 一W
4.90× 4.70?

壁高
床高

(働 Op7～ (W)α0

547お l～54810

帯後ざ昇
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方属
規模 (全長 X最大幅)

中央南寄り

0.72 XO.66 羅差拳臨 を受け、剣 物 、焼土などが確認された。底部には安山岩の耳

石が並んでいる。

備

考

敷石住居。主体部のプランは北側に240X l.20の 規懐で平石8枚からなる敷石と、周辺に残る平石や′〕礫の並びから推定した。張出し自

のプランも平石と河原石が残存していることから推定した。炉の底に平石が敷かれ、本住居址の下層に懲構があるとも考えられたが、尼

囲の撹乱が著しく不明である。

第 131図 八千原遺跡 B地区第 14号住居址、炉址実測図
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ずう

遺構番号

遺構図版

遺物図版

第132図

第197図

N16Ell-15,16,25126

聰腕模

平

主

規

円形

N-23° ―E
3.35× 3.33

1黒褐色土

(炭化物を多量に混

入する。)

斧鯉願協盤塚,電冥4融ピ原尾埋薬霞舟宅子
け`剖施経してぃ

密笙層賛窓叢葉伝綴 鴨 基 鷺 鷲
している。両住El■の焔 差はα

“

mあ鉄 A4LEIILが下である。床面は堅く締まる。

第 132図 八千原遺跡 B地区第 15号住居址、炉址実測図
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道村番↓チ

赳帯il※ V阪

遺物屎,阪

B-17手チイI:九 」士IL

第 1331叉 |

夕を197、  198昼珂

位置
(グリット)

N15Ell-37,38,39,42,

43,44,

平面形態

主莉1方位

規  模

柄銃形

N-10° 一E
480× 525

壁高

床高

(W)l106～ (E)00

聡奸径XttR
P7

1〕 10

(0.29× 026 X O.13)P2 (026X031 ×0.15)P3 (0.31X033 X O.17)

(025X025X012)P5 (035X035 X O.13)P6 (028X029X O,08)

(032X040X017)P8 (0.26× 0.28 X O.18)P9 (0.34× 028X017)
(0,30 X O.27 X O.15)

覆

　

土

1黒褐色土

(骨片混入)

炉 ⊆珈I方膨
tuIも r企ヽ x島★n言、

中央
N-10° 一E
O.88～ 078

覆土
備考 拷譜急継 静F輩静籠年だ笠蠣彰]と雲ゼ:灘騒予孝融(

備

考
輩畿た蒲受そ踏芹ど徒、圭塗卍8癖層野罵二I毎置誓祢剥場緒瀦絆需澁I体

部と張出し部の接点は062 X α窮の河原【
いる。張出 し部は平石や偏半の河原石が敷か

れ、その悧PHに は河原石が配世されていたと推定できる。

第 133図  八千原遺跡 B地区第 17号住居址、炉址実測図
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く

嗅
＼♂ 沸 デジ

々

0              2m

号
阪
阪

秀
図
図

構
構
物

Ⅵ運
】辿
遺

B-18↓ ナイ|九 1均 [

剪11341票 |

第 198図
洲韓)

N15E10-87,88,93194 平面形態

主軸方位

規  模

不明

N-35° ―E
不明

床高 54795～ 54800

IL穴 (長径 X短径
X深 さ)

覆

　

土

1黒褐色土

炉 年lllll方府
悦機 (令 障×齢大幅 )

不り」
N-35° 一W
007× 0.65

土
考

覆
備

l黒褐也土

備

考

19号住居

"「

に切られると

“

に定される。炉を1の みが検出され、平山,レ等は不明である。2枚の平石が炉の北側に敷か
れている。

第 134図 八千原遺跡 B地区第 18号住居址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-19号住居址

第 135図

第 198図
(舟昴)

N15E10-85,86194,95 態

位

模

形

方

面

軸

平

主

規

円形 ?

N-5° 一E
4.85× 4.61

床高 547.82～548.09

聡掃径×短ョ珊 ::登 &:二 登浄8髯 恐::登浄欲浄:駅
門⑩お7 X α24×側の

覆

　

土

1黒褐色土

炉
ほ
主軸方

規模 (李星 x! 幅

自
立

献

中央 ?
N-5° 一E
O.42-0。 55

土
考

覆
備

1黒褐色止

備

考

18号住居址を切ると推定される。19号住居址と同様に、炉址のみ検出され、平面形等は不明である。

第 135図 八千原遺跡 B地区第 19号住居址、炉址実測図
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第 136図 八千原遺跡 B地区第20号住居址、炉址実測図

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-20号住居址

第 136図

第 199図
(舞昇)

N15E10-47,48,53,54161 平面形態

主軸方位

規  模

(柄鏡形)

N-48° 一E
5.38× 5.46

床高 547.83～548,05

蜂ざ掃径Xttq乱 濫登締登&8髭 脇登絵笠&8路 紹霊筋登暫|

P7 (0.29× 0.30 XO.12)P8 (0.24× 0.25X007)P9 (0.19 X O.21X O,15)
覆

　

土

1黒褐色土

炉 竪軸方層
婦膜 (全長 X最大幅 )

中央

0.40～0.41

土
考

覆
備

1黒褐色土
河原石を使用した石四炉で、炉石は一部火熟を受けていた。後世のBgrJF7k]
事により撹乱され形態は不明である。

備

考

張出し部の規模は1.25× 1.08である。平石の並びにより主体部が円形の敷石住居址と推定できる。床上の石は住庭
北側と南側に部分的に敷かれているが、北側は平偏の河原石で、南側は平石である。
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選構番号

遺構図版

遺物図版

B-21号住居址

第 137図

第 199図

位置
(ケリット)

N14Ell-39140,41,42 態

位

模

形

方
苅
罰
規

円形

N-13° 一E
4.60× 392

高

高

壁

床
(S)008～ (N)Op

群粂ざ掃
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色土

炉 竪軸方層
規模 (令岳 x最大幅 )

驚各裏戸生E
O,62× 0.65

土
考

覆
備

1黒褐色上 (焼止を混入する。)

炉石は崩壊あるいは抜けていて形態ははっきりしない。炉底は赤く焼け、しJ

っている。

備

考

住居也L南luに鉄平石の平石が並んで敷かれている。その他床面全体に河原石や平石の破片が散在している。

第 137図 八千原遺跡 B地区第21号住居址、炉址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-23号住居址

第138図

身導199、 200E雪

溺昇)

N14Ell-57,58,64,65 平面形態

主軸方位

規  模

円形 ?

N-40° 一Ⅵ

4.60× 4.17

床高 547.47～547.56

聡 掃

径 X短

ョ 珊 :I登 &::瑠 8罷

①

…

30× αOの 出 ① ,OXα Ю Xり

覆

　

土

1黒褐色土

炉
恒  置
主軸方位

規模 (全長X最大幅 )

Ｗ．
６７

？

４０

×

椒

Ｎ
．
０
・
６７ 濡差

1黒褐色土 (焼土プロック状に混入する。)

炉石等は無く、形態も不明である。

備

考

13号住居址と隣接して検出され、13号住居址を切ると推定される。

第 138図 八千原遺跡 B地区第 23号住居址、炉址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-24号住居址

第 139図

第200図
溺雰)

N14Ell-991100
N15Ell-1,2

平面形態

主軸方位

規  模

柄鏡形

N-5° 一E
6,76× 7.07

床高 547.65～547.76

讐傑ざ昇
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色粘質土

炉 呈軸方層
規模 (令長 x最大幅 )

ギ各静⊇ぎ
0.64 X O,76

土
考

覆
備

1黒褐色土
河原石を使用した方形の石囲炉で、炉石は人熱により割れ、一部赤色を呈す
る。炉胎土器が正位に埋設されている。

備

考

37号住居址を切ると推定される。張出し部の規模は2.60X2.40で 、円形または隅丸方形の平面形態をなし、床面には外側1列のほか碧
石がなく、河原石が散在しているが、三方の壁は厚手の河原石で1～2段の石積みにより構築されている。主体部は張出し部に比べると鶏
石も無く形態も不明である。

第 139図 八千原遺跡 B地区第 24号住居址、炉址実測図
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第 140図 八千原遺跡 B地区第 25号住居址、炉址実測図

課
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-25号住居址

第140図

第 200、 201図

湯昇)

N15Ell-3,18,19 平面形態

主軸方位

規  模

柄鏡形

N-46° 一Ⅵ

5.60× 3.82

床高 547.69～547.78

韓ざ昇径
Xttq丑

脇横檻横浄B髯 継横豚Ⅲ粧1中“
X陀7X∝0

覆

　

土

1黒褐色粘質土

炉
位
主軸方

規模 (全長 XI

自立
繭

雫公顧生桁
0.84× 0.76

土
考

覆
備

1黒褐fL十

4個の河原石を使用 した石囲炉で、火熟を受け破損 している。炉内部に上器お

埋設されている。

備

考

35号住居址を切る。張出し部3.00 X l.72。 主体部の敷石は部分的にしか認められず、平面形は不明である。張出し部の両側には向か▼
て左に直径12cmの疑灰岩製の石棒と、右に一辺13cmの安山岩製の三角の石柱が床面より20cm前後突出して縦に立てられていて、ど老
らも上部が欠損している。
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第 141図 八千原遺跡 B地区第 26号住居址、炉址実測図

遺hll器 を

遣hli図版

遣物図版

B-26号住居蜘「

第141図

第201図

位置と
(グリット)

N15E10-30
N15Ell-21,22,39,40

平面形態

主軸方位

規  模

柄鏡形

N-50° 一E
3.90× 3.40

床高 51766～ 54779

頸 ざフ

酢

咽

H∽ Xい 伽 の 蜘 別 櫛 X∝ 9

覆

　

土

1黒褐色土

炉
1互   直

主瑚I方位
規模 (全長 X最大 1品 )

中央 ?

不明
0.56× 065 需姦

1黒褐色± 2赤褐色土 (焼止 を多く混入する。)

撹乱が苦 しく、炉の正確な形態は不明である。炉内に土器が埋設されている(

備

考

張出し部の規模は278 X l.56mで 、比較的厚い安山告の平石が 2アけから3ク」に敷かれている。特に南端部には大きな (50cm前後の)

原石を積んでt脩築されている。主体部のプランは不明である。
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第 142図 八千原遺跡 B地区第 28号住居址、炉址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-28号住居址

第142図

夕を201、  202Eコ

位置
(クリット)

N14E10-41,42,59,60 平面形態

主軸方位

規  模

方形

N-45° 一E
2.91× 3.05

高
高

壁
床

(N)α08～ (S)0つ

群粂ざ昇
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色土

炉 笙苅I方屈
tFl構 (今岳x品大hitう

守各45° 一E
O.60× 0.53

上
考

覆
備

1暗茶褐色± 2暗茶褐色土 (焼土プロック状混入)

河原石を使用した石囲炉で、石は火熟を受け赤色を呈している。内部に上器
が、覆土中に微少の焼上が含まれていた。

備

考

主体部の主に南束部に敷石が敷かれ、北西部にはみられなかった。敷石には鉄平石を用い、その周囲に丸い河原石を巡らしている。鉄耳
石の内、一辺30 cm以上の石はH枚使用され、最大の石は縦92cm、 横88cm、 厚さ5cmか ら7cmである。
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第 143図 八千原遺跡 B地区第 29号住居址(炉址実測図

0              2m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-29号住居址

第 143図

宴著202屁目

(舞昇)

N15E10-55,56

聰婉模

平

主

規

円形 ?

不明

4.12× 4.02

高

高

壁

床
(N)α07

547.80～54775

1褒ざ昇
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方屈
規模 (全長x最大IBう

土
考

覆
備

備

考

炉等は検出されなかった。床上には河原石が散在している。
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第 144図 八千原遺跡 B地区第 30号住居址、炉址実測図

0              2m

遺構番号

遺構図版

遺物図版

B-30号住居址

第 144図

第202～205図

位置
(ケリフト)

N16Ell-39,40,41,42 態

位

模

形

方
輛
帥
規

柄鏡形

N-5° 一E
5.81× 4.35

床高 548.29～548.39

帯褒ざ昇
径X短径

| 覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方属
規模 (全長 x最大幅 ) 胸中×０・６３

椒
Ｎ．噛

土
考

覆
備

1黒褐色土
河原石を4個使用した石囲炉である。炉石は火熟を受けて痕がみられるが、呼

上等は確認されなかった。

備

考

住居址北側は調査区外である。主体部ヽ 張出し部の平面形態は不明である。張出し部には偏平の河原石が4EEよ り主軸方位に沿って一ア

敷き詰められている。その他にも張出し部の周辺にも河原石が多く検出されているが、同住居址のものか、他の重複した過博のものかり
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第 145図 八千原遺跡 B地区第 31号住居址、炉址実測図
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考
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1黒褐色土 (焼土ブロック状混入)

2赤褐色土 (焼上ブロック状混入)

備

考

張出し部の規模は2.96 X O.85で ある。主体部と推定される場所に十字のトレンテをいれてみた。床に赤褐色を呈して焼け堅くしまった
部分が検出され、その覆土には土器が正位に埋設されており、これが炉と推定されるが、形態等は不明である。
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床高 548,11～ 548,19
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考

住居勾L束側は調rE区外である。偏平の河原石が一列に並んでいて、これを敷石住居址の張出し部ととらえた。

第 146図 八千原遺跡 B地区第 32号住居址実測図
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「を囲った遺構がある。

第 147図 八千原遺跡 B地区第 33号住居址実測図
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25号住居址の床面に河原石で並べて敷かれているが、その並びの規則性から、25号住居址とは異なる追構と考え

た。

第 148図 八千原遺跡 B地区第 35号住居址実測図
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備

考

24号住居址の床面に河原石で並べて敷かれているが、24号住居址とは異なる遺構と考えた。

第 149図 八千原遺跡 B地区第 37号住居址実測図
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平石が部分的に敷かれている。石の並びから形態や規模を推定した。

第 150図 八千原遺跡 B地区第 38号住居址、炉址実測図
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第 151図 八千原遺跡 B地区第 1号、第 2号、第 3号、第4号土壌実測図
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第 152図 八千原遺跡 B地区第 1号集石実測図
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第 153図 八千原遺跡 B地区第 2号集石実測図
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第 154図 八千原遺跡 B地区第 3号集石実測図
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第 155図 八千原遺跡 C地区第 1号住居址、炉址実測図
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遺物図版
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備

1黒褐色土
河原石を使用した方形の石囲炉であるが三方の石は崩壊している。炉石は火
熱により部分的に赤色を呈してぃる。

備

考

張出し部の規模は2.03 X l.73で 、偏平な河原石を敷いているが、形態は明らかでない。主体部の北側には平石が並んで敷かれているが
その他の部分は敷かれていない。主体部北側に上述の他に炉がもう1つある。(0.58 X OB6)。 これは偏平な河原石を使用した長方形の
炉である。
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第 156図 八千原遺跡 C地区第 2号住居址、炉址実測図
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1黒褐色土
炉石は崩壊していて明確でないが、方形を呈した石囲炉であると考えられる。

備

考

17号住居址に切られる。住居址の南西端に大山岩製の容器が正位に埋設され炉と容器を結ぷ直線上の住居址外に平石が数枚敷かれてt

ることからも、もとは柄鏡形敷石住居址であったかもしれないが、ぃずれにせよ不明確な部分が多い住居址である。
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第 157図 八千原遺跡 C地区第 3号住居址、炉址実測図

遣構番号

遺構図版

遺物図版

C-3号住居lll

第157図
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誌石鞭 用した方形のEEB炉である。姓 はほとんど確認できなか

備

考

平石と偏平な河原石が部分的に敷かれていて、その並びから円形を呈していたことが推定できる。南端には偏平な石を横に立てて壁をモ
くっている。
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張出し部の規模は2.18X l.12で ある。床は平石と偏平な河原石が敷かれ、石と石の間は小さい礫を詰めてある。住居の周囲には偏平で

長方形の河原石を横に立てて並べている。主体部北側は10号住居址に破壊され敷石は無かった。

第 158図 八千原遺跡 C地区第4号住居址実測図
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第 159図 八千原遺跡 C地区第 5号住居址、炉址実測図
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1黒褐色土
炉と推定される場所には土器が上からつぷされたように割れていた。

備

考

住居址北側の床には平石が敷かれている。東側には人の頭大より大きめの大熱を受けた河原石が集まっているが、形態等は不明である。
南側には偏平の河原石が敷かれている。
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C-6号住居畑

第 160図

努ぢ210、 21lEコ

位置
(ケリット)
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1黒褐色土
方形の石囲炉である。炉石はほとんど崩壊していて、南側の石は無いが、平I
を使用していると思われる。

備

考

主体部北半分の床は比較的大きな平石が敷かれている。石と石の隙間には小さな河原石が詰められている。張出し部と推定される場所
には平石が2枚敷かれている。住居址の端は、偏平で長方形の河原石を機にして立てている。

第 160図 八千原遺跡 C地区第 6号住居址、炉址実測図

一 生86-



＝

十

 ́ 9 9
//N16Ell

4__/r夕 韓:つ

お
翠 緻9)

重 t臨

っ      くくごゝ

 `。電臀/メ

も/6■ ,

//6

／
／

／
ｏ

∽

＞

艶

狛

詐
轡
♪

〆
。

′
′
′
０

C｀

とヽこ,を″ミ署/9 0             1m

尋

遺構番号

遺構図版

遺物図版

C-7号住居刻

第 161図

第 211図

位置
(ケリフト)

N17Ell-34,35,45,46,5Z 平面形態

主軸方位

規  模

円形 ?

N-12° 一E
3.32× 4.15

床高 547.62～547.69

帯褒ざ帰径Xttq丑 維併手協霊浄認髯脇登盤登鰯中饂准←°切
覆

　

土

1黒褐色土

炉 望軸方層
旧膳 r今●_x尋 ★ as、

ギ各乙°一E
O.58× 0.50

土
考

覆
備

1黒褐色土

塚冒笹亭嬰音吾1をP撒醜撃泉乱纏選R報電子
た珈 囲炉Ч

備

考

平石が部分的に床に敷かれている。柱穴の並びから規膜や形態を推定した。炉の内部には土器が正位に埋設されている。

第 161図 八千原遺跡 C地区第 7号住居址、炉址実測図
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第 162図 八千原遺跡 C地区第 3号住居址、炉址実測図
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2螂 笠
炉の内部には土器が埋設されている。
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床には平石が部分的に敷かれている。住層の形態等は不明確である。
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第 163図 八千原遺跡 C地区第 9号住居址、炉址実測図
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P4 (0.28 XO。 25 X O.15)P5 (0.30 X O,35 X O.11)P6 (α25XO.25 X O,11)
P7 (0.28 X O,28 X O.20)P3 (0.24 X O,24 X α10)

1黒褐色土

1黒褐色土

累層預皇筆票とをで亀髪?隔軍F&炉底は赤褐色を呈して締まっている。

額を客宏妹膏霧髯垢音悪祭警宏髪Iキをと
F]髯:母景,塔岳急ラ景整登彗冷辞傘:稔F音

?黒写原を:て
ている。三角形を櫛或して

南側には偏平の河原石を立ててIE石にしてぃ
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第 164図 八千原遺跡 C地区第 10号住居址、炉址実測図

遺構番号

遺補図版

遺物図版

C-10号住居址

第 164図

第 212、 213区

位置
(グリット)

N16Ell-516,15,16 平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-45° 一Ⅵ

5,10× 5,88

壁高

床高

(S)0.03

548.43^‐ 548.55

蜂 ざ掃
径X短

ョ

H QVX∞ 4X側 0毘 Q寝 枷 ×側 め

覆

　

土

1黒褐色土

炉
恒  直

主lllll方 位
主91th r仝鳥 x罫 ★ 由鼠ヽ

中央
N-45° 一W
l.24× 1.11 儒考

1黒褐色土
河原石を腱用した大型の石囲炉であり、炉石は方形をつくっている。

備

考

4号住居址に重腹して上層に構築された住居址だが、4号住居址を破壊 して作られている。床は軟弱である。規模は本調査で確認された

中で拍較的大きかった。
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第 165図 八千原遺跡 C地区第 11号住居址、炉址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物図版

C―■号住居址

第 165図

第213図
(舞昇)

N16Ell-78,79,82,83 幸面形態

主軸方位

規  模

円形 ?

N-20° 一M
3.48× 3.65

床高 549.15～ 549.21

聴 ざ昇
径X短

ョ
蜘

“

xtt X的の 珈 弱 X明 9× mめ 申 心 x∝Ox陀っ

覆

　

土

1黒褐色土

炉 笙lMI方経
規模 (令岳 ×最大幅】

中央束寄 り
N-20° 一W
O.50× 0.42

覆土
備考

1黒褐色土

4個の河原石を使用した方形の石囲炉である。焼土は確認されなかった。

備

考

炉石の南側に平石と偏平の河原石が2枚並んで敷かれている他、敷石は確認されなかった。柱穴の並びにより住居址の規模を推定した
が、平面形態等は不明である。
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遺構図版

遺物図版

C-12号住居址

第 166図

第213図
洲耳)

N17Elユ ー2,18,19,20,21,

22,23

平面形態

方位主軸

規  模

円形

N-45° 一葛

5,85× 4.90

床高 547.54～547.66

管粂ざ昇径X短径
1丑 |&::横 &::釜 &器;誕 |:::横 μ騒登&::;露 t&:「 装&::登 &二〔; 覆

　

土

炉
位
主軸方

tOtt r全辱 x
置立
鵡

土
考

覆
備

備

考

住居址南側に平石と偏平の河原石が5枚敷かれている。また6個の柱穴はほぼ円形に並んでいる。人の頭大の河原石や、漁卜の石ををし

く含む層中にあり、形態等は不明である。

第 166図 八千原遺跡 C地区第 12号住居址実測図

―- 192-―



４

‐

54960
-ド

9       1       lm

A~

/

詐
ヽ
Ｄ

ｒ

０

0          1ド

54940

「

ザ

'

遺構番号

遺構図版
遺物図版

C-13号住居址

第 167図

斜彗213、 214Eコ

沸昇)

N17Ell-8113128

醐劫騨

柄鏡形 ?

N-18° 一E
3.70× 2.92

高

高

壁

床
lW)0∝～ (9∞
54938引 開併ω

群棗ざ昇径×短q
覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方屈
規模 (本長 x最大輸

中央南寄り

0.45 X O.60 騨
1黒褐色土

焼土など検出されず形態は不明確である。

備

考

床には平石の破片が散在する。張出し部を有する数石住層址であったかもしれない。

第 167図 八千原遺跡 C地区第 13号住居址、炉址実測図
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遺構番号

遺構図版

遺物区版

C-14号住居也と

第168図

安も214、  215Eコ

位置
(グリクト)

N16Ell-35,36,37,44,

45,46

平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-20° 一Ⅵ

4.80× 4.85

壁高

床高

(N)030～ (Sj∝ Ⅲ

聡掃径X短q洲と,横 &::岳 &〔酬制:I登浄:I装 &】8P3ω
お5×α35X α00

覆

　

土

1黒褐色土

炉
便
主取I方

規I莫 (全長 Xi 幅

重
立

献

謬挿牲w
O.95× 0。72

土
考

覆
備

1黒茶褐色上 2赤褐色土     河原石を使用した方形の石囲炉である
が、一辺に石を2個ずつ並べて使用し隅に小さい石を配している。炉底は焼り
て堅くしまり炉内に土器が逆さに埋設されている。

備

考

全体的に床面は軟弱である。住居址の大きさに比べて炉が比較的大きい。

第 168図 八千原遺跡 C地区第 14号住居址、炉址実測図
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第 169図  八千原遺跡 C地区第 16号住居址、炉址実測図

M寵1199

遺構番号

遺構図版

遺物図版

C-16号住居址

第 169図

第216図
溺孫)

N16Ell-27,28,32,33 平面形態

主軸方位

規  模

円形

N-0°
3.92× 4.10

壁高

床高

(S)α 14～ (N)0.I

5な190～ 54898

聡 ざ戸

群 短q丑
耀 登耀 登認

蜘

“

准鶴餡 れ け 鞭

“

准∝%初

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方屈
規模 (全長 X最大幅)

辞誉0。

0.48× 0,60

土
考

覆
備

1黒褐色止

瑕偏写完F用
した方形の石囲炉である。擾土からは焼上がほとんど検出され

備

考

床面は比較的平らで堅くしまっている。覆土には人の頭大の河原石を含んでいた。

- 195-―



4

ｏ、中剖剖拍丸！‐‐‐‐‐――――――――ｌｌ１／／／・‐‐∞

調査区域外

需

酌

離

構

構

物

遺

遺

遺

C-17号住居址

第170図

第216図
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土
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炉
位
主軸方

婦造
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尋 x 福

目
立

献

明
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不

土
考

覆
備

1黒褐色土

備

考

調査区の中で水はけが悪く、調査の環境が最も悪い場所にあったため、不明な点が多い。

第 170図 八千原遺跡 C地区第 17号住居址実測図
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第 171図 八千原遺跡 C地区第 18号住居址、炉址実測図
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合鯵
電Q

遺構番号

遺構図版

遺物図版

C-18号住居址

第 171図

第216図
沸昇)

N16Ell-7,8,13,14 平面形態

主軸方位

規  模

柄鏡形

N-65° 一E
3.45× 3.14

床高 548.49～ 548.53

孝棗ざ昇径Xttq盈 恐:ォ ,話 :毎 &iイ 髯恐欲&::登縦8島
Q25Xは拗X α2つ

覆

　

土

1黒褐色土

炉 呈軸方属
規模 (全岳 x最大幅う

守各凝戸生E
O.65× 0.53

土
考

覆
備

1黒褐色土

呆隔写法唇Fし
た石囲炉である報 われるが、炉石が欠損 してお り、形態等日

備

考

張出し部には平石が一部敷かれており、その規模は1.57 XO.87である。主体部には敷石は見られなかった。

- 197-



4

涸

。塔
ｒ
キ

τ

　

　

　

ｓ

遺構番号

遺構図版
遺物図版

C-19号住居4[

第 172図

第216図

位置
(ケリット)

N15Ell-98,99
N16Ell-2,3,4,

態

位

模

形

方

面

軸

平

主

規

柄鏡形 ?

N-45° ―E
不明

高

高

壁

床

(S)O05～ (N)Oa

54826～ 548.36

群褒ざ掃
径 XttqH Q∞ 准α距 利 ω

覆

　

土

炉 竪軸方属
輝模 (李岳 x昌大hH)

土
考

覆
備

備

考

張出し部には平石と偏平の河原石が部分的に敷かれていて、その規模は180 X l.05である。主体部の形態規模は不明である。

第 172図 八千原遺跡 C地区第 19号住居址実測図
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遣構番号

遺構図版

遣物図版

C-20号住居址

第 173図

第217図
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(グリット)

N16Ell-26,27,34,35,

46,47
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位

模

形

方

面

軸

平

主

規

柄鏡形 ?

N-20° 一E
3.30× 3,90
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壁

床
(W)α 15～ (N)09
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径X短径
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1黒褐色土

炉 竪軸方層
規I吏 (全長 X最大幅)

鴛各硬戸生E
O.58× 0.47

土
考

覆
備

1黒褐色土
炉石は確認できなかった。

備

考

平石と河原石が散在する。住居址の端に偏平の平石が立てられていた部分が残る。柄鏡形の敷石住居址であった可能性がある。

第 173図 八千原遺跡 C地区第 20号住居址、炉址実測図
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第 175図 八千原遺跡 C地区第 2号、第 3号、第 5号、第 23号、土境実測図
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第 176図  八千原遺跡 A地区第 1号 (1～ 6)第 2号 (7)第 3号 (3)第 4号 (9～ 12)住居址出土遺物
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第 178図 八千原遺跡 A地区第 7号 (1～ 16)住居址出土遺物
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第 179図 八千原遺麟A地区第 7号 (1,2)第 8号 (3～ 7)住居址出土遺物
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第 182図 八千原遺跡A地区第 13号 (112)住居址出土遺物
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第 183図 八千原遺跡 A地区第 13号 (1)住居址出土遺物
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第 185図  八千原遺跡A地区第 16号 (1～ 4)第 17号 (5)住居址出土遺物
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第 186図  八千原遺跡 A地区第 17号 (1,2)住居址出土遺物
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第 187図 八千原遺跡 A地区第 18号 (1)住居址出土遺物
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第 188図 八千原遺跡 A地区第 18号 (1～4)住居址出土遺物
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第 189図 八千原遺跡 A地区第 18号 (1)第 19号 (2～ 9)住居址出土遺物
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第 190図 八千原遺跡 A地区第 19号 (1～ 2)B地区第 1号 (3～ 8)住居址出土遺物
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第 191図 八千原遺跡 B地区第 1号 (1～ 5)住居址出土遺物
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第 192図 八千原遺跡 B地区第 3号 (112)第 4号 (3)住居址出土遺物
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第 194図  八千原遺跡 B地区第 7号 (1～ 5)第 8号 (6,7)第 9号 (3)住居址出土遺物
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第 196図 八千原遺跡 B地区第 13号 (1～4)第 14号 (5～7)住居址出土遺物
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遺構 No

図版 No

2辞  飛廷

種 類
法   量 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  堵

址

・１・・号居蜘

Ａ
住
第

深鉢

縄文

口径
残高4.0
底径
口縁部

1台 :粗砂粒、雲母、石英を多く合七
焼 :良好
色 :(内外)5YR5/8明赤褐

]縁部はやや内湾する。 (外 )

(内 )撫で

址

・２・‐号居蜘

Ａ
住
第

深鉢

縄文

口径
残高7.8
底径
口縁部

胎 :礫、石英を含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR5/6明赤褐

□縁部把手、渦巻状に
隆帯をlL付けた後沈筋
を施す。

(外)

(内 )

A-1号
住  居  址

第 176図  3

深鉢

縄文

口径
残高4.5

底径
‖同菩呂

胎 :石英、金雲母、細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )2 5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/6明 赤橙

(外 )

(内 )

A-1号
住  居  址

第 176図 -4

鉢

　
文

深

　
縄

口径
残高5.7
底径
‖司著ll

胎 :石英、細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR4/6赤褐

(内 )5YR4/31こぶい赤褐

縦位の沈線、列状の束I

突文。
(外 )

(内 )

址

・５・‐号居蜘

Ａ
住
第

土偶

縄文

口径
残高4.8
底径
l同吝呂

胎 :石英、細砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外内)5YR5/4に ぶい赤褐

縦位の沈線文。 (外)

(内 )

址

・６・‐号居蜘

Ａ

住

第

土偶

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :礫、石英、金雲母含む
焼 :良好
色 :(外内)5YR6/6橙

沈線と連続 した束映 文。 (外 )

(内 )

A-2号
住  居  l■
第 176図 -7

深鉢

縄文

口径
残高
底径8.5
1同菩悟

胎 :細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR5/3に ぶい橙

(内 )5YR6/6絶

磨消組文hll成。LR甜と
文回転の後、沈線によ
る区画文を施す。

(外 )

(内 )撫で

A-3号
住  居  址

第 176図 -8

たる

縄文

口径
残高12.5

底径
‖同菩呂

胎 :石英、金雲母
焼 :良好
色 :(外)2.5YR4/6赤 褐

(内 )5YR4/6赤褐

横位の2本 1組の沈線
の間に連続した刺突政
が施される。

(外)

(内 )

A-4号
住  居  址

第 176図 -9

鉢

　

文

深

　

縄

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :粗砂粒、雲母、長石を多く含と
焼 :良好
色 :(外 )5YR4ン/4にぶい赤褐

(内 )5YR3/3極 暗赤褐

日唇部に顎を有する。胴言
は隆帯の区画文により4ゲ

富」され区画内に蛇行沈線】
び綾杉状の短い沈線が施さ
れる。

(外 )

(内 )

A-4号
住  居  址

第 176図 -10

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
医
同

胎 :礫、金雲母、石英含む
焼 :良好
色 :(外 )7 5YR6//6橙

(内 )5YR6//4に ぶい橙

日縁部内面に段を有する。

隆帯に亥1み 目、地に単節4

文が施される。

(外 )

(内 )

A-4号
住  居  llt
第 176図 一ll

深鉢

4と文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :金雲母、石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/8赤 褐

(内 )5YR4/31こ ぶい赤褐

(外 )

(内 )

址

１２一
・４号居卿

Ａ

住

第

深鉢

縄文

口径

篠雇
9'0

打同菩出

胎 :粗砂粒、金雲母含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6絶

(内 )7.5YR5/1褐灰

(外 )

(内 )

A-4号
住  居  址
第 177図 -1

深外

縄文

口径
残高10.5
医径
I同音【

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )2.5YR7/3浅 黄

(内 )10YR6/3に ぶい黄橙

LR縄文を回転する。
(外 )

(内 )

址

・２・４号居卿

Ａ
住
第

深鉢

縄文

口径
残高10,0
底径
打同きH

胎 :粗砂粒、石英、雲母含む
焼 :良好
色 :(外 )7 5YR7/6絶

(内 )7.5YR4/4褐

LR縄文を回転する。
(外 )

(内 )

第 27表 八千原遺跡A地区出土遺物観察表
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類

量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

A-4号
住 居  址

第 177図 -3

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :粗砂粒、石英含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/41こぶい橙

(内 )7.5YR6/2灰褐

平底より立ち上がる。 (外)

(内)箆肖1り

A-4号
住  居  l■
第 177図 -4

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、金雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR4/6赤 褐

(内 )2.5YR2/2極 暗赤褐

平底より立ち上がる。 外

　

内

A-4号
住  居  址

第 177図 -5

深鉢

縄文

口径
残高12.0
嘆径
1同吝[

胎 :粗砂粒を多く含む

焼 :良好

色 :(外内)5YR5/6明 赤褐

平底より立ち上がり、

直線的に上へ向かって

開く胴部に移行する。

外 )

(内 )

(

A-5号
住  居  址

第 177図 -6

深鉢

縄文

口径
残高9.5

医径
1同著呂

胎 :石英、金雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10R5/6赤

(内 )10R2/1赤黒

日縁部に沈線の情円形区ロ
文と渦巻文、胴部を2本 1

組の沈線が垂下し、RL縄
文を縦に回転し、区画内Ⅲ
行沈線文。

外

　

内

A-5号
住  居  址

第 177図 -7

深鉢

縄文

口径
残高H.5
底径6.5
底部～胴部

礫含む
良好
(外)10YR7/3に ぶい黄橙
(内 )10YR6/1褐灰

胎

焼

色

垂下する2条の沈線が

胴部を分割し、RL縄
文を回転する。

(外 )

(内 )

A-6号
住  居  址

第 177図 -8

深鉢

縄文

口径
残高
底径
口縁～胴吉[

胎 :石英、粗砂粒、雲母含む

焼 :良好
色 :(外為)5YR4/6赤褐

口縁部 ヒネリ状隆帯垂下4

分割、情円形区画内交互束
突文及び斜位の沈線、胴ヨ

渦巻状隆帯4単位及び納
の沈線

外

内 箆削り

A-7号
住  居  址

第 177図 -9

深鉢

縄文

口径
残高7.0
底径
口縁部

胎 ;石英、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )7.5YR6/6橙

隆帯と箆による斜線致
による構成。

外

　

内

A-7号
住 居  址

第 177図 -10

深鉢

縄文

口径

篠雇9,0
1同著[

胎 :石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/3明 赤褐

(内 )2.5YR4/3橙

腕骨状H状懸垂文と協
による斜線文による構
成。

外

　

内

A-7号
住 居  址

第 178図 -1

深鉢

縄文

口径
残高7.5
底径
】同菩[

胎 :石英、雲母含む
焼 :良好
色 :(外 )10R5/61こ ぶい赤褐

(内 )10R4/31こ ぷい赤褐

隆帯と斜線文。 外

　

内

A-7号
住  居  址

併3178睡]-2

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)2.5YR5/6明 赤褐

腕骨状H状懸垂文と協
による斜線文、キザミ

隆帯による構成。

外

　

内

A-7号
住  居  址

第 178図 -3

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :微砂粒、雲母含む

焼 :良好

色 :(内外)7.5YR4/3褐

隆帯と沈線による渦着
き文と交互刺突文によ
る構成。

外

　

内

A-7号
住  居  址

第 178図 -4

深鉢

縄文

口径
残高7.5

底径
口縁部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10R4/4赤褐

(内 )10R4/3赤褐

腕骨状H状懸垂文と密
による斜線文。

外

　

内

A-7号
住  居  址

併ヨ178湮]-5

深鉢

縄文

口径
残高4.2
嵐径
口縁部

胎 :石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR3/3浅黄橙

(内 )7.5YR8/2灰 白

小渦文。 外

　

内

A-7号
住  居  址

雰ヨ178図g_6

深鉢

縄文
腰Fお
胴部

胎 :石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10R4/6赤

(内 )2.5YR6/6橙

□縁に平行にキザキ整
帯がめぐり、胴部に
LR縄文が回転される(

外

　

内

第 28表 八千原遺跡 A地区出土遺物観察表
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類

皇塁法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

A-7号
住  居  l■
第 178図 -7

深鉢

縄文

口径

籐雇
9.6

口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/3に よい赤褐

(内 )7.5YR5/41こぶい掲 言3と會嘗をξ】ζ
外

　

内

A-7号
住  居  址

第 178図 -8

深鉢

縄文

９
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5//6明赤褐

(内 )2.5YR7//4淡赤褐

隆帯の渦巻文。 外

　

内

A-7号
住  居  址

第 178図 -9

深鉢

縄文

口径
残高3.0
底径
口縁部

胎 :細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR3/′ 3浅黄オ登

(内 )7.5YR8/1灰 白

口縁部屈曲して外反し、E

唇部に機を持つ。
外

　

内

A-7号
住  居  址
第 178図 -10

深鉢

縄文

８
，

部

唯
蠣
醒
瞭

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR4/6赤 褐

塔状突起の把手。 外

　

内

A-7号
住  居  址

第 178図 -11

深鉢

縄文

口径
残高8,7
底径
口縁部

麒
財
い
⑪

胎
焼
色

雲母含む

5YR4/41こぶい赤褐
5YR4/2褐灰

塔状突起の把手。 外

　

内

A-7号
住 居  llL
第 178図 -12

深鉢

縄文

５
。

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR4/4に ぶい赤褐

唇状突起の把手。 外

　

内

A-7号
住  居  址

第 178図 -13

深鉢

縄文

口径
残高4.0

底径
底部

胎 :石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR4/6赤 褐

(内〉5YR4/41こぷい赤褐

平底。 外

　

内

A-7号
住  居  址
第 178図 -14

架鉢

健文

口径
残高7.5
底径
底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/6明 赤褐

(内)5YR5/3に ぶい赤褐

平底。 外

　

内

A-7号
住  居  址
第 178図 -15

深鉢

縄文

口径
残高3.6

医径
嘆著B

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10R4/4赤褐

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

平底。 外

　

内

A-7号
住 居  址

第 178図 -16

深鉢

縄文
籐雇

Z3

底部

胎 :石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10R3//6暗赤

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

平底。 外

　

内

A-7号
住  居  址
第 179図 -1

土製
円盤

縄文

平面3.8

×4,2

厚さ1.0

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/6明赤褐

(内 )7.5YR4/6褐

円文区画LR縄文回転。 外

　

内

A-7号
住  居  址

第 179図 -2

土偶

縄文

残高7.

厚さ2.

脚部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6ノ/4にぶい橙

(内 )

外

　

内

A-8号
住  居  址
第 179図 -3

深鉢

縄文

口径

籐厘
16.5

口縁部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/6明 赤褐

(内 )7.5YR5/41こぶい褐

回線部箆状工具による湧謗
の渦巻連弧文、胴部2本¢
沈線による懸垂文を施す。
しR縄文を縦、横に回転す
る。

(外)撫で

(内)撫で

A-8号
住  居  址

第 179図 -4

深鉢

縄文 立
呻

・
０

底

２０
　
”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7ノ/3にぶい橙

(内 )7.5YR6/2灰褐

綿期鶏式島
縄文回転。

外

　

内
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遺構

図版

Ｏ

　

　

Ｏ

Ｎ

　

Ｎ

器 種

種 類

量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

A-8号
住 居  址

第 179図 -5

深鉢

縄文

口径
残高23.5
底径
胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR6/6橙
(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

頸部に弱いくびれを持つ。

隆線による渦巻文、懸垂

文。区画内LR縄文回転。

外

　

内

A-3号
住  居  址

第 179図 -6

栗鉢

健文

口径
残高16.5
底径
打同菩|

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )7.5YR5/4に ぶい褐

RL縄文と沈線による

時成。

外

　

内

A-8号
住  居  址

第 179図 -7

深鉢

縄文

口径
残高16,0

唇矮～胴吉十

胎 :石英、雲母、細砂粒含J
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部沈線による連霧
した渦巻文、胴部懸亜

文。LR縄文を縦、横
に回転する。

外

　

内

A-8号
住 居  址

第 180図 -1

深鉢

縄文

晟管】♀:〕
底径
口縁～胴部

石英、雲母、粗砂粒含む

良好

(外)7.5YR7/4に よい橙
(内 )7.5YR6/2灰褐

胎
焼
色

日縁部渦巻文と崩れた区ロ
文力蛭結して入り組んで厚
開する。1同部は5単位のυ
線の文様構成によって舛
される。

い
熊
⑪
績

炉内埋設

址

・２・８号居蠅

Ａ
住
第

土製
円盤
縄文

平面4.2

×4.4

厚さ1,0

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR4/4に ぶい赤褐

(内 )7.5YR5/6明褐

外

　

内

A-8号
住 居  址

第 180図 -3

深鉢

縄文

16.0

～】同菩I

胎:石英、雲母、細砂粒含む
発:良好
艶:(外 )5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/41こ ふい赤褐

把手付深鉢も日縁部は無)

で3本の沈線が胴部上位互

区画より垂下している。厖
画内Rし 縄文回転施文。

外

　

内

A-9号
住  居  址

第 180図 -4

深鉢

縄文

ll,4
7.0
～底菩I

胎 :石英、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5/6明赤褐

(内 )2.5YR3/1暗赤灰

楕円区画文が縦と横に連名
して施され、横位にめぐえ
沈線と波状沈線と爪形状ワ
刻ロカ胡同部を横に分割す
る。

(外)撫で

(内)撫で

A-9号
住 居  址

第 180図 -5

深鉢

縄文 索絲
5

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR7/4に ぶい橙

日縁部2本の隆帯によ
る速弧文、区画内箆漱
工具による斜線文が加
される。

外

　

内

A-10号
住 居  址

第 180図 -6

深鉢

縄文

口径
残高4.0

底径
日縁部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR2/2極暗赤褐

(内 )2.5YR4/6赤褐

口縁部に横位に隆線と
連続する刺突文が施さ
れる。

外

　

内

A-9号
住 居  址

第 180図 -7

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(内外)7.5YR6/6橙

平底。 外

　

内

A… 10号
住  居  址

第 180図 -8

深鉢

縄文

口径
残高12.0

僑鍮

雲母、細砂粒含む

5YR5/6明赤褐
7.5YR5/31こぶい褐

穣
餅
い
ω

胎
焼

色

H状懸垂文、撚 りの不明カ

縄文が回転される。

外

　

内

A-11号
住  居  址

第 181図 -1

深鉢

縄文

口径

鷺昂

9・ 0

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR5/2灰 褐

把手付深鉢。沈線と東I

突文が施される。

外

　

内

A-11号
住  居  址

第 181図 -2

架鉢

縄文

口径
残高6.0
底径
胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/41こ ぷい橙

(内 )7.5YR5/4にぷい褐

外

　

内

A-11号
住  居  址

第 181図 -3

深鉢

縄文

口径
残高5。 4

底径
胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR3/4浅黄橙

(内 )10YR3/2灰白

陸帯と沈線の文様騰廃 )(外

(内 )
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

A-11号
住 居  址
第 181図 -4

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

平底。 外

　

内

A-12号
住  居  址
第 181図 -5

深鉢

縄文

５

０

　

同

２ ６

２ 〇

　

一

唯嚇離瞭

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)7.5YR6/3に ぶい褐

反 りぎみの胴部より顕部髪
経て内湾ぎみに開 く口縁書
に至る。日唇に刻目が施だ
れ顕部以下沈線と刺突文伏
よる構らお

(外)撫で

(内)撫で

A-12号
住  居  址

第 181図 -6

深鉢

縄文

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR7/4に ぶい褐

平底より大きく内側に
向かって立上がり、反
りぎみに内傾する胴部
へ移行する。

(外)撫で

(向 撫で

削り

A-13号
住  居  l■
第 181図 -7

深鉢

縄文

口径

陰雇
15.6

口縁部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10R5/4赤褐

(内 )2.5YR4/2灰 赤

□縁部にS字状の隆辞
を施した後LR縄文を
施文。

外

　

内

A-13号
住  居  址

第 181図 -8

深鉢

縄文 立
ロ

７
０
底

８
．６
．
”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR6/8橙

平底より立上がり張り
の無い胴部に至る。
RL縄文回転施文。

外

　

内

A-13号
住  居  址
第 182図 -1

深鉢

縄文
部
Ｖ

・
２

・
０
底

５２
‐０

”

径
高
径
部

日
残
底
胴

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR6/6橙

平底より立上がり、外反き

みに大きく開く胴部からそ
のまま内湾ぎみの日縁部に

至る。LR縄文を回転する(

外

　

内

A-13号
住  居  址
第 182図 -2

深鉢

縄文

28.0
9.6

～底部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR7/8橙

(内)5YR6/4に ぶい橙

平底より立上がり張り
の無い胴部に至る。
RL縄文回転施文。

外

　

内

A-13号
住 居  址
第 183図 -1

深鉢

縄文

口径41,0
残高43,0
底径
口縁～胴部

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/31こぶい橙

(内 )7.5YR4/4掲

日縁部ヒネリ状隆帯垂下4
分割、及び楕円形区画棘
互刺突文。胴部蕨手状懸巨
文4分割、大柄渦巻文、斜
緻 。

(外)

(内 )撫で

埋喪

A-14号
住  居  址

第 184図 -1

深鉢

縄文

口径
残高17.0
底径
口縁～胴菩「

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR4/4に ぶい赤掲

(内 )10YR6/41こ ぷい黄橙

口縁部内側に強い稜を経R
屈曲して大きく開く。陽
を施した後RL縄文を斜位
に回転させている。

外

　

内

A-15号
住  居  址

第 184図 -2

深鉢

縄文

日径

篠雇
7.0

日縁部突起

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR4/8赤褐

(内 )2.5YR4/6赤褐

隆帯と斜線文。 外

　

内

A-15号
住  居  址
第 184図 -3

深鉢

縄文
農啓

お
口縁部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR4/8赤褐

(内 )2.5YR2/2極暗赤褐

口縁部内側に隆帯を肥
着して段をつくる。E
縁部より蕨手状懸垂致
と平行沈線文。

外

　

内

A-15号
住 居  址
第 184図 -4

深鉢

縄文

口径

唐雇
6.0

胴菩|

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR2/2黒 褐

(内 )2.5YR4/6赤褐

H状懸垂文、区画内繊
杉状沈線文。

外

　

内

A-15号
住  居  址
第 184図 -5

深鉢

縄文

醒姉離
唯

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR4/8赤褐

(内 )2.5YR4/6赤褐

□縁部内側に折り返し
て肥厚する。

外

　

内

孵蜘４図．６

・
　

・‐８

Ａ
住
第

深鉢

縄文

口径

震雇
12.4

〕同喜[

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR4/2灰褐

箆状工具による沈線の
区画文と刺突文および
RL縄文の構成。

外 )

(内 )

(
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遺構

図版

No

No

器 種

種 類
法 皇

皇 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

A-15号
住 居  址
第 184図 -7

深鉢

縄文

口径
残高7.7
底径
底部

胎 :石英、雲母、微砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )5YR4/1褐 灰

指頭圧痕。 外

　

内

A-15号
住  居  址

第 184図 -8

架鉢

健文

口径

篠雇
5.3

底部

胎 :石英、雲母、微砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR5/2灰褐

指頭圧演。 外

　

内

A-15号
住  居  址

第 184図 -9

架鉢

健文

径
高
径
部

口
残
底
頸

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

橋状把手。 外

　

内

A-15号
住  居  址

第 184図 -10

架鉢

l・4文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、細砂*立含む

焼 :良好
色 :(外)5YR7/4に ぶい橙

(内 )5YR3/2暗 赤褐

平底。 外

　

内

A-16号
住 居  址

第 184図 -11

栗鉢

縄文

口径
残高13.8
底径
胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR7/4に ぶい橙
(内 )5YR3/2暗 赤褐

糾
程朗
尊

外

　

内

A-16号
住 居  址
第 184図 -2

架鉢

健文

５
，

部

聡賄靡
聰

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )2.5YR6/6橙

(内)5YR3/4淡 橙

外

　

内

A-16号
住 居  址
第 184図 -13

深鉢

縄文

口径

篠雇
4.3

胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/4褐

(内 )7.5YR5/6明褐

外

　

内

A-16号
住  居  址

第 184図 -14

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/2灰 褐

(内 )7.5YR6/3にぶい褐

外

　

内

A-16号
住  居  址

第 184図 -15

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR7/6橙

頚部にキザミ隆帯を横
位に施す。把手付着C
腹跡有り。

外

　

内

A-16号
住 居  址

第 184図 -16

架鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5/6明赤褐

(内 )7.5YR6/6橙

腕骨状のH状懸垂文、
綾杉状沈線文。

外

　

内

A-16号
住  居  址

第 184図 -17

深鉢

縄文

口径
残高5.0
底径
胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )2.5YR5/8明赤褐

(内 )5YR4/3に ぶい赤褐

外

　

内

A-16号
住  居  址

第 184図 -18

架鉢

偲文

口径
残高7.0
底径
】同菩ll

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR5/8明 赤褐

キザミ隆帯による区匹
文。区画内条線文。

外

　

内

址

１９

鰐
居
４図．

・　

　

‐８

Ａ
住
第

梁鉢

饉文

口径
残高7.8
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
院 :良好
色 :(外)2.5YRS/8明赤褐

(内 )5YR4/3に よい赤褐

日縁部に縦位の隆帯カ

施される。

外

　

内

A-16号
住  居  址

第 184図 -20

離
健文

６
．

部

醒姉靡
睡

胎 :石芙、雲母、細砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

有孔鍔付土器。 外

　

内

第 32表 八千原遺跡A地区出土遺物観察表
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遺構No

図版No

器種

種類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備考

A-16号
住  居  址

第 185図 -1

深鉢

縄文

口径
残高6.8
瞑径
瞑菩【

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 i良好
色 :(外)5YR5/8明赤褐

(内 )7.5YR3/2黒 褐

櫛描条線文による渦モ
状の文様。

外

　

内

A-16号
住  居  址
第 185図 -2

深鉢

縄文

口径
残高3.4
底径
底部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )5YR4/2灰褐

上げ底ぎみの平底。 外

　

内

A-16号
住  居  址

第 185図 -3

浅鉢

縄文

口径
残高6.5
直径
同著[

胎 :石英、細砂1立含む
焼 :良好
色 :(外 )2 5YR3/3淡 黄

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

□縁部近くの文様は雲
状工具による沈線文。

外

　

内

A-16号
住  居  址

第 185図 -4

深鉢

縄文

28。 2

～l同著|

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(内外)5YR6/6橙 g辞鵜

(外 )

(内 )

で
　
で

撫

撫

A-17号
住  居  址

第 185図 -5

深鉢

縄文 立
ロ

０

　
　
同

Ｗ

　

”

醒姉酪
唯

H台 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内)2.5YR4/4に ぶい赤褐

□縁部横位の沈線、支
の上位に刺突文。胴喜
縦位の条線文。

(外 )

(内 )

A-17号
住 居  址
穿j186睡g_1

深鉢

縄文

口径33.5
残高29,8

底径
口縁～胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 ;良好

色 :(外 )5YR6/3にぶい権
(内 )5YR6/2灰褐

口縁部 4単位の渦巻状隆宕
と横位楕円形区画、胴部十

本 1組の垂下沈線 7分害J

日縁部区画内Rし、胴部LI

縄文。

(外 )撫で

(内 )撫で

埋型①

A-17号
住  居  址

第 186図 -2

深鉢

縄文

口径
残高42.5
底径
胴音[

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(内外)5YR6//6権

2本 1組の垂下沈線貿
13分割区画内3段 互
RLR縄文を回転する。

外

　

内

埋饗②

A-18号
住  居  址
第 187図 -1

つり手

縄文

口径
残高24.5

囁径
9り 手部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR4/3にぶい赤褐

外

　

内

A-18号
住  居  址

第 188図 -1

深鉢

縄文 立
ロ

０

８

　

同

３４
２４
　
”

径
高
径
縁

口
残
底
ロ

胎 :雲母、微砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

]縁部機位交互刺突え J
婢伏口縁、波頂下より蕨写
仄警垂文、その間に2本 1

阻の隆帯を垂下 し、平行J
察文施文。

(外)撫で

(内 )撫で

埋整②

A-18号
住  居  址

第 188図 -2

深鉢

縄文

躊1■ 5

底径
口縁～胴部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 i良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR4/2灰褐

廼

寺

そ

お

状
隆

文ヽ

子
の
せ
線

報

酪

縁
本
垂
線

日
２
に
沈

鍵
辟

(外)撫で

(内 )撫で

A-18号
住  居  址

第 188図 -3

深鉢

縄文 立
ロ

４

５

　

同

２３
２３

　

”

略籐
睡

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )10YR3/6黒 褐 Ⅷ 章
外

　

内

埋変①

A-18号
住 居  址
第 188図 -4

深鉢

縄文

口径
残高13.0

底径
】同吉|

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(内外)5YR6/8橙

3本 1組の沈線を垂下
させ胴部を分割、区画
内LR縄文を回転さ遭
る。

外

　

内

A-18号
住 居  址
第 189図 -1

架鉢

縄文
暑誹〔
口縁～胴菩「

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR4/2灰褐

日
き

に

日
縄

(外 )

(内 )撫で

埋饗③

A-19号
住  居  址
第 189図 -2

深鉢

縄文

口径
残高9,4

医径
口縁部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR2/4極暗赤褐

(内 )5YR3/2暗赤褐

口縁部内側に稜を宅
て、面を取った日蜃割
に至る。日縁部無文。

外

　

内

第 33表 八千原造跡 A地区出土遺物観察表
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

A-19号
住 居  址

第 189図 -3

深鉢

縄文

口径
残高5,8
底径14.8
底部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)5YR4//8赤褐

(内 )5YR3/6暗赤褐

平底。 (外)

(内 )

A-19号
住 居  址
第 189図 -4

深鉢

縄文

口径
残高7.2
底径
】同著呂

B台 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6//4にぶい橙

3本 1組の隆帯から毛
る懸垂文と斜線文。

(外 )

(内 )

A-19号
住  居  址

第 189図 -5

深鉢

縄文

口径
残高6.8
底径
‖同菩|

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR4/2灰 褐

顎部に横位の腕骨状¢
墜帯がめぐる。

(外 )

(内 )

A-19号
住  居  址
第 189図 -6

鉢

　

文

架

　

鯉

口径
残高6.0
底径
】同音呂

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/3にぶい橙

横位の隆帯に爪形状α

キザミロ、横位平行繊
線文。

(外 )

(内 )

A-19号
住 居  址

第 189図 -7

鉢

　

文

架

　

饉

径
高
径
部

口
残
底
胴

月台:石英、雲母、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)5YR5/4にぶい赤褐

(内 )5YR6/4にぶい権

2本 1組の横位隆帯と、

斜位の沈線文を施文¢

後、斜位の粘土紐文建

施す。

(外 )

(内 )

A-19号
住  居  址
第 189図 -8

深鉢

縄文

口径
残高7.8
底径
I同菩|

胎 :石英、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)25YR5/6明 赤褐

(内 )5YR6/6桂

隆帯と沈線から成る)
様構成。

(外 )

(内 )

A-19号
住  居  址

第 189図 -9

深休

縄文

口径
残高7.1
医径
同部

胎 :石共、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5//8明赤褐

(内 )5YR5/4にぶい赤褐

沈線文。 (外 )

(内 )

A-19号
住  居  址

第 190図 -1

土偶

細文

口径
残高6.9
底径
‖同菩扁

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 i良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

箆状工具による沈鶏
文。

外

　

内

A-19号
住  居  址

第 190図 -2

土偶

縄文

口径
残高3.0、

底径
足部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)5YR5/8明赤褐

(内 )5YR5/8明赤褐

箆状工具による沈覇
文。

(外 )

(内 )

B-1号
住  居  址

第 190図 -3

深鉢

縄文

８
．

部

径
高
径
縁

日
残
底
口

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/4にぶい絶

日縁に平行なキザ ミ隆帯
めぐり、そこから垂下す
隆帯が1同部を分割する。
部にRし 縄文を回転 して
文する。

(外 )

(内)横位の撫

炉より

出土

址

・４

碍
居
蠅

一
　

　

１

Ｂ
住
第

深鉢

縄文

口径
残葛9.7
底径
口縁部

胎 :石英、金雲母、礫含む
焼 ;良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR5/3にぶい橙
:翻!
がす。

(外 )

(内 )

B-1号
住  居  l■
第 190図 -5

深鉢

縄文

口径
残高10.5

底径
口縁部

胎 :石英、金雲母、礫含む

院 ;良好
色 :(外)5YR6/3にぷい橙

(内 )7.5YR5/3に ぶい絶

波状□縁。胴部に沈雅
の区画を施し、区画互

外にRL縄文を転がす(

(外 )

(内 )

B-1号
住  居  址

第 190図 -6

深鉢

縄文

日径
残高13.3
底径
口縁部

胎 :石英、礫含む
焼 i良好
色 !(外 )7.5YR3/3浅 黄橙

(内 )10YR7/4に ぶい黄褐

口縁部外11に肥厚する。E

縁に平イ子な隆帯とそこか E

垂下する隆帯によって胴き
を区画 し、胴部にとR縄 )
を転がす。

(外 )

(内 )

炉底に敷

詰められ
て出土

B-1号
住  居  址

第 190図 -7

深鉢

縄文

口径
残高12.3
底径
I同菩|

胎 :石英、金雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

垂下する2本 1組の聰
帯により胴部を分御
し、区画内にLR縄政
を回転する。

( 外 )

(内 )

第 34表 八千原遺跡 A地区 B地区出土遺物観察表
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか ,i 考

B-1号
住  居  址

第 190図 -8

深鉢

縄文

口径
残高9,5
底径
】同菩呂

胎 :雲母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR6/4橙

(内 )7.5YR7//3にぶい桂

キザミ隆帯により胴劇
に2段 に区画が施 さ
れ、区画内にRL縄 )
を回転する。

(外 )

撫で

(内 )

撫で

炉底に敷
詰められ
て出土

B-1号
住  居  址

第 191図 -1

深鉢

縄文

口径
残高19.0
底径
口縁部

胎 :雲母、粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

縦位の凸帯により胴ヨ
を区画し、区画内にイ

本1組の条線文を縦d
に施して埋める。

(外 )

(内 )

炉の覆土
より出土

址

・２

碍
居
畑

一
　

　

１

Ｂ
住
第

深鉢

縄文

２

　

同

‐８
　
”

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR5/6明 褐

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

顕部に口縁に平行な凸帯え
めぐらせ、胴部に沈線にむ
って区画を施す。区画内「
RL縄文を回転する。

外 )

(内 )

( 炉底に敷

詰められ
て出土

B-1号
住  居  址

第 191図 -3

深鉢

縄文

径
高
径
縁

日
残
底
口

胎 :石英、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 :(外)5YR4/8赤褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい褐

日縁に平行なキザ ミ隆帯
その下にキザ ミ隆帯の輪お
の文様を貼付する。胴部よ

は8本 1組の縦位の条線)

を施す。

(外 )

(内 )

B-1号
住  居  址

第 191図 -4

深鉢

縄文

口径
残高18.8

底径
口縁部

胎 :雲母、礫含む

焼 i良好
色 :(外)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR6/6橙

無文。日縁部に指頭日
痕。

(外 )

(内 )

炉底に敷

詰められ

て出土

B-1号
住  居  址

第 191図 -5

深鉢

縄文

８
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :雲母、礫含む

焼 ;良好

色 :(外)5YR6/6橙
(内 )SYR4/1褐灰

日縁部は凸帯により外側R

IECする。日縁部の隆帯カ
ら垂下する凸帯に1同部が区
画され5本 1組の条線文堪
施す。

(外 )

(内 )

炉底に敷

詰められ

て出土

B-3号
住  居  址

第 192図 -1

鉢

　

文

栗

　

皿

口径
残高22.0
底径
□縁～胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒多量に含と
焼 ;良好
色 :(外)5YR4/6赤褐

(内 )5YR4/6赤褐

日縁部4単位の波状日縁(

波頂部より垂下する凸帯に
よりU字状区画が施され
区画内に横位の条線文をX
す。

(外 )

(内 )

B-3号
住  居  址

第 192図 -2

深鉢

縄文

０

０

同

‐２
８

一

径
高
径
部

日
残
底
底

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR4/2灰 赤

平底より立ち上がり
外反気味の胴部に移作
する。

(外 )

(内 )

柱穴Pl
より出土

址

・３

碍
居
州

一
　

　

１

Ｂ
住
第

深然

縄文

口径42.8

残高27.6

底径
口縁～胴著「

胎 :石英、雲母、際含む
焼 i良好
色 :(外)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR5/6明赤褐

謝二幕雷掻簿兵B彗會
(外 )

(内)破位の

箆撫で

炉の覆土

中

B-3号
住  居  址

第 193図 -1

鉢

　
文

深

　

縄

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、金雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR4/4にぶい赤褐

(内 )5YR4/6赤褐

平底より立ち上がり、肩ψ
張る胴部よりややくぴれZ

顕部に移行する。2本 1雅

の垂下沈線により胴部を|

分害

""る

。

(外 )

(内 )撫で

址

・２

努
居
蜘

一
　

　

１

Ｂ
住

第

深鉢

縄文

径
高
径
形

口
残
底
完

胎 :石英、金雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/2灰 褐

平底より立ち上がり、やヽ
張りのある胴部から内側伏

稜を経て打ヽ さく外反するに

縁に至るとR縄門を回転ヨ
る。

(外 )

(内 )削り

撫で

B-4号
住  居  址

第 193図 -3
ュ
　
文

ミ
チ
　
縄

ア

径
高
径
形

口
残
底
完

胎 :石英、雲母、粗砂粒多量に含t

焼 :良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内 )5YR7/6橙

平底より立ち上がり、頸言
より開いて内湾 し、内側償

強い稜を経て短 く外屈すZ
□縁に至る。剥離 して文1
不明。

外

　

内

B-5号
住  居  址

第 193図 -4

深鉢

縄文

口径
残高4,0
吹径
‖司吉ll

胎 :雲母、自色砂粒、祖砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/2灰褐

(内 )10YR6/1褐 灰

横位の沈線に囲まれ大

縄文帯の磨消縄文相
成。LR縄文を回転サ
る。

(外 )

(内 )

B-5号
住  居  址

第 193図 -5

深鉢

縄文

口径
残高11.4
底径
I同菩|

B台 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6/2灰 黄褐

(内 )10YR7/31こぶい黄橙

曲線的な沈線の文様増
成。

(外)削
'撫で

(内 )

第35表 八千原遺跡 B地区出土遺物観察表
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遺構

図版

No

No

器 種

種 類
法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-5号
住  居  址

第 193図 -6

浅鉢

縄文

口径
残高3.6
底径
l同菩|

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR3/3浅 黄橙

(内 )7.5YR3/3浅 黄橙

日縁部の屈曲部|こ隆弄
と沈線の入組んだ文桐
に連続した刺突文を加
す文様構成。

外

　

内

B-6号
住  居  址

第 193図 -7

深鉢

縄文

口径
残高5.1
医径
口縁部

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ,(外)5YR5/6明赤褐
(内 )5YR5/6明赤褐

日縁部内側に折返 しと牌

する。日縁部に隆帯によ据

渦巻と崩れた区画文が懲
して入組んで展開する。
しR縄文。

外

　

内

B-6号
住  居  址

第 193図 -8

深鉢

縄文

口径
残高15,0

底径
口縁部

胎 :石英、粗砂粒多量に含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/6橙
(内)5YR5/3にぶい赤褐

4単位の波状日縁で、内濯

気味に大きく開 く胴部よイ
ロ縁に至る。日縁部に畷
の渦巻と沈線の崩れた区コ

文の構院

)(外

(内 )

B-6号
住  居  址

第 193図 -9

深鉢

縄文

口径
残高21.0

僑鍮～底部

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR6/8橙
(内 )5YR5/3に ぶい赤褐

平底より立ち上がり、張り
のある1同部に移行する。3

本 1組の垂下沈線により

'F部を分言」する区画内 RL縄
文回嶋

外

　

内

B-7号
住  居  址

第 194図 -1

深鉢

縄文

８
，

部

径
高
径
縁

口
残
底
ロ

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

RL縄文を転がす。 外

　

内

B-7号
住  居  址

雰彗194[コ ー2

深鉢

縄文

口径
残高3.7
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)5YR5/31こぶい赤褐

(内 )5YR4/1褐灰

日縁に平行な沈線をE

ぐらし胴部にLR縄文
を転がす。

外

　

内

3-7号
庄 居  址

第 194図 -3

深鉢

縄文

口径
残高6.0
底径
】同菩呂

H台 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )7.5YR3/1黒 褐

外

　

内

B-7号
住  居  址

雰ヨ194[コ ー4

深鉢

縄文

口径
残高4.2

底径
胴菩「

胎 :石英、雲母、糧砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/8橙

外

　

内

B-7号
住  居  址

舞ぢ194優]-5

深鉢

縄文

口径
残高4.5

底径
底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR7/6橙

(内)7.5YR6/6橙

平底。 外

　

内

B-8号
住  居  址

第 194図 -6

栗鉢

側文

口径16.8

籐雇
17,8

口縁～胴部

金雲母、礫含む

良好

(外)5YR4/6赤褐

(内 )5YR4/4に ぶい赤褐

胎

焼

色

日縁部内側に肥厚する。耐
部に凸帯でU字状に区画 t

た後に日縁部に凸帯を施
す。区画内は3段の縦位¢
汁類マ̂

外

　

内

炉底に敷
つめられ

て出土

B-8号
住  居  址

第 194図 -7

深鉢

縄文

口径18.0
残高16.0
底径
口縁～胴菩F

金雲母、粗砂粒含む

良好

(外)5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR4/41こぶい赤褐

胎

焼

色

日縁部内側に肥厚する。川
部に渦巻から垂下した凸君
でU字状に区画した後にE

縁部に検位に交互刺突文莞
施す。

外

　

内

炉底に敷

言きめられ

て出土

B-9号
住  居  llL
第 194図 -8

深鉢

縄文

口径20.0

残高17.2

底径
口縁部

胎 :雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR5/1褐 灰

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

波状日縁。胴部は上と

下に沈線で区画文を形

成し、区画内にRL縄
文を回転して埋める。

外

　

内

B-9号
住  居  llL
鋳考195屁]-1

深鉢

縄文

径
高
径

口
器
底

胎 :雲母、礫含む
焼 ;良好
色 :(外 )10YR7/31こ ぶい黄縫

(内 )10YR6/2灰黄褐

平底より立ち上がり張りα
ある胴部に移行し、隆帯α
巡る顕部を経て内傾するE

縁部に至る。とR縄文を縦
横に転がす。

外

　

内

炉より
出土

B-9号
住  居  址
第 195図 -2

深鉢

縄文
・
０

・
６
底

‐５
６

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

拾:石英、粗砂粒含む
兜;良好
色:(外 )5YR6/8橙

(内 )5YR5/6明 赤褐

平底より立ち上がり、

外反気味の胴部に移行

する。胴部にRL縄文
を転がす。

外

　

内
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-13号
住  居  址
安彗195恒]-3

深鉢

縄文

５
．

部

酪琳離睡

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )5YR5/8明赤褐 阜郎 撃
(外

(内 )

)

B-13号
住  居  l■
第 195図 -4

深鉢

縄文

口径
残高7.0
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR5/6赤掲

(内 )5YR4/6赤褐

日縁部外側に稜をも・
て肥厚する。

外

　

内

B-13号
住 居  址
雰▼195懐]-5

深鉢

縄文

口径
残高8.0
底径
胴部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/8橙

垂下する隆帯によっR

胴部を分割し、区画″
にLR縄文を転がす。

外

　

内

B-13号
住  居  址

第 195図 -6

深鉢

縄文

口径
残高12.5
底径
I同著|

冶:石英、雲母、白色砂粒、礫含t
暁;良好
色 :(外 )2.5YR4/6に ぶい橙

(内 )2.5YR4/4に ふい赤褐

2本 1組の垂下する聰
帯により胴部を分害
し、区画内にRL縄)
を転がす。

外

　

内

B-13号
住  居  址

第 196図 -1

畷

緻

口径

護痕
10.5

1同著[

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/8橙

(内 )5YR5//6明赤褐

外

　

内

B-13号
住 居  址
鋳1196腟]-2

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )5YR3/2暗赤掲

平底。 )(外

(内 )

B-13号
住  居  址

第 196図 -3

深鉢

縄文

口径

籐雇
4,4

底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )7.5YR5/4に ぶい褐

平底。 外

　

内

B-13号
住  居  址

第 196図 -4

深鉢

縄文

口径

隆屋
2.8

医菩[

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR6/4に ぶい橙

平底。 )(外

(内 )

B-14号
住  居  址

第 196図 -5

深鉢

縄文 立
Ｈ

・

３

・

２

底

９
‐２

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :雲母、白色礫多量に含む
焼 1良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内)10YR7/3に ぶい責橙

平底より開いて立ち■
がる。胎土は非常に鵬
い。

外

　

内

B-14号
住  居  址

第 196図 -6

深然

縄文

口径
残高23.0
底径
胴部

礫含む
良好
(外)10YR5/6赤
(内 )10YR5/3に ぶい黄褐

胎

焼

色

平底より立ち上がり
上に向かって大きく日
く胴部に移行する。

(外)触 の

削り、撫で
(内)横位の

肖けり

B-14号
住  居  址

第 196図 -7

浅鉢

縄文 立
ロ

，
５

，
３
底

‐９
Ю

”

酪錦酪
脚

胎 :金雲母、礫含む
焼 ;良好
色 :(外 )5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/4に ぶい橙

上底ぎみの平底より�
ち上がり、丸みのあZ
旧部よりくびれる顕剖
に移行する。

外

　

内

B-14号
住  居  址

第 197図 -1

深鉢

縄文

口径

籐雇
19,4

胴部

胎 :石英、礫含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

鯛いキザミ隆帯が縦4
に交差し、「8」 の字J
貼付文を施す。

外

　

内

B-15号
住  居  址

第 197図 -2

架鉢

隠文 立
ロ

２０
．
０

１５
．
２

　
”胴

醒姉離
瞭

胎
焼

色

石英、雲母、礫含む
良好
(外)7.5YR7/31こぷい橙
(内 )7.5YR5/2灰 褐橙

同部より回縁部に向かっЧ
翔口する。4単位の対称μ
は把手を有する。隆帯で虚
環的な区画を施し、Rし 率
文を施す。

外

　

内

B-15号
住  居  址

鋳ヨ197腟]-3

深鉢

縄文

口径

蟹雇
10'0

回縁～胴菩「

胎 :祖砂粒含む
焼 i良好
色 :(外 )5YR4/4に ぶい赤褐

(内)5YR4/41こぶい赤褐

:単位の把手を有するとれ
こされる。口縁部に隆帯よ
よる渦巻と区画文が連七
し、区画内にLR縄文をE
二する。

外

　

内
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遣構 No

図版 No

器 種

種 類

法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-15号
住  居  址

第 197図 -4

深鉢

縄文

口径
残高18,0
嵐径
口縁～胴部

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR4/6赤褐

(内)5YR4/6赤褐

に
達
新
し

線
を
沈
画

沈
文

ｏ区

＾

と
画
る
に
ス

断
駆
肘
斡
捕

に
巻
展
∩
今

部
渦
て
り
手

縁
る
し
よ
報

口
よ
続
に
阻

外

　

内

B-17号
住  居  址

第 197図 -5

製
鉢

精
深

縄文

口径
残高21.5
底径
口縁部

胎 :石英、礫含む

焼 i良好
色 :(外 )10YR6/3に よい黄橙

(内)10YR5/3に よい黄橙

□縁部は肥厚する。 (外 )

(内 )

B-17号
住  居  址

第 198図 -1
藻謝
縄文

口径
残高13.8
底径
口縁部

胎 :雲母、Bk含む

焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR6ノ /3にぶい褐

(内 )7.5YR7/2明 褐灰

□縁部内側にややHEC
する。

(外 )

(内 )

孵脚８図．２
９

一
　

　

１

Ｂ
住
第

深鉢

縄文

口径
残高7.0
医径
!同菩Ь

胎 :雲母、Ek含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/41こぶい橙

(内 )7.5YR7//4によい橙

環状突起を有する。 (外 )

(内 )

B-17号
住 居  址
第 198図 -3

浅鉢

縄文

口径
残高4.6

底径
口縁菩【

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR7/6橙

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は屈曲し、刺雰
文は施された突起を准
する。顎部に「8」 字リ
貼付文を施す。

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  址

第 198図 -4

浅鉢

縄文

７
．

部

醒
鍋
聡
瞭

胎 :礫含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/6橙

口縁部は上へ向かって
大きく開き、先で短く
内屈する。

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  址

第 198図 -5

浅鉢

縄文

口径
残高5.5
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外 )10YR3/6黄橙

(内 )7.5YR8/7黄 橙

回縁部外反し、刺突致
と沈線による構成の致

様を施す。

(外)

(内 )

B-17号
住  居  既

第 198図 一 C

浅鉢

縄文

口径
残高4.2
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/4橙

(内 )7.5YR7/3に よい橙

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  Jul
第 198図 一η

鉢

　

文

浅

　

縄

口径

篠雇
3,7

胴部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ,良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

伯 )7.5YR7/6橙

日縁部は短く内屈す
る。

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  址

第 198図 -8

浅鉢

縄文

口径

蜜雇
6.0

口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内)5YR7/6橙

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  l■
第 198図 -9

浅鉢

縄文

口径
残高3.8
底径
口縁部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR5/41こぶい褐

(内)10YR7/3に ぶい黄橙

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  址

第 198図 -10

浅鉢

縄文

生

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR3/4淡 橙

(内 )7.5YR8/3浅黄橙

口唇部は縁に平行な馘
線がめぐる。

(外 )

(内 )

B-17号
住  居  址

第 198図一H

鉢

　
文

浅

　
縄

口径

籐雇
4,0

日縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR5/4に ぷい褐

(内)5YR4/2灰 褐

沈線による文様構成。 (外

(内 )

)

B-17号
住  居  址

第 198図 -12

小型壷

縄文

口径

蔭雇
7.4

回縁部

晴 :る央 、私抄 租 含 む

焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR8/6浅責橙

(内 )10YR8/3浅黄橙

解
解

よ
さ

る

に

瑯
鍮

れ
外
て

ｏ
る

び
に
し
る
す

く
体
的
至
宙

外

　

内

第38表 八千原遺跡 B地区出土遺物観察表

―-266-



遺構 No

図版 No

器 種

種 類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-18号
住  居  址

第 198図 -13

深鉢

縄文

７
．

部

径
高
径
縁

□
降
β
【
口

胎 ,石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外)51rR7/4にぶい橙

(内
｀
7.5YR6/6橙

日縁部は緩やかな波状
を呈し波頂部に隆帯に

より渦巻を施す。横位
の条線文を施す。

(外 )

(内 )

B-18号
住  居  II
第 198図 -14

深鉢

縄文

口径
残高9.9
底径
B同著|

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/41こ ぶい黄橙

(内 )10YR7/3に ぶい黄橙

外

　

内

B-18号
住  居  址

第 198図 -15

深鉢

縄文

口径
残高13.4

底径
,同吉|

胎 :石英、金雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6明 赤褐

(内 )5YR5/3に ぶい赤褐

用部にLR縄文を回転
して施文する。

外

　

内

B-19号
住  居  址

第 198図 -16

深鉢

縄文

口径
残高8.0
底径
胴部

胎 :石英、雲母、礫台む

焼 ;良好

色 :(外)5YR6/5明 赤褐
(内 )5YR5/41こぷい赤褐

外

　

内

B-19号
住  居  址

第 198図 -17

深鉢

縄文

口径

後雇
4.7

底部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )5YR3/2暗赤褐

平底。胴部に綾杉状況

線文を施す。

外

　

内

B-19号
住  居  址

第 198図 -18

無文
深鉢

縄文

口径
残高12.2
底径
日縁部

月台:雲母、礫含む

焼 ;良好
色 :(外)10YR6/3に ぶい黄橙

(内 )10YR5/3に ぶい黄橙

)(外

(内 )

B-19号
住  居  址

第 198図 -19

耳飾

縄文

径
み
径
形

き旦
菖
〓
ド
３
癌

胎 :雲母、礫含む

焼 i良好
色 :(外)10YR7/3に ぶい黄橙

(内 )10YR7/3に ぷい黄橙

中心に孔を有する円光
で縁の断面は凹む。

外

　

内

B-20弓]
住  居  址

第 199図 -1
環繋
縄文

口径
残高4.6

底径
日縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 が胡
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )7.5YR5/6明 褐

口縁部は内側に小さく
肥厚する。

(外 )

(内 )

B-20→]
住  居  址

第 199図 -2
興繋
縄文

口径

籐雇
6.5

日縁部

胎 :石英、礫含む
焼 i良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR2/1黒 褐

□縁部は短く内屈す
る。

外

　

内

B-20号
住  居  址

第 199図 -3
粟繋
縄文

口径

籐屋
4.7

口縁部

粗砂粒含む

10YR5/4にぶい黄褐
7.5YR6/4に ぶい橙

破
餅
い
ω

胎
焼

色

口縁部の波頂部より細
いキザミ隆帯を垂下さ
せる。

(外)磨き

(内 )

B-20号
住  居  址

第 199図 -4
縄文

製
鉢

粗
深

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ,石英、雲母、粗砂粒含む
焼 i良好
色 :(外)5YR5/3に ぶい赤褐

(内 )5YR6/6橙

平廃 (外

(内 )

)

B-20号
住  居  址

第 199図 -5

粗製
深鉢

縄文

展奮2.7
底径
底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ,良好
色 :(外 )7.5YR6/3に よい褐

(内 )7.5YR7/2明褐灰

平底。 外

　

内

址

・６
居
鋼

９

住
第

B-20号 粗製
深鉢

縄文

晟籍2.7

底径
底部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/31こぷい橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底。 外 )(|

(内 )

B-20号
住  居  址

第 199図 -7

注口

縄文

晟管7.0
底径
と口部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 i良好
色 :(外 )2.5YR7/4浅黄

(内 )7.5YR7/4に ぷい橙

注目部 く
'″

卜,

(内 )
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-20号
住  居  址

第 199図 -3

口
手

文

注
把
　
縄

口径
残高3,0
底径
取手

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 i良好
色 :(外)7.5YR5/2灰 掲

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

「8」 字状貼付が施さを
る

(外 )

(内 )

B… 20号
住  居  址

第 199図 -9

注口

縄文

口径
残高1,8

底径
底菩る

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)2 5YR7/2灰 褐
(内 )2.5YR6/2灰 黄

平底 (外 )

(内 )

B-20号
住  居  址

第 199図 -10

土偶

縄文

口径
残高6.8
底径
脚部

胎 :石英、白色砂粒、礫含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

径 3.lcn× 2.2cm (外 )

(内 )

B-21号
住  居  lIL
第 199図 -11

深鉢

縄文

口径
残高16.5
嘆径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )5YR5/8明 赤褐

波状日縁。曲線的な区
画文が施され、区画広
にLR縄文を回転して
いる。

(外)撫で

(内 )撫で

B-21号
住  居  址

第 199図 -12

深鉢

縄文

口径
残高4.8

底径
口縁部

H台 :石英、雲母、粗砂粒を含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR6/6明 赤褐

(内 )5YR5/6明 赤褐

口縁部内側に肥厚リ
る。日縁に平行な沈務
がめぐり、胴部にLI

縄文が回転している。

(外〉

(内 )

B-21号
住  居  址

第 199図 -13

深鉢

縄文

口径
残高18.1

底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫を含む

碗 :良好

色 :(外)5YR6/6橙
(内)5YR6/6橙

日縁部区画内RL縄文
躙部RL縄文が回転じ
ている。

(外 )

(内 )

B-23号
住  居  址
第 199図 -14

深鉢

縄文

８
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR5/4に ぶい褐

(内)7.5YR5//4にぶい褐

口縁部内側に綾を有し
て肥厚する。突起を有
する。

(外 )

(内 )

B-23号
住  居  址

第 200図 -1

深鉢

縄文

９
．

部

醒姉降睡

胎 :石英、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)5YR5/8明 赤褐

(内 )5YR5/8明 赤褐

隆帯による曲線的な文
様を施した後、日縁に

平行にキザミ隆帯がめ

ぐる。

(外 )

(内 )

・２３号脚２００図．２

Ｂ
住
第

ニ
アユ

　
文

ミ
チ
　
縄

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :(外)7.5YR4/2灰褐

(内)7.5YR7/3に ぶい絶

(外)撫で
(内 )

B-23号
住  居  址

第 200図 -3

工

）ノュ
　
文

ミ
チ
　
縄

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/4に よい橙

平底で立ち上がる部分
でいったんくびれて外
傾する胴部に至る。

(外 )

(内 )

B-24号
住  居  址

第 200図 -4

壺

縄文 立
ロ

，
０

，
６
底

‐２
３

”

径
高
径
部

口
険
医
桐

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR7/6橙

(内 )5YR5/2灰 褐

平底より立ち上がり胴部呵
位で強く張り胴黎と位で石
まる。平面形は底が円オ
で、胴部が方形である。し
線の文様械

(外)撫で
(内 )

炉に埋設

B-25号
住 居  址
夕1200図]-5

粗製
無文

癒雙

口径
残高7.3
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

(外 )

(内 )

B-25号
住  居  址

第 200図 -6

製
文
鉢
文

粗
無
深
縄

展管6■
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6ノ/3にぷい褐

(内)7.5YR4/2灰褐

(外 )

(内 )

B-25号
住  居  址
努導200図]-7

製
文
鉢
文

粗
無
深
縄

口径
残高6.7
嵐径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5Y7/3浅黄

(内 )2.5Y7/3浅黄

(外 )

(内 )
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類

法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-25号
住 居  址

第200図 -8

深鉢

縄文 立
０

・
２

・
０
底

‐０
８

”

径
高
径
都

口
残
医
洞

胎 :雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に ぶい橙

(内)5YR5/2灰 褐

平底より立ち上がり
張りのある胴部より劉

部で緩くくびれる。

(外 )

(内 )

横位の撫て

炉に2 rLH

の上器が

重ねて埋

設 (上 )

B-25号
住  居  址

第 200図 -9

深鉢

縄文 立
ロ

。
９

，
０
底

‐７
‐２

”

径
高
径
部

口
践
医
桐

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/6橙
(内 )10YR6/4に ぶい黄橙

平底より立ち上がり

丸みをもって上に向カ
って開く胴部に移行,
る。

(外 )

(内 )

炉に2個
の上器が

重ねて埋

設 (下 )

B-25号
住  居  址

第 200図 -10

口
　

文

注
　
縄

３
．

部

径
高
径
縁

日
残
底
口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/8橙

日縁部内側に1本の渤

覆子翻 屋啓
をめぐらせている。

(外)撫で

(内 )

B-25号
住  居  址

第 200図 -11

注口

縄文

６
．

部

径
高
径
□

口
残
底
注

胎 :石英、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/2に ぶい黄橙

(内 )10YR6/1褐灰

注口部。 (外 )

(内 )

B-25号
住  居  址

第 200図 -12

エ

ア
ユ
　
文

ミ
チ
　
縄

８
５
底

２
．生

”

径
高
径
部

口
残
瞑
同

胎 :石英、白色砂粒、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)10YR7/2に ぶい黄橙

(内)10YR3/3浅 黄橙

平底より内湾気味にコ
ち上がる。

(外

(内 )

)

B-25号
住  居  址

第 201図 -1

鉢

　
文

浅

　
縄

・
０

・
４
底

６
‐０

”

径
高
径
部

口
残
底
桐

胎 :雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内)10YR6/6明 黄褐

上底ぎみの平底より�

ち上がり、大きく開し

て胴部上位で強 く嚇
る。

(外 )

(内)撫で

B-26号
住  居  址

第 201図 -2

麟
　
鮫

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :雲母、礫含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR5ノ/6明褐

(内)10YR7/3に ぶい黄褐

平底より立ち上がり、

外反する胴部より稜建
経て屈曲し、大きく財
回する日縁に至る。

(外 )

(内 )

炉|こ 2

個の上器

が重ねて

埋設 (下 )

B-26号
住  居  址

第 201図 -3

は
轡
　
鮫

立
ロ

，
０

，
３
底

‐０
７

”

径
高
径
部

口
残
底
同

胎 :祖砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6明 褐

(内)7.5YR6/4に ぷい橙

平底より立ち上がり、

やや丸みをもって上ハ

向かって大きく開く肺
部に移行する。

(外 )

(内 )

炉に2個
の上器が

重ねて埋

設 (上 )

B-26号
住  居  址

第 201図 -4

轡
　
鮫

口径42.8

蟹雇
34.6

口縁部V4

胎 :金雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR5/6明 赤褐 錘騨
(外 )撫で

(内)撫で

炉より

出土

B-28号
住 居  址

鋳ぢ202区]-1

鉢

　

文

架

　

縄

口径
残高12.5
底径
口縁部

胎 :雲母、長石、白色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外)5YR4/8赤 褐

(内 )5YR4/8赤 褐

口縁部肥厚する。 (外 )

(内 )

B-28号
住  居  址

第 202図 -2

鉢

　

文

架

　

健

口径
残高10.0

医径
口縁部

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/6褐

(内 )7.5YR5/6明褐

把手部 (外 )

(内 )

B-28号
住  居  址

第202図 -3

鉢

　

文

栗

　

縄

口径
残高7.0
医径
嗣菩|

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR4/3にぶい黄褐

(内)10YR6/6明黄褐

三仏生。 (外 )

(内 )

B-28号
住  居  址

第 202図 -4

鉢

　
文

深

　
縄

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :礫含む

焼 :良好
色 :(外)10YR7/3に ぶい黄橙

(内)7.5YR5/4に よい褐

平底。
胴部に隆帯を垂下さ翌
て分割 している。

(外 )

(内 )

B-28号
住 居  址

第202図 -5

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
は
底

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

平底。 外

(内 )

( )
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構

　
版

遺

　
図

No

No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-28号
住  居  址

第 202図 -6

鉢
　
文

深
　
縄

径
高
径
部

□
残
底
底

胎 :石英、雲母、祖砂粒多量に含む

焼 :良 t7

色 :(外)5YR4/8赤褐

(内)5YR4/8赤褐

平底。 (外 )

(内 )

B-29号
住  居  址
第 202図 -7

鉢
　
文

深
　
縄

５
．

部

径
高
径
縁

日
残
底
口

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含と
焼 :良好
色 |(外)5YR6/6橙

(内 )5YR5/8明赤褐

把手部。 (外 )

(内 )

B-29号
住  居  址

第 202図 -8

鉢

　
文

深
　
縄

口径
残高2,9
底径
底部

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)5YR6/8橙
(内 )5YR7/4に ぶい橙

胎
焼

色

平底。 外

　

内

B-30号
住  居  址

第 202図 -9

製
鉢
　
文

阻
架
　
縄 立

ロ

・
８

・
２
底

Ｈ
‐２

”

径
高
径
部

口
残
底
桐

胎 :石英、租砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6権

(内 )7.5YR7/1明 褐灰

方形の平底よりやや内傾〕
る胴部を経て、内側に核塗
経て短く屈曲する日縁に三
る。細い沈線により類似雅
文を施す。

(外)撫で

(内 )撫で

B-30号
住  居  址

第 202図 -10

製
鉢
　
文

阻
架
　
饂

口径
残高5.8
底径
口縁部

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/3に ぶい絶

(内 )7.5YR7/3に ぶい糧

日唇部に面取りが施さ
れる。無文。

(外 )

横位の削り

(内 )

B-30号
住  居  址

第 202図 -11

製
鉢

粗
深

縄文

径
高
径
縁

白
残
底
口

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR5/4に ぶい褐

無文。 (外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 202図 -12

粗製
深鉢

縄文

口径
残高9.6
底径
口縁部

胎 :石央、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/41こ ぶい黄橙

(内 )10YR7/3に ぶい黄橙

無文。 (外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 202図 -13

粗製
深鉢

縄文

口径
残高5.2
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好

色 :(外)7.5YR6//3にぶい掲
(内 )10YR7//3に ぶい黄橙

無文。 外

　

内

B-30号
住  居  址

第 202図 -14

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄

口径
残高14,9
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7//4にぶい絶

(内)7.5YR6/6橙

口唇部に面取りが施建
れる。

外

　

内

B-30号
住  居  址

第 202図 -15

製
鉢
　
文

阻
栗
　
健

口径
残高9.7
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/6絶

無文。 (外 )

(内 )

B-30号
住 居  址
第202図 -16 縄文

製
鉢

粗
深

径
高
径
縁

口
残
底
口

Ⅱ台:石英、雲母、礫含む

能 :良好
色 :(外 )10YR7/31こ ぶい黄絶

(内 )7.5YR7/3に ぶい絶

無文。 外

　

内

B-30号
住  居  址

第202図 -17

粗製
深鉢

縄文

口径
残高7.5
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい椎

日唇部に面取りが施さ
れる。

麟:訃li

B-30号
住  居  llL
第 203図 -1

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄

□径
残高10.1
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、/111砂 粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6ノ/4にぶい絶

器厚が一定 していた
い。無文。

(外 )

駆毬の削
り、撫で

B-30号
住  居  址

第 203図 -2
渠課
縄文

口径
残高9.6
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい絶

無文。 外

　

内
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-30号
住  居  址

第 203図 -3

製
鉢

粗
深

縄文

口径
残高8.2
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7ノ /3にぶい橙

無文。 (外 )

(内 )

B-30号
住  居  址
第 203図 -4

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄

口径
残高8.5
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/3に ぶい黄橙

(内)10YR7/3に ぶい黄橙

無文。 外

　

内

B-30号
住  居  址
第 203図 -5

染課
縄文

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6/3に ぶい黄橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

無文。 )(外

(内 )

B-30号
住  居  址
第 203図 -6

縄文

製
鉢

粗
深

口径
残高5。 9

底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙

(内)7.5YR7//4にぶい橙

波状□縁。内側に日続
に平行して沈線が施さ
れる。

(外)撫で

(内)撫で

B-30号
住  居  址

第 203図 -7

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄

ｒ
ｕ
　
　
立
ロ

酪嚇朧
瞭

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)ЮYR6/41こぶい黄橙
_ (内 )10YR7/4に ぶい黄橙

波状日縁。内側に口瘍
に平行して沈線が施さ
れる。

で

　

で

撫

　

撫

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 203図 -8

粗製
深鉢

縄文

口径
残高6.6
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/3に ぶい褐

(内 )7.5YR7//3にぶい橙

波状□縁。内側に日わ
に平行して沈線が施道
れる。

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址
第 203図 -9

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄

口径
残高12.0
医径
I同菩[～底菩呂

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/41こぶい橙

(内 )7.5YR7/2明 褐灰

平底より立ち上が り
張りのない胴部に移行
する。

(外 )

縦位の削り
(内 )

B-30号
住  居  址

第203図 -10

製
鉢

粗
深

縄文
立
Ｈ

２

底

４
　
”

醒籐
阿

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)2.5Y3/3浅黄

(内 )2.5Y7/2灰黄

上底ぎみの平底より、
立ち上がり、丸みをも
って上へ向かって開く
胴部に至る。

外

　

内

B-30号
住  居  址
第 203図 -11

縄文
蟹雇

&8

胴部～底部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/4に よい褐

(内)7.5YR7/4に ぶい絶

平底より立ち上がり
上へ向かって開く胴笥
に至る。

外

　

内

B-30号
住  居  址

第203図 -12

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄 立

ロ

４
　
底

４
　
”

径
高
径
部

口
残
底
胴

踏 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR6/2灰褐

上底ぎみの平底より
立ち上がり、丸みをモ
って上へ向かって開く
用部に至る。

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 203図 -13

製
鉢

粗
深

縄文
立
ロ

刊
　
底

‐５
　
”

径
高
径
部

口
残
底
洞

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7//4にぶい橙

平底で立ち上がり部 tモ

直立し、張りのある師
部に移行する。

)(外

(内 )

炉に埋設

B-30号
住  居  址
鋳3204腰]-1

製
鉢

精
深

縄文

口径
残高6.4
嵐径
口縁吉【

粗砂粒含む

10YR5/2灰黄褐
7 5YR5/1褐 灰

穣
朗
い
的

胎
焼

色

外側に口縁に平行なシ
線をめぐらせている|

条線文による曲線的花
文様を施す。

外

　

内

B-30号
住  居  l■
穿手204腰]-2

漂舞
縄文

口径

篠雇
5,0

口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR4/81こ ぶい赤褐

(内)7.5YR4/3褐

□唇部に亥1目 を施し、
「8」 字状貼付文が施さ
れる。胴部に横位の条
線文が施される。

外

　

内

朗『４図．３

一　

　

２ ０

Ｂ
住
第

縄文

製
鉢

精
深

口径
残高7.7
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
~~

焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/4に ぶい褐
__也ψ 7.5YR7/4に ぶい橙

内側に回縁に平行な (

条の沈線をめぐらせて
いる。

(外)撫で

(内 )撫で
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遺構 No

図版 No

2ξ 廂重

種 類

法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか ,i 考

B-30号
住  居  址

第 204図 -4 縄文

製
鉢

精
深

口径
残高3,9
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR3/2暗赤褐

(内 )5YR4/31とぶい赤褐

内側に日縁に平行なZ

条の沈線がめぐる。E

縁部に小実起を有サ
る。

(外)撫で

(内 )撫で

B-30号
住  居  址

第 204図 -5

製
鉢
　
文

精
深
　
縄

３
．

部

醒姉
離瞭

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)10YR6/41こ ぶい黄橙

(内 )10YR7/3に ぶい黄橙

内側に□縁に平行に〔

条の沈線がめぐる。
(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 204図 -6

製
鉢

文

精
深
　
縄

口径
残高8.2
底径
日縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR5/31とぶい褐

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 204図 -7

深鉢

縄文

口径
残高35.0
底径
口縁～胴部

B台 :粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR5/4に ぷい褐
(内 )7.5YR5/4に ぶい褐

第204図 -8と 同一犯

体。

外

　

内

B-30号
住 居  址

第 204図 -8

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

(外)YR/
(内 )YR/

胎
焼

色
盈糊 ヒ

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -1
渠繋
縄文

口径
残高6.0
底径
取手

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)10YR7/4に ぶい黄橙

(内)7.5YR7/6橙

把手。 (外 )

(内 )

B-30→号

住  居  址

第 205図 -2
藻課
縄文

口径
残高6.2

医径
取手

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

把手。 (外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -3

製
鉢

文

情
架
　
隠

径
高
径
手

日
残
底
取

胎 :石英、糧砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )10YR6/2灰 黄褐

(内 )10YR7/3に ぷい黄橙

把手。 (外 )

(内 )

B-30→号

住  居  址

第 205図 -4

製
鉢

精
深

縄文

口径

篇昂

6,9

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/4に よい橙

田部に細いキザミ隆斉

が施される。

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

鋳孝205睡]-5 縄文

製
鉢

精
深

口径

籐雇
8.2

胴部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

隅部に細い■ザミ隆書

と沈線が施される。

(外 )

(内 )

B-30→号

住  居  址

雰ヨ205図]-6

製
鉢

文

精
深
　
縄

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR4/3に ぷい赤褐

(内 )5YR4/2灰褐

用部に沈線が施さヤ

る。

(外 )

(内 )

B-30→手
住 居  址

鋳3205図]-7

操課
縄文

口径
残高5,8

僑鍮

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR2/2黒褐

(内 )10YR5/2灰黄褐

無文。 (外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -8
操鉾
緻

立
ロ

３
　
底

６
．
　
”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/3に ぶい褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

平底より立ち上がり、

外反ぎみに小さく外督

する胴部に移行する。

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -9

注目

縄文
纏・

0

注目

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

院 :良好
色 :(外)7.5YR7/3に ぷい橙

(内 )10YR6/41こ ぷい黄橙

L日部。 (外 )

(内 )
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 分様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-30号
住  居  址

第 205図 -10

注口

縄文

口径

警屋
4,7

注口

胎 :石英、雲母、祖砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR5/3に ぶい橙

沈線による同心円状互

文様を施す。
(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -11

口
　

文

注
　
縄

口径
残高6.0
底径
注口

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/8褐

(内 )7.5YR3/3暗 褐

沈線による鎖状の文鵜
を施す。

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -12

注口

縄文

口径
残高4.8
底径
注口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外〉7.5YR4/2灰 褐

(内 )7.5YR6/2灰 褐

沈線による羽状斜線)
を施す。

(外 )

(内 )

B-30号
住  居  址

第 205図 -13

注口

縄文

口径
残高4.7
底径
注口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/2に ぶい黄橙

(内)10YR5/2灰 黄褐

平底。 (外 )

(内 )

B-30号
住 居  址
第205図 -14

捏

文

蓋
手

縄

径
さ
径
形

直
高
医
完

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR5/6明 褐

(内 )7.5YR7/4に ぷい橙

(外 )

(内 )

B-31号
住  居  址

第 205図 -15

栗鉢

縄文

口径
残高4.7
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、狙砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい褐

(内 )7.5YR5ノ/3にぶい褐

太い沈線による文様堪
施す。

外

　

内

B-31号
住 居  址
第205図 -16

浅鉢

縄文

５
。

部

醒嚇離睡

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/41こ ぶい褐

(内 )7.5YR5/4にぶい褐

口縁部に突起を有サ
る。

(外)

(内 )

B-31号
住  居  址
第205図 -17

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR4//3に ぶい橙

平底。 (外 )

(内 )

B-31号
住 居  址
第205図 -18

深鉢

縄文
倭雇

歩8

底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR3/2暗赤褐

平底。 (外 )

(内 )

B-31号
住 居  址
第205図 -19

深鉢

縄文
震雇

Z4

医菩|

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5//8明赤褐

(内 )2.5YR3/2暗赤掲

平底。 外

　

内

B-31号
住  居  址

第 205図 -20

深鉢

縄文
解

お
底都

胎 :石英、雲母、自色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/6橙

平底。

残存部が小さいため拒
径は不明。

(外 )

(内 )

B-31号
住  居  址

第 205図 -21

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

平底。 (外 )

(内 )

B-31号
住  居  址

第 205図 -22

深鉢

縄文

口径
残高11.8

蜃鍮

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/4にぶい橙

粘土帯積上げ。平底よ

り丸みをもって立ち■
がる。

(外 )

(内 )

炉に埋設

B-33号
住  居  址

第 205図 -23

深鉢

縄文 立
コ

・
３

・
３
底

ｎ
７

”

略籐
脚

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR5/8赤

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

平底より立ち上がり、丸ち
のある胴部より括れる顕ヨ
に移行する。顕部に隆帯と
束J突文による文様を施す(

しR縄文

(外 )

(内 )

炉に埋設
(■ )

第45表 八千原遺跡 B地区出土遺物観察表

―-273 -



遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-33号
住  居  址
第205図 -24

浅鉢

縄文

口径16,0

残高10.3
底径
口縁～胴部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2 5YR4/4に ぶい赤褐

(内 )5YR5/2灰 掲

丸い胴部より屈曲 して外5
する口縁に至る。頸部に)
様帯 と「 8」 字状貼付文わ

施 され、胴部に磨消縄文¢

文様構院

(外 )

(内 )

B-33弓号

住  居  址

第 206図 -1

深鉢

縄文
・
２

・
６
底

‐６
９

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

中
『
Ⅷ

り

行ヽ
巻
を

よ
り
移
渦
部

底
が
に
る
胴

平
上
部
よ
し

(外)撫で

く内)

肖叫り、撫て

炉に埋設

(下 )

B-33→予
住  居  址
第 206図 -2

深鉢

縄文

口径
残高13.9
底径 7.5
胴部～底部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底より立上がり、薔
りのある胴部に至る。

(外)撫で

(内 )削 り

B-35→号
住  居  址

第 206図 -3

深鉢

縄文 部

０
５
０
同

‐４
８
３

”

径
高
径
縁

日
残
底
口

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5Y2/2オ リープ灰

(内 )5Y4/1灰

平底より立ち上がり、

外反 ぎみの日縁に至
る。

)(外

(内 )

B-37号
住  居  址

第 206図 -4

耳

器

文

両
土

縄

口径

葎昌争
5

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

両耳の把手部。 (外 )

(内 )

B-37→号
住  居  址

第 206図 -5

深鉢

縄文

口径
残高7.5
底径
口縁部

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/4に ぶい絶

(内 )5YR6/4に ぶい橙

□縁に平行 して太い■
ザミ隆帯がめぐる。

(外 )

(内 )

B-38号
住  居  lt
第 206図 -6

深鉢

縄文
篠藤

河
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 !(外 )7.5YR7/3によい橙

(内 )7.5YR7/4にぶい橙

無文。 (外 )

(内 )撫で

B-38号
住  居  址

第 206図 -7

深鉢

縄文

口径
残高4,7
底径
】同菩[

胎 :石英、雲母、祖砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/8橙

(内)5YR2/3極 暗赤褐

胴部にRL縄文を回窮
して施す。

(外 )

(内 )

B-38号
住  居  址

第 206図 -8

深鉢

縄文

口径
残高5。 1

底径
】同き[

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR5/6明赤褐

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

沈線を垂下させ、胴菩「

を分割 し、区画内に
RL組文を回転する。

(外 )

(内 )

B-38号
住  居  址

第 206図 -9

深鉢

縄文

口径
残高5,7
医径
阿部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR4/3と こぷい赤褐

(内 )5YR5/6明 赤褐

沈線文。 (外 )

(内 )

B-1号土壊

第 206図 -10

深鉢

縄文

口径
残高11.2
医径
lrn3菩|

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/4にぶい橙

(内 )7.5YR7/3にぷい橙

隆帯を垂下させ胴部花

分割 しRL縄文を回萌
して施す。

(外 )

(内 )

B-1号土壊

第206図―H

深鉢

縄文

口径

騒雇
9.2

嗣著F

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR5/8明 赤褐

沈線を垂下させ、胴言

を分割 し、LR縄文糖

回転する。

(外 )

(内 )

B-1号土壊

第206図 -12

深鉢

縄文

２
６
底

６
．６
．
”

径
高
径
部

口
残
医
伺

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/4にぶい橙

(内 )7.5YR6/6橙

平底より外反ぎみに立ち」
がる2本 l組の沈線を垂¬
させ、胴部を分割し、区囮
内にRL縄文を回転する。

(外 )

(内 )

B-1号土壊

第206図 -13

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
は
医

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含と
焼 :良好
色 :(外)5YR2/4極 赤褐

(内)5YR2/3極 赤褐

平

ち

錬

分

銀

(外 )

(内 )

縦位の削り
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類

旦塁法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-2号土頻

第206図 -14

製
盤

文

土

円
縄

径
み
径
形

直
厚
底
完

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/8明 赤褐

(内 )5YR5/8明 赤褐

外

　

内

B-3号土頻

第 207図 -1

深鉢

縄文

口径

篠雇
17.6

口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

波状日縁。日縁に平行な肥
帯を施し、胴部は2本 1判

の隆帯による曲線的な区□
文を施しLR縄文を回転ヨ
る。

外

　

内

B-1号集石

第207図 -2

深鉢

縄文

口径
残高18.0

底径
口縁～】同菩扁

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR7/6橙 繋罐嘲
外

　

内

B-1号集石

第207図 -3

無文
粗製
深鉢
縄文

６
．

部

略
姉
酪
睡

胎 :礫含む

焼 :良好
色 :(外 )10YR3/4暗褐

(内)10YR7/3に よい黄絶

内側に日縁に平行なυ
線を施す。

外

　

内

B-1号集石

第 207図-4

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR5/3に ぶい褐
(内 )7.5YR7/3に よい権

胎

焼

色

平底、底の中央が内a
に肥厚する。

外

　

内 撫で

B-2号集石

第207図 -5

深鉢

縄文

口径
残高7.5
底径
胴部

胎 :石英、礫含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/8橙

(内 )5YR6/8橙

垂下沈線により胴部お
分割する。区画内よ
LR縄文を回転する。

外

　

内

C-1号
住  居  址

第 208図 -1

深鉢

縄文

３
６
　
同

Ｈ
ｌＯ
　
一

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR5/2灰黄褐

(内 )10YR5/2灰責褐

3単位の波状回縁。磨消な
文の縄文帯を括弧形の沈や
と刺突文が縦に切るよう売
文様構成。LR縄文回転あ
沈線文。

き磨

外

　

内

C-2号
住  居  址

第 208図 -2

深鉢

縄文

６
．

部

酪姉靡
唯

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含t
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR4/4褐

把手部。
渦巻状文様と沈線と痢
突文による文様構成。

外

　

内

C-2号
住  居  址

第 208図 -3

深鉢

縄文

口径

蟹雇
5.6

同菩【

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6//6橙

(内 )5YR6/6橙

蕨手状の沈線文が垂1
し胴部を区画し、RI

縄文を回転する。

外

　

内

C-2号
住  居  址

第 208図 -4

深鉢

縄文
譲雇
■4

胴菩|

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/6明 赤褐

(内)5YR5/8明 赤褐

□縁部稜をもって内佃
に肥厚する。箆状工環
による平行斜線文を加
す。

外

　

内

C-2号
住  居  址
第 208図 -5

深鉢

縄文

口径
残高5。 7

医径
I同菩[

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2 5YR5/8明赤褐

(内 )5YR4/3に ぶい赤褐

外

　

内

C-2号
住  居  址

第 208図 -6

呼
器
　
文

釣
土
　
縄

屋騨刊
胴部

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5//6明 赤褐

(内)5YR4/6赤 褐

沈線による文様構成。 外

　

内

C-2号
住  居  址

第 208図 -7

有孔
つば

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、白色砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR8//3浅 黄褐

(内 )10YR5/3にぶい黄褐

(外 )

箆肖叫り
(内 )撫で

C-2号
住  居  l」 :

鋳J208図]-8

文
鉢
文

無
深

縄

30.0
25.0

～〕同著呂

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR8/3にぶい黄橙

(内 )10YR5/3によい黄橙

粘土帝積上げ
口縁部はゆるい波状え
呈する波頂部の下に一

孔を有する。

(外)縦位
の削り
(内 )横位
の撫で
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類

法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-3号
住  居  址

第 208図 -9

深鉢

縄文

口径
残高5,0
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/3に ぶい掲

(内 )7.5YR4/4褐

□
公
半
そ
さ

(外 )

磨き

(内 )

C-3号
住  居  址

第 208図 -10

深鉢

縄文

口径
残高10,0

底径
口縁部

胎 :石英、雲母、Bk含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR5//4に ぶい褐

口縁部短く内屈する。 (外 )

(内 )

C-3号
住 居  址

第208図―■

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

冶:石英、雲母、祖砂粒含む

先:良好
由:(外)7 5YR7/4に ぷい橙

(内 )7.5YR7/4に ぷい橙

先線による曲線的な彦

噺が施され、その中堪

健文で埋めている。

(外 )

(内 )

C-3号
住  居  l■
第208図 -12

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/3にぶい褐

(内 )5YR6/4に よい橙

磨消縄文構成。LR泰

文を回転する。

(外 )

(内 )

C-3号
住  居  力!

第 208図 -lt

深鉢

縄文

口径
残高6.5
底径
胴部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6/3にぶい黄橙

(内)10YR7/3にぶい黄橙

磨消縄文構成。沈線に
よる曲線的な区画を加
した後LR縄文を回窮
する。

(外 )

(内 )

C-3号
住  居  址

第 208図 -14

深鉢

縄文

口径
残高4,6
底径
‖同喜II

胎 :石英、雲母、白色砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR5/3にぷい褐

(内 )7.5YR6/4にぶい橙

LR縄文を回転 した移

沈線の区画を施す。

(外 )

(内 )

3-3号
l■  居  址

第208図 -15

深鉢

縄文

口径
残高4.9

唇矮部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/8橙
(内 )7.5YR6/8橙

隆帯に一孔を貫く。 (外)

(内 )

C-3号
住 居  址

身彗209図3-1

鉢

　
文

深

　

縄

口径
残高12.4

底径
胴部～底部

胎 :雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6//6橙

(内 )5YR5/6明 赤褐

平底より立ち上がり労

みのある胴部に移行,
る。

(外 )

(内 )

址

・２

鍔
居
蠅

一　

　

２

Ｃ
住
第

鉢

　
文

深
　
縄

径
高
径
部

口
残
瞑
瞑

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/31こ ぶい黄橙

(内 )7 5YR7/4にぶい黄橙

平底。

胴部にRL縄文を回窮

する。

(外 )

(内 )

C-3号
住  居  址

第 209図 -3

深鉢

縄文

口径
残高4.5
底径
底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/6明 赤褐

平底。 (外 )

(内 )

C-3号
住  居  址

第 209図 -4

深鉢

縄文

口径
残高4.9

医径
医著|

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/8明 赤褐

(内)5YR5/6明 赤褐

平底。 (外 )

(内 )

C-3号
住  居  址

第 209図 -5

注目

縄文

径
高
径
口

口
残
底
注

治:石英、雲母、組砂粒含む
斃:良好
色:(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

注目部。 (外 )

(内 )

C-4号
住  居  址

第 209図 -6

深鉢

縄文

日径

籐屋
7.0

口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ,(外)7.5YR7/6橙

(内 )5YR7/6橙

回縁に平行な太い隆帯

を施 し、胴部にRL騨

文を回転する。

(外

(内 )

)

C-4号
住  居  址

雰も209腰]-7

鉢

　

文

架

　

健

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/6橙
(内)5YR6/4に よい橙

(外)

(内 )
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